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１ 調査目的 
 

府中市では、「次世代育成支援対策推進法」に基づき、前期行動計画として、平成 17 年に

「府中市次世代育成支援行動計画」（平成 17 年度～21 年度）を策定した。 

本調査は、後期行動計画（平成 22 年度～26 年度）策定に向けて、市民の子育て支援に関

する生活実態や意見・要望を把握するため、市内に居住する児童の保護者と中学生・高校生

世代及びひとり親世帯を対象に実施するものである。 

 

２ 調査の種類と対象者 
 

本調査では、以下の４つの調査を実施している。 

区分 調査名 対象者 調査方法 調査時期 

調査１ 就学前児童調査 
就学前児童の 

保護者 3,000 人 

調査２ 小学生調査 
小学生の 

保護者 2,000 人 

調査３ 
中学生・高校生 

世代調査 

中学生 1,000 人、 

高校生世代 500 人 

調査４ 
ひとり親家庭 

調査 
ひとり親世帯 500 人 

郵送配布 

平成 20 年 

10 月 30 日～ 

11 月 17 日 

 

３ 各調査の概要 
 

（１）就学前児童調査 

 
① 調査対象 
 

市内に居住する就学前児童（0～5歳）の保護者 3,000 人 

平成 20 年 10 月 1日現在の住民基本台帳及び外国人登録原票より層化無作為抽出 

 

② 調査項目 

調査項目 問番号 質問内容 

Ｆ１ あて名のお子さんの生年月 

Ｆ２ 子どもの人数、末子の年齢 

Ｆ３ 両親・祖父母の近居・同居 

Ｆ４ 両親の状況 

Ｆ５ 住居形態 

Ｆ６ 居住地域 

基本属性 

Ｆ７ 調査票に記入している人 
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調査項目 問番号 質問内容 

問１ 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無 

問１－１ 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識 

問１－２ 友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識 

問２ 主たる保育者 

問３ 配偶者や周囲の人の子育てへのかかわり方 

問４ 子育てが楽しいと感じる程度 

問４－１ 子育てをする中で有効な支援・対策 

問４－２ 子育ての辛さを解消するために必要なこと 

問５ 日ごろの子育てについて感じていること 

問６ 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること 

問７ 子育てについて気軽に相談できる人の有無 

Ａ 日ごろの

子育て 

問７－１ 子育てについて気軽に相談できる人 

問８ 
両親の就労状況（就労の有無（就労形態）、就労日数・時間、帰宅時間、 

フルタイムへの転換希望） 

問８－１ 就労していない母親の就労希望 

問８－２ 
就労希望がある母親の希望する就労形態（就労日数／週、時間／日）、 

母親に就労希望がありながら現在働いていない理由 

問８－３ 
子どもがある程度大きくなったら就労したいと考えている母親が、就労を希望

する時の末子の年齢 

問９ 出産前後の離職の経験 

Ｂ 保護者の

就労状況 

問９－１ 仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら就労を継続したか 

問 10 保育サービスの利用の有無 

問 10－１ 利用している子育て支援サービスの種類 

問 10－２ 
保育サービスを利用している日数／週、時間／日、時間帯（開始及び就労時間）、

利用している理由、施設を選択した理由、施設への要望 

問 10－３ 保育サービスを利用していない理由 

問 11 あて名の子どもを平日に親族や知人にあずけているか 

Ｃ 保育サー

ビスの利用状

況 

問 11―１ 子どもをあずけている日数／週、時間帯（開始及び終了時間）、相手 

問 12 希望した時期の保育サービスの利用状況 

問 13 保育サービスの利用希望 

問 13－１ 子どもをあずけたい場所 

問 13－２ 保育サービスの利用を希望する日数／週、時間／日、時間帯、理由 

Ｄ 保育サー

ビスの利用希

望 

問 14 土曜日、日曜日・祝日の保育サービスの利用希望、時間帯 

問 15 この１年間、病気やケガで保育サービスを利用できなかったことの有無 

問 15－１ 
この１年間、病気やケガで保育サービスを利用できなかったときの対処方法と

日数、できれば施設にあずけたいと思った日数 

問 16 医療機関と連携したサービスで良いと思うもの 

Ｅ 子どもが

病気の場合の

対応 

問 16－１ 医療機関と連携したサービを希望する頻度 

問 17 この１年間、自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことの有無 

問 17－１ この１年間、子どもをあずけた日数および理由別日数 

問 18 子どもを一時的にあずけるサービスの希望利用日数／月 

Ｆ 一時あず

かり 

問 19 子どもを一時的にあずける際に希望するサービス 

問 20 トワイライトステイの認知、利用状況 

問 20－１ トワイライトステイについての要望 

問 21 
この１年間、泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったこ

との有無 

問 21－１ この１年間、泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法と泊数  

問 21－２ 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ 

問 22 ショートステイの利用意向 

Ｇ トワイラ

イトステイ、

ショートステ

イ、産前産後

家庭サポート 

問 23 産前産後家庭サポートの認知度、利用意向 
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調査項目 問番号 質問内容 

Ｈ 学童クラ

ブ、放課後子

ども教室 

問 24 学童クラブ・放課後子ども教室の利用意向、希望する日数／週 

問 25 ベビーシッター利用の有無 

問 25－１ ベビーシッターの利用目的、日数／月、１回あたりの時間 
Ｉ ベビーシ

ッター 
問 26 ベビーシッターの利用希望日数／月、１回あたりの時間 

問 27 ファミリーサポートセンターの認知、利用状況 

問 27－１ 
ファミリーサポートセンターの利用目的、利用日数／月・１回あたりの時間、 

追加希望日数／月・１回あたりの時間 

Ｊ ファミリ

ーサポートセ

ンター 
問 27－２ 

ファミリーサポートセンターを利用していない理由、 

今後の利用意向（日数／月・１回あたりの時間） 

問 28 平日の日中や休日に親子でよくすごす場所 

問 29 親子で集える場の認知、利用状況・回数 

問 30 親子で集える場を利用していない理由 

問 31 親子で集える場の利用意向・回数 

問 32 親子で集える場に期待する役割 

問 33 子どもの遊び場について気になること 

Ｋ 地域にお

ける子育て支

援サービス 

問 34 子育ての相談施設等の認知、利用状況、今後の利用意向 

問 35 近所づきあいの状況 

問 35－１ 近所づきあいの相手 
Ｌ 地域との

かかわり 
問 35－２ 近所づきあいが希薄な理由 

問 36 子育て情報入手のためのインターネット利用状況 Ｍ 子育て支

援サービスに

関する情報 問 37 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの 

問 38 児童虐待に関する認知状況（児童虐待防止法、通報先、相談機関） Ｎ 児童虐待

防止 問 39 児童虐待の通報先 

問 40 子どもの安全や防犯について気をつけていること ０ 安全なま

ちづくり 問 41 子どもの安全を守るために必要なこと 

問 42 育児休業制度の利用状況 

Ｐ 育児休業

制度の利用 問 42－１ 

育児休業から復帰したときの子どもの月齢、 

育児休業明けに希望した保育サービスをすぐに利用できたか、 

保育サービスが確実に利用できた場合の育児休業期間、 

育児休業明けに希望する保育サービスが利用できなかったときの対応方法 

問 43 仕事時間と生活時間の優先度 
Ｑ 子育てと

仕事の両立 問 44 
男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために、企業（職場）に希望す

ること 

Ｒ 市への要

望 
問 45 市の子育て支援施策に関する意見や要望＜自由回答＞ 

 

 

③ 回収率 
 

発送数 
回収数 

（回収率） 

有効回収数 

（有効回収率）

3,000
2,028

（67.6％）

2,022

（67.4％）
 
  ※返送はあったが無記入の調査票は有効回収数に含めなかった。 
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（２）小学生調査 

 
① 調査対象 
 

市内に居住する小学生（6～11 歳）の保護者 2,000 人 

平成 20 年 10 月 1日現在の住民基本台帳及び外国人登録原票より層化無作為抽出 

 

② 調査項目 
 

調査項目 問番号 質問内容 

Ｆ１ あて名のお子さんの生年月 

Ｆ２ 子どもの人数、末子の年齢 

Ｆ３ 両親・祖父母の近居・同居 

Ｆ４ 両親の状況 

Ｆ５ 住居形態 

Ｆ６ 居住地域 

基本属性 

Ｆ７ 調査票に記入している人 

問１ 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無 

問１－１ 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識 

問１－２ 友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識 

問２ 主たる保育者 

問３ 配偶者や周囲の人の子育てへのかかわり方 

問４ 子育てが楽しいと感じる程度 

問４－１ 子育てをする中で有効な支援・対策 

問４－２ 子育ての辛さを解消するために必要なこと 

問５ 日ごろの子育てについて感じていること 

問６ 母親、父親がふだんの生活の中で子どもと接する時間 

問７ 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること 

問８ 子育てについて気軽に相談できる人の有無 

問８－１ 子育てについて気軽に相談できる人 

Ａ 日ごろの

子育て 

問９ 希望した時期の保育サービスの利用状況 

問 10 
両親の就労状況（就労の有無（就労形態）、就労日数・時間、帰宅時間、 

フルタイムへの転換希望） 

問 10－１ 就労していない母親の就労希望 

問 10－２ 
就労希望がある母親の希望する就労形態（就労日数／週、時間／日）、 

母親に就労希望がありながら現在働いていない理由 

問 10－３ 
子どもがある程度大きくなったら就労したいと考えている母親が、就労を希望

する時の末子の年齢 

問 11 出産前後の離職の経験 

Ｂ 保護者の

就労状況 

問 11－１ 
仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら就労を継続し

たか 

問 12 子どものふだんの生活について 

問 13 子どもの学校終了後から夕食前までのすごし方 

問 14 平日の学校終了後から夕食前までの時間帯における主たる保育者の用事 

問 15 子どもの土日祝日のすごし方 

問 16 土日祝日における主たる保育者の用事 

問 17 子どもの放課後や休日のすごし方についての意見＜自由回答＞ 

Ｃ 子どもの

日々のすごし

方 

問 18 学校の長期休業中における子どものすごし方 
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調査項目 問番号 質問内容 

問 19 朝の時間の一時あずかりサービスについての利用意向、日数／週 

問 20 学校に行くことをしぶることの有無 

問 20-１ 子どもが学校に行きたがらないときの対応 

問 21 「いじめ」または「いじめと思われること」を受けた経験 

問 22 「いじめ」または「いじめと思われること」を受けたときの対処法 

問 23 子育ての相談施設等の認知、利用状況、今後の利用意向 

問 24 文化センターの子ども向け事業やサークルへの参加経験 

問 25 文化センターへの意見 

Ｃ 子どもの

日々のすごし

方 

問 26 子どもが集う場として望ましいもの 

問 27 学童クラブの利用状況 

問 27－１ 
学童クラブの利用日数／週、土日の利用状況、利用している理由 

利用希望時間／日・時間帯（開始時間および終了時間） 

問 27－２ 
学童クラブを利用していない理由、今後の利用意向（日数／週、土日の利用希

望、利用したい理由、利用希望時間／日・時間帯（開始時間および終了時間））

問 28 放課後子ども教室の利用希望（日数／週） 

Ｄ 学童クラ

ブ、放課後子

ども教室 

問 29 
小学４年生以降の放課後のすごし方について望むこと、 

学童クラブの利用を希望する学年 

問 30 この１年間、病気やケガで学校を休まなければならなかったことの有無 Ｅ 子どもが

病気の場合の

対応 問 30－１ 
この１年間、病気やケガで学校を休まなければならなかったときの対処方法と

日数、できれば施設にあずけたいと思った日数 

問 31 この１年間、自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことの有無 

問 31－１ この１年間、子どもをあずけた日数および理由別日数 

問 32 子どもを一時的にあずけるサービスの希望利用日数／月 

問 33 トワイライトステイの認知、利用状況 

Ｆ 一時あず

かり 

問 33－１ 
トワイライトステイについての要望（利用者が改善として望むこと、希望する

利用時間帯（開始および終了時間）） 

問 34 
この１年間、泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったこ

との有無 

問 34－１ この１年間、泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法と泊数  

問 34－２ 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ 

Ｇ ショート

ステイ（宿泊

を伴う一時あ

ずかり） 
問 35 ショートステイの利用意向 

問 36 ベビーシッター利用の有無 

問 36－１ ベビーシッター利用目的、日数／月、１回あたりの時間 
Ｈ ベビーシ

ッター 
問 37 ベビーシッターの利用希望日数／月、１回あたりの時間 

問 38 ファミリーサポートセンターの認知、利用状況 

問 38－１ 
ファミリーサポートセンターの利用目的、利用日数／月・１回あたりの時間、 

追加希望日数／月・１回あたりの時間 

Ｉ ファミリ

ーサポートセ

ンター 
問 38－２ 

ファミリーサポートセンターを利用していない理由、 

今後の利用意向（日数／月・１回あたりの時間） 

問 39 近所づきあいの状況 

問 39－１ 近所づきあいの相手 
Ｊ 地域との

かかわり 
問 39－２ 近所づきあいが希薄な理由 

問 40 子育て情報入手のためのインターネット利用状況 Ｋ 子育て支

援サービスに

関する情報 問 41 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの 

問 42 児童虐待に関する認知状況（児童虐待防止法、通報先、相談機関） Ｌ 児童虐待

防止 問 43 児童虐待の通報先 

問 44 子どもの安全や防犯について気をつけていること Ｍ 安全なま

ちづくり 問 45 子どもの安全を守るために必要なこと 
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調査項目 問番号 質問内容 

問 46 仕事時間と生活時間の優先度 
Ｎ 子育てと

仕事の両立 問 47 
男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために、企業（職場）に希望す

ること 

Ｏ 市への要

望 
問 48 市の子育て支援施策に関する意見や要望＜自由回答＞ 

 

 

③ 回収率 
 

発送数 
回収数 

（回収率） 

有効回収数 

（有効回収率）

2,000
1,314

（65.7％）

1,301

（65.1％）
 
  ※返送はあったが無記入の調査票は有効回収数に含めなかった。 
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（３）中学生・高校生世代調査 

 
① 調査対象 
 

市内に居住する中学生（12～14 歳） 1,000 人 

市内に居住する高校生世代（15～17 歳） 500 人 

平成 20 年 10 月 1日現在の住民基本台帳及び外国人登録原票より層化無作為抽出 

 

② 調査項目 
 

調査項目 問番号 質問内容 

Ｆ１ 性別 

Ｆ２ 年齢 

Ｆ３ 学年 

Ｆ４ 家族構成 

Ｆ５ 同居する家族の人数 

Ｆ６ 両親の就労状況 

Ｆ７ 居住年数 

基本属性 

Ｆ８ 居住地域 

問１ 
生活時間（勉強、学習塾、部活・サークル、のんびり、電話・携帯電話、 

テレビ・ビデオ、ゲーム、メール、インターネット、読書、仕事・アルバイト）

問２ ふだんの食事の状況 

問３ 親と話をしたり出かけたりする時間 

問４ 門限 

問５ 通塾日数 

問６ 休日のすごし方 

問７ 気分転換にすること 

問８ 自分専用のもの 

問９ １か月のおこづかい 

Ａ 日ごろの

生活 

問 10 おこづかいの使いみち 

問 11 携帯電話やパソコンでのメールの利用状況・意向 

問 11-１ メールの頻度 

問 12 学校以外でのインターネットの利用状況・意向 

問 12-１ 学校以外でのインターネットの利用方法 

Ｂ 携帯電話

及びインター

ネットの利用

状況 

問 12-２ インターネットを利用していての経験 

問 13 今、関心をもっていること 

問 14 気持ちの上で感じること 

問 15 行動についての考え方 

問 16 おとなになることについて 

Ｃ 日ごろ関

心 の あ る こ

と、感じてい

ること 

問 17 仕事や将来について 

問 18 悩みの有無 

問 18-１ 悩みの内容 

問 18-２ 最も悩んでいることの相談相手 
Ｄ 悩み 

問 19 あればよいと思う相談先 
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調査項目 問番号 質問内容 

問 20 友人とおしゃべりしたりする場所 

問 21 近所の人へのあいさつの有無 

問 22 近所の人からほめられたり注意されることの有無 

問 23 地域での活動の参加状況 

Ｅ 地域生活 

問 24 地域での活動の参加意向 

問 25 学校や地域におけるいじめや差別の有無 

問 25-１ いじめや差別の内容 Ｆ いじめ 

問 26 いじめや差別を受けたときの望ましい行動 

問 27 大切だと思うこと Ｇ 自分にと

って大切だと

思うこと 問 28 親や保護者に望むこと 

問 29 市に実施してほしいこと Ｈ 市やおと

なへの要望 問 30 市やおとなに対する意見、要望＜自由回答＞ 

 

③ 回収率 
 

発送数 
回収数 

（回収率） 

有効回収数 

（有効回収率）

1,500
852

（56.8％）

851

（56.7％）
 
  ※返送はあったが無記入の調査票は有効回収数に含めなかった。 
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（４）ひとり親家庭調査 

 
① 調査対象 
 

ひとり親世帯 500 人 

平成 20 年 10 月 1日現在の住民基本台帳及び外国人登録原票より無作為抽出 

 

② 調査項目 
 

調査項目 問番号 質問内容 

Ｆ１ 回答者の性別 

Ｆ２ 回答者の年齢 

Ｆ３ 同居する家族 

Ｆ４ 子どもの人数 

Ｆ５ 子どもの成長段階 

Ｆ６ ひとり親になった理由 

Ｆ７ ひとり親になったときの末子の年齢 

Ｆ８ ひとり親になってからの年数 

Ｆ９ 住居形態 

基本属性 

Ｆ10 居住地域 

問１ 就労の有無 

問１-１ 就労形態 

問１-２ 職種 

問１-３ 働いていない理由 

問２ ひとり親になる前となった後での仕事上の変化 

問２-１ 求職活動の方法 

問２-２ 仕事を探しているときの問題点 

問３ 資格や免許（現在取得、役に立っている、今後の取得希望） 

問４ 資格や免許を取得する際に気がかりなこと 

Ａ 仕事 

問５ 新しく仕事を始めようとするときにあったらよいと思うこと 

問６ 世帯収入の内訳 

問７ 年間の世帯収入 

問８ ひとり親の就労収入 

問９ 育児費・教育費の家計への圧迫 

Ｂ 暮らし向

き 

問９-１ 育児費・教育費の中で最も負担の大きい支出 

問 10 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無 

問 10-１ 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識 

問 10-２ 友人・知人に子どもあずけていることに関する意識 

問 11 子育てが楽しいと感じる程度 

問 11-１ 子育てをする中で有効な支援・対策 

問 11-２ 子育ての辛さを解消するために必要なこと 

Ｃ 日ごろの

子育て 

問 12 日ごろの子育てについて感じていること 
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調査項目 問番号 質問内容 

問 13 就学前の子どものすごし方 

問 14 
この１年間、病気やケガで保育サービスを利用できなかったり、学校を休まな

ければならなかったことの有無 

問 14-１ 

この１年間、病気やケガで保育サービスを利用できなかったり、学校を休まな

ければならなかったときの対処方法と日数、仕事を休むことの困難さ、 

できれば施設にあずけたいと思った日数 

問 15 
就学前及び小学１年から３年生の子どもをもつ人に、自分が病気のときの子ど

もの世話 

問 16 小学生の子どもの放課後のすごし方 

問 17 小学生の子どもの学校が長期休業中のすごし方 

問 18 
この１年間、泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったこ

との有無 

問 18-１ 
この１年間、泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法

と泊数 

問 18-２ 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ 

問 19 ショートステイの利用意向 

Ｄ 子どもの

すごし方 

問 20 子育てに関してあったらよいと思うこと 

問 21 生活をしていくにあたって心配なこと 

問 22 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること 

問 23 子育てについて気軽に相談できる人の有無 

問 23-１ 子育てについて気軽に相談できる人 

Ｅ 生活や子

育ての心配ご

と 

問 24 子育て相談施設等の利用状況 

問 25 子育て情報入手のためのインターネット利用状況 Ｆ 子育てサ

ービスに関す

る情報 問 26 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの 

問 27 児童虐待に関する認知状況（児童虐待防止法、通報先、相談機関） Ｇ 児童虐待

防止 問 28 児童虐待の通報先 

問 29 近所づきあいの状況 

問 29-１ 近所づきあいの相手 
Ｈ 地域との

かかわり 
問 29-２ 近所づきあいが希薄な理由 

Ｉ 子育てと

仕事の両立 
問 30 

男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために、企業（職場）に希望す

ること 

問 31 ひとり親への支援制度の利用状況、利用意向 Ｊ 市への要

望 問 32 悩みや不安、必要と感じる支援＜自由回答＞ 

 

 

③ 回収率 
 

発送数 
回収数 

（回収率） 

有効回収数 

（有効回収率）

500
303

（60.6％）

303

（60.6％）
 
  ※返送はあったが無記入の調査票は有効回収数に含めなかった。 
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４ 地区別の分析について 

 

地区別の分析に用いたのは、福祉計画で使用した福祉エリアで、第一地区～第六地区に分

割している。府中市ではさまざまなエリア分けがあるが、福祉エリアは民生委員・児童委員

地区として、また介護保険事業計画の日常生活圏域として位置づけられており、市民や関係

者、事業者等にもなじみのある地区分けとなっている。 

第一地区～第六地区までの該当町名は次のとおりである。なお、調査では、回答者に住ん

でいる町名と丁目を記入していただき、集計時に振り分ける形式をとった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一地区： 多磨町、朝日町、紅葉丘、白糸台（１～３丁目）、若松町、浅間町、緑町 

第二地区： 白糸台（４～６丁目）、押立町、小柳町、八幡町、清水が丘、是政 

第三地区： 天神町、幸町、府中町、寿町、晴見町、栄町、新町 

第四地区： 宮町、日吉町、矢崎町、南町、本町、片町、宮西町 

第五地区： 日鋼町、武蔵台、北山町、西原町、美好町（１～２丁目）、 

 本宿町（３～４丁目）、西府町（３～４丁目）、東芝町 

第六地区： 美好町（３丁目）、分梅町、住吉町、四谷、日新町、本宿町（１～２丁目）、 

 西府町（１～２、５丁目） 

第一地区 

第三地区

第五地区

第六地区 

第四地区

第二地区 



第１章 調査の概要                                    

 

- 14 - 

５ 前回調査との比較について 

 

就学前児童調査、小学生調査については、平成 16 年に実施した「府中市子育て支援に関す

る市民意向調査」との比較を行っている。調査の概要は以下のとおりである。 

 

 就学前児童調査 小学生調査 

調査対象 
市内に居住する就学前児童（0～5歳）

の保護者 3,000 人 

市内に居住する小学生の保護者 

2,000 人 

抽出方法 住民基本台帳から地区別・子どもの年齢別に層化無作為抽出 

調査方法 郵送配布 

調査期間 平成 16 年 1月 16 日～1月 30 日 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

第２章 各調査の結果 

 

 

＜図表のみかた＞ 

 

１ 回答は、それぞれの質問の回答者数を母数とした百分率（％）で示しています。それ

ぞれの質問の回答者数は、全体（各調査区分の有効回答数）の場合はＮ（Number of 

case）、それ以外の内数等の場合にはｎと表記しています。 

２ ％は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記しています。従っ

て、回答の合計が必ずしも 100.0％にならない場合（例えば 99.9％、100.1％）があ

ります。 

３ 年齢別、学年別などは、設問により未回答の方がいたため、各集計の数値が全体（Ｎ）

とは一致しません。 

４ 回答者が２つ以上回答することのできる質問（複数回答）については、％の合計は

100％を超えています。 

５ 本文及びグラフ中の設問文ならびに選択肢の表現は一部省略されています。 
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１ 就学前児童調査 
 

（１）基本属性 

 
① 子どもの年齢（Ｆ１） 
 

子どもの年齢は０歳から５歳まで全体的にほとんど差が無く、ほぼ同じ割合となっている。 

平均年齢は 2.5 歳となっている（図表１－１－１）。 

 

図表１－１－１ 子どもの年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 子どもの人数、末子の年齢（Ｆ２） 
 

子どもの人数は、「２人」が 47.2％で最も多く、次いで「１人」が 35.0％、「３人」が 13.6％

となっている（図表１－１－２－１）。 

末子の年齢は、「０歳」が 23.9％で最も多く、次いで「１歳」が 21.1％、「２歳」が 16.5％

となっている（図表１－１－２－２）。 
 

図表１－１－２－１ 子どもの人数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

図表１－１－２－２ 末子の年齢＜子どもが２人以上いる人＞（全体） 

 

 

 

 

 

０歳 無回答１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

(%)
17.3 17.0 15.8 16.9 16.0 16.6 0.3 全     体（N=2,022） 平均

2.5歳

１人 無回答  1.6２人 ３人

４人  2.2

５人以上  0.5

平均
1.8人

(%)

35.0 47.2 13.6 全     体（N=2,022）

０歳 無回答１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

平均
1.9歳

(%)
23.9 21.1 16.5 11.9 11.2 9.8 5.7 全     体（n=1,282）
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③ 両親・祖父母の近居・同居（Ｆ３） 
 

両親・祖父母の近居・同居の状況は、「父母同居」が 87.2％で最も多く、次いで「祖母近

居」が 29.9％、「祖父近居」が 25.7％となっている（図表１－１－３）。 

 
図表１－１－３ 両親・祖父母の近居・同居（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 両親の状況（Ｆ４） 
 

両親の年齢は、父母ともに「30 歳代」が最も多く、父親では 63.2％、母親では 71.7％と

なっている（図表１－１－４－１）。あて名の子どもとの同別居状況は、父母ともに「一緒に

住んでいる」が 90％代後半となっている（図表１－１－４－２）。両親の就労状況は、父親

は「常勤の勤め人（正社員・正職員）」が 84.6％で最も多く、次いで「自営業・家族従業」

が 9.9％となっている。また母親は「無職・家事専従」が 56.7％で最も多く、次いで「常勤

の勤め人（正社員・正職員）」が 19.5％、「パート・アルバイト」が 14.6％となっている（図

表１－１－４－３）。 

 
図表１－１－４－１ 保護者の年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

図表１－１－４－２ あて名の子どもとの同別居状況（全体） 
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父親 0.0 7.1 63.2 26.3 1.5 0.1 1.9 36.7歳

母親 0.1 12.6 71.7 14.8 0.0 0.0 0.7 34.7歳

無
回
答
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均
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図表１－１－４－３ 保護者の就労状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤ 住居形態（Ｆ５） 
 

住居形態は、「持ち家の一戸建て」が 30.0％で最も多く、次いで「持ち家の集合住宅」が

26.3％、「民間賃貸の集合住宅」が 25.7％となっている（図表１－１－５）。 

 
図表１－１－５ 住居形態（全体） 

 

 

 

 

 

 

⑥ 居住地区（Ｆ６） 

居住地区は、「第一地区」が 20.2％で最も多く、次いで「第六地区」が 19.8％、「第二地区」

が 19.0％となっている（図表１－１－６）。 

 
図表１－１－６ 居住地区（全体） 

 

 

 

 

 

⑦ 記入者（Ｆ７） 
 

記入者は、「母親」が 84.5％であり、「父親」が 10.7％となっている（図表１－１－７）。 

 
図表１－１－７ 記入者（全体） 

 

 

 

 

持ち家の
一戸建て 無回答

持ち家の集
合住宅

民間賃貸の
一戸建て

民間賃貸の
集合住宅

公的賃貸住宅

その他

(%)
30.0 26.3 2.0 25.7 6.4 5.34.4 全     体（N=2,022）

無回答第一地区 第二地区

第三地区

第四地区

第五地区

第六地区

(%)
20.2 19.0 14.5 10.3 11.3 19.8 4.7 全     体（N=2,022）

父親 無回答  4.5母親

その他  0.3

(%)
10.7 84.5 全     体（N=2,022）

(%)

全体
（N=2,022）

▼
常
勤
の
勤
め
人

（
正

社
員
・
正
職
員

）

▼
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ

ト ▼
契
約
社
員

▼
派
遣
社
員

▼
自
営
業
・
家
族
従
業

▼
在
宅
勤
務
・
内
職

▼
学
生

▼
無
職
・
家
事
専
従

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

父親 84.6 0.6 1.3 0.3 9.9 0.0 0.2 0.5 0.6 1.9

母親 19.5 14.6 1.3 1.1 3.3 1.6 0.2 56.7 0.7 1.0
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⑧ 家族類型（Ｆ３×問８） 
 

家族類型は、「専業主婦（夫）家庭」が 55.3％で最も多く、次いで「フルタイム共働き」

が 21.8％、「フルタイム・パートタイム共働き」が 14.2％となっている（図表１－１－８）。 

 
図表１－１－８ 家族類型（全体） 

 

 

 

 
 
 
 
※家族類型 

・ひとり親家庭：Ｆ３で「父同居（ひとり親家庭）」か「母同居（ひとり親家庭）」と回答した人 

・フルタイム共働き：問８で父親、母親ともに「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）」か「就労し

ている（フルタイムだが育休・介護休業中）」と回答した人（ひとり親家庭をのぞく） 

・フルタイム・パートタイム共働き：問８で父親、母親の一方が、「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含

まない）」か「就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）」と回答し、もう一方が「就労している（パートタイ

ム・アルバイトなど）」と回答した人（ひとり親家庭をのぞく） 

・専業主婦（夫）家庭：問８で父親、母親の一方が、「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）」か

「就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）」か「就労している（パートタイム・アルバイトなど）」と回答し、も

う一方が「以前は就労していたが、現在は就労していない」か「これまでに就労したことがない」と回答した人（ひと

り親家庭をのぞく） 

 
 

（２）日ごろの子育て 

 
① 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無（問１） 
 

日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無は、「緊急時もしくは用事の際には祖父母など

の親族にあずかってもらえる」が 55.5％で最も多く、次いで「緊急時もしくは用事の際には

子供をあずけられる友人・知人がいる」が 19.5％となっている。また、「いずれもない」が

17.5％となっている。 

家族類型別にみると、ひとり親家庭は他の家庭に比べて、「緊急時もしくは用事の際には祖

父母などの親族にあずかってもらえる」、「緊急時もしくは用事の際には子供をあずけられる

友人・知人がいる」が少なく、逆に「いずれもない」が多くなっている。 

保育サービスの利用の有無別にみると、利用していない人が利用している人に比べて、「日

常的に祖父母などの親族にあずかってもらえる」割合が高くなっている（図表１－２－１）。 

 

ひとり親家庭  3.4

専業主婦（夫）家庭 無回答  3.2フルタイム共働き

フルタイム・パー
トタイム共働き

その他  2.1

(%)

21.8 14.2 55.3 全      体 (N=2,022)
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図表１－２－１ 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無 

（全体、家族類型別、保育サービスの利用の有無別：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
② 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識（問１－１） 
 

日ごろ祖父母に子どもをあずけることができると回答した人に、あずけていることに関す

る意識をたずねた。「祖父母が孫をあずかることについては、特に問題はない」が 58.9％で

最も多く、次いで「祖父母の身体的負担が大きく心配である」が 24.2％となっている。 

家族類型別にみると、ひとり親家庭とフルタイム共働きは、「祖父母の身体的負担が大きく

心配である」、「祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」、「自分たちの子ど

ものことで負担をかけていることが心苦しい」が、全体に比べて多くなっている（図表１－

２－２）。 

 

図表１－２－２ 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識（全体、家族類型別：複数回答） 

＜日ごろ祖父母に子どもをあずけることができる人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

(%)
▼
祖
父
母
が
孫
を
あ
ず
か

る
こ
と
に
つ
い
て
は

、
特

に
問
題
は
な
い

▼
祖
父
母
の
身
体
的
負
担

が
大
き
く
心
配
で
あ
る

▼
祖
父
母
の
時
間
的
制
約

や
精
神
的
な
負
担
が
大
き

く
心
配
で
あ
る

▼
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の

こ
と
で
負
担
を
か
け
て
い

る
こ
と
が
心
苦
し
い

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

(n=1,356) 58.9 24.2 20.3 18.4 7.0 0.7

フルタイム共働き (n=  309) 39.2 39.2 31.7 28.2 9.4 0.3

フルタイム・パートタイム
共働き

(n=  207) 56.5 25.6 24.6 23.2 4.8 0.0

専業主婦（夫）家庭 (n=  754) 69.2 17.2 13.1 12.7 6.6 0.8

ひとり親家庭 (n=   41) 39.0 31.7 39.0 29.3 4.9 4.9

その他 (n=   23) 65.2 8.7 26.1 8.7 4.3 0.0

 全              体

家族類型別

(%)
▼
緊
急
時
も
し
く
は
用
事

の
際
に
は
祖
父
母
な
ど
の

親
族
に
あ
ず
か

っ
て
も
ら

え
る

▼
緊
急
時
も
し
く
は
用
事

の
際
に
は
子
ど
も
を
あ
ず

け
ら
れ
る
友
人
・
知
人
が

い
る

▼
日
常
的
に
祖
父
母
な
ど

の
親
族
に
あ
ず
か

っ
て
も

ら
え
る

▼
日
常
的
に
子
ど
も
を
あ

ず
け
ら
れ
る
友
人
・
知
人

が
い
る

▼
い
ず
れ
も
な
い

▼
無
回
答

(N=2,022) 55.5 19.5 14.2 3.7 17.5 4.8

フルタイム共働き (n=  441) 59.2 8.4 12.5 1.4 20.0 5.4

フルタイム・パートタイム
共働き

(n=  288) 58.7 19.1 17.0 4.5 14.2 4.5

専業主婦（夫）家庭 (n=1,118) 55.7 24.6 14.7 3.9 15.7 3.8

ひとり親家庭 (n=   68) 47.1 4.4 16.2 7.4 23.5 10.3

その他 (n=   42) 42.9 21.4 16.7 11.9 19.0 14.3

利用している (n=1,107) 55.6 20.1 12.1 3.6 17.9 5.6

利用していない (n=  914) 55.5 18.7 16.8 3.7 16.8 3.9

家族類型別

 全              体

保育サービ
スの利用の
有無別
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③ 友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識（問１－２） 
 

日ごろ友人・知人に子どもをあずけることができると回答した人に、あずけていることに

関する意識をたずねた。「友人・知人にあずかってもらうことについては、問題はない」が

52.8％で最も多く、次いで「自分たちの子どものことで負担をかけていることが心苦しい」

が 31.6％となっている（図表１－２－３）。 

 

図表１－２－３ 友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識（全体：複数回答） 

＜日ごろ友人・知人に子どもをあずけることができる人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 主たる保育者（問２） 
 

主たる保育者は「母親」が 94.7％を占めている（図表１－２－４）。 

 

図表１－２－４ 主たる保育者（全体） 

 

 

 

 

 

 

▼
友
人
・
知
人
に
あ
ず
か

っ

て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て

は

、
特
に
問
題
は
な
い

▼
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
こ

と
で

、
負
担
を
か
け
て
い
る

こ
と
が
心
苦
し
い

▼
友
人
・
知
人
の
時
間
的
制

約
や
精
神
的
な
負
担
が
大
き

く
心
配
で
あ
る

▼
友
人
・
知
人
の
身
体
的
負

担
が
大
き
く
心
配
で
あ
る

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体(n=449)

52.8

31.6

17.8

5.1
7.8

1.1
0

20

40

60
(%)

父親 1.1
無回答  3.7

母親
その他  0.2

祖父母  0.2

(%)
94.7 全     体（N=2,022）
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⑤ 配偶者や周囲の人の子育てへの関わり方（問３） 
 
◇父親の子育てへの関わり方 

主たる保育者が母親の場合に母親から見た父親の子育てへの関わり方は、「協力的である」

が 50.0％であり、「比較的協力的である」の 35.4％と合計すると 85.4％となる。一方、「あ

まり協力的でない」の 9.3％と「協力的でない」の 2.1％を合計すると 11.4％となる（図表

１－２－５－１）。 

 

図表１－２－５－１ 父親の子育てへの関わり方（全体） 

＜主たる保育者が「母親」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、父親の子育てへの関わり方は、前回調査・今回調査ともに、「あま

り協力的でない」と「協力的でない」を合計すると、11％程度となっている（図表１－２－

５－２）。 

 

図表１－２－５－２ 配偶者の子育てへの関わり方（母親／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇両親間で子どものことについて話す頻度 

主たる保育者が母親の場合に子どものことについて両親間で話す頻度は、「話す」が76.4％

で最も多く、次いで「ときどき話す」が 16.5％となっている（図表１－２－５－３）。 

 

図表１－２－５－３ 両親間で子どものことについて話す頻度（全体） 

＜主たる保育者が「母親」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

＜前回調査との比較＞

協力的である
無回答  0.7

比較的協力的である

協力的でない  2.1
あまり協力
的でない

父親はいない  2.5

(%)

50.0 35.4 9.3 全     体（n=1,915）

話す
無回答  3.0

ときどき話す

話をしない  0.3

ほとんど話さない  1.7

父親はいない  2.1

(%)

76.4 16.5 全     体（n=1,915）

非常に協力的である
無回答  3.1

比較的協力的である
協力的でない  1.4

あまり協力的
でない

(%)

34.3 51.4 9.8 全     体（n=1,567）
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◇子育ての仲間の有無 

子育て仲間の有無は、「話をする仲間がいる」が 61.8％で最も多く、「子どもをあずけるこ

とができる仲間がいる」が 28.2％、「仲間がいない」が 5.9％となっている（図表１－２－５

－４）。 

 

図表１－２－５－４ 子育ての仲間の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育ての仲間の有無は、今回調査は「仲間がいない」が 5.9％で

あり、前回調査の「いない」の 11.4％を 5.5 ポイント下回っている（図表１－２－５－５）。 

 

図表１－２－５－５ 子育ての仲間の有無（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前回調査との比較＞

子どもをあずけるこ
とができるくらいの
仲間がいる 無回答

話をする仲間がいる いない

(%)

28.2 59.9 11.4 0.5 全     体（N=1,765）

子どもをあずけること
ができる仲間がいる

無回答
話をする仲間がいる 仲間がいない

(%)

28.2 61.8 5.9 4.1 全     体（N=2,022）
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◇子育てサークルへの参加の有無 

子育てサークルへの参加の有無は、「参加したことがない」が 47.7％で最も多く、次いで

「過去に参加していた」が 32.9％となっている。 

子どもの年齢別にみると、０歳、１～２歳では「現在参加している」が 20％を超えている。 

家族類型別にみると、専業主婦（夫）家庭では、「現在参加している」が 21.2％で全体に

比べて多くなっている。その一方で、ひとり親家庭やフルタイム共働き家庭では「参加した

ことがない」が 60％台後半となっており、子育てサークルへの参加度合いが低くなっている

（図表１－２－５－６）。 

 

図表１－２－５－６ 子育てサークルへの参加の有無（全体、年齢別、家族類型別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇子育てサークルに参加していない理由 

子育てサークルに参加していない理由は、「参加する機会がないから」が 26.7％、「すでに

他の仲間がいるから」が 26.6％であり、ほぼ同じ割合で多くなっている（図表１－２－５－

７）。 

 

図表１－２－５－７ 子育てサークルに参加していない理由（全体） 

＜子育てサークルに現在参加していない人＞ 

 

 

 

 

 

すでに他の仲
間がいるから

無回答

参加しても親同
士の人間関係
が難しいから

参加する機
会がないから

どこにそのような
サークルがある
か知らないから

その他

(%)

26.6 8.2 26.7 26.3 0.911.3 全     体（n=1,630）

5.4

5.2

21.2

4.4

9.5

20.2

39.2

37.5

16.2

31.0

51.7

37.6

66.2

38.1

5.2

3.8

3.8

13.2

21.4

69.2 (n=  441)

 (n=  288)

 (n=1,118)

 (n=   68)

 (n=   42)

ひとり親家庭

フ ル タ イ ム
共 働 き

フルタイム・
パートタイム
共働き

専業主婦
（夫）家庭

そ の 他

参加したことがない 無回答
現在参加
している

過去に参
加していた

23.4

20.5

7.3

21.4

24.2

42.7

50.2

45.2

4.9

5.1

4.9

50.3 (n=  350)

 (n=  664)

 (n=1,001)

０ 歳

１ ～ ２ 歳

３ ～ ５ 歳

(年齢別)

(家族類型別)

(%)

14.4 32.9 4.947.7 (N=2,022)全        　 体
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⑥ 子育てが楽しいと感じる程度（問４） 
 

子育てが楽しいと感じる程度は、「楽しいと感じることの方が多い」が 64.3％、「楽しいと

感じることと、つらいと感じることが同じくらい」が 30.6％となっている（図表１－２－６

－１）。 

 

図表１－２－６－１ 子育てが楽しいと感じる程度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育てが楽しいと感じる程度は、選択肢が異なるものの、今回調

査が前回調査より「つらいことの方が多い」と答える割合が低くなっている（図表１－２－

６－２）。 

 

図表１－２－６－２ 子育てが楽しいと感じる程度（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑦ 子育てをする中で有効な支援・対策（問４－１） 
 

子育てが「楽しいと感じることの方が多い」人が子育てをする中で有効だと考える支援・

対策は、「保育サービスの充実」が 46.0％で最も多く、次いで「地域における子育て支援の

充実」が 43.1％、「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」が 37.4％となっている（図

表１－２－７）。 

 

＜前回調査との比較＞

楽しいと感じること
の方が多い

無回答  0.7

楽しいと感じる
ことと、つらい
と感じることが
同じくらい

わからない  1.0

つらいと感じること
の方が多い  2.7

その他  0.6

(%)

64.3 30.6 全     体（N=2,022）

とても楽しい
無回答  0.3

つらいこともあるが、
楽しいことの方が多い

楽しいこともあるが、
つらいことの方が多い

とてもつらい  0.1

(%)

17.3 74.8 7.5 全     体（N=1,765）
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図表１－２－７ 子育てをする中で有効な支援・対策（全体：複数回答（３つまで）） 

＜子育てが「楽しいと感じることの方が多い」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 子育ての辛さを解消するために必要なこと（問４－２） 
 

子育てが「楽しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい」または「つらいと

感じることの方が多い」と回答した人に、子育ての辛さを解消するために必要だと考えるこ

とをたずねたところ、「保育サービスの充実」が 49.0％で最も多く、次いで「地域における

子育て支援の充実」が 44.7％、「仕事と家庭生活の両立」が 34.5％となっている（図表１－

２－８）。 

 
図表１－２－８ 子育ての辛さを解消するために必要なこと（全体：複数回答（３つまで）） 

＜子育てが「楽しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい」、 

「つらいと感じることの方が多い」と回答した人＞ 
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⑨ 日ごろの子育てについて感じていること（問５） 
 
◇子どもの成長について 

子どもの成長については、「楽しみ」が 89.8％となっている。（図表１－２－９－１）。 

 

図表１－２－９－１ 子どもの成長について（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇子育てに自信が持てなくなること 

子育てに自信が持てなくなることは、「ときどきある」の 57.4％と「よくある」の 9.2％を

合計すると 66.6％となる（図表１－２－９－２）。 

 

図表１－２－９－２ 子育てに自信が持てなくなること（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育てに自信が持てなくなることは、今回調査は「よくある」が

9.2％であり、前回調査の 5.1％を 4.1 ポイント上回っている（図表１－２－９－３）。 

 

図表１－２－９－３ 子育てに自信が持てなくなること（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜前回調査との比較＞

楽しみ
無回答  0.4

どちらかとい
えば楽しみ

楽しみではない  0.0

どちらかといえば
楽しみではない  0.4

特に感じない  0.2

(%)

89.8 9.1 全     体（N=2,022）

特にない
無回答

たまにある

よくある

ときどきある

(%)

26.6 11.856.2 5.1 0.3 全     体（N=1,765）

まったくない 無回答  0.4

あまりない

よくあるときどきある
特に感じない  2.1

(%)

6.9 57.424.0 9.2 全     体（N=2,022）



                                   １ 就学前児童調査 

- 29 - 

◇子育てが嫌になること 

子育てが嫌になることは、「ときどきある」の 34.2％と「よくある」の 2.8％を合計すると

37.0％となる。 

家族類型別にみると、「ときどきある」と「よくある」を合計した割合は、専業主婦（夫）

家庭で 39.3％であり、全体を上回っている。 

保育サービスの利用の有無別にみると、「ときどきある」と「よくある」を合計した割合は、

利用している人で 37.6％、利用していない人で 36.3％となっている（図表１－２－９－４）。 

 

図表１－２－９－４ 子育てが嫌になること（全体、家族類型別、保育サービスの利用の有無別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育てが嫌になることは、選択肢が異なるものの、前回調査・今

回調査ともに「よくある」が３％弱となっている（図表１－２－９－５）。 

 

図表１－２－９－５ 子育てが嫌になること（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前回調査との比較＞
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 (n=   42)
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フ ル タ イ ム
共 働 き
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（夫）家庭

そ の 他

(家族類型別)

19.6

21.2

42.5

42.2 33.2

2.6

3.1

35.0

0.3

0.3 (n=1,107)

 (n=  914)

利用している

利用していない

(保育サービスの利用の有無別)

20.3 42.3 2.834.2 0.3 (N=2,022)

(%)

全 体

特にない
無回答  0.2

たまにある
よくある  2.9

ときどきあ
る

(%)
38.4 9.049.4 全     体（N=1,765）
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◇ゆったりした気分で子どもとすごしているか 

ゆったりした気分で子どもとすごしているかについては、「どちらかというとすごしてい

ない」の 25.7％と「すごしていない」の 2.6％を合計すると 28.3％となる（図表１－２－９

－６）。 

 

図表１－２－９－６ ゆったりとした気分で子どもとすごしているか（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

◇イライラして子どもをたたいてしまうこと 

イライラして子どもをたたいてしまうことは、「ときどきある」の 33.9％と「よくある」

の 2.5％を合計すると 36.4％となる。 

家族類型別にみると、「ときどきある」と「よくある」を合計した割合は、フルタイム・パ

ートタイム共働きで 43.4％、専業主婦（夫）家庭で 37.9％であり、全体を上回っている。 

保育サービスの利用の有無別にみると、「ときどきある」と「よくある」を合計した割合は、

利用している人で 38.4％、利用していない人で 34.0％となっている（図表１－２－９－７）。 

 

図表１－２－９－７ イライラして子どもをたたいてしまうこと 

（全体、家族類型別、保育サービスの利用の有無別） 
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31.0

33.1

35.4

36.9

35.3

28.6

41.0
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 (n=   42)
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(家族類型別)
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利用している

利用していない

(保育サービスの利用の有無別)

27.7 35.6 2.533.9 0.3 (N=2,022)

(%)

全 体
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無回答  0.4
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前回調査と比較すると、子どもをたたいてしまうことは、選択肢が異なるものの、前回調

査・今回調査ともに「よくある」が２～３％となっている（図表１－２－９－８）。 

 

図表１－２－９－８ カッとして子どもをたたいてしまうこと（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◇しつけのために子どもを厳しくしかること 

しつけのために子どもを厳しくしかることは、「ときどきある」の 63.6％と「よくある」

の 17.4％を合計すると 81.0％となる（図表１－２－９－９）。 

 

図表１－２－９－９ しつけのために子どもを厳しくしかること（全体） 

 

 

 

 

まったく
ない 無回答
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(%)

3.4 63.615.0 17.4 0.6 全     体（N=2,022）

＜前回調査との比較＞

ない
無回答  0.3

たまにある
よくある  3.0

ときどきある

(%)
36.6 7.952.2 全     体（N=1,765）
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◇子どもの面倒をみないこと 

食事を与えない、風呂に入れないなど、子どもの面倒をみないことは、「まったくない」が

93.6％を占めているが、「ときどきある」が 0.8％（16 人）、「よくある」が 0.1％（2 人）で

あり、少数ながら回答した人もいる。 

家族類型別にみると、ひとり親家庭とフルタイム共働きで「よくある」が１％を超えてい

る。 

保育サービスの利用の有無別にみると、利用している人は「ときどきある」が 0.9％（10

人）であり、「よくある」が 0.2％（2 人）となっている。利用していない人は「ときどきあ

る」が 0.7％（6人）となっている（図表１－２－９－10）。 

 

図表１－２－９－10 子どもの面倒をみないこと 

（全体、家族類型別、保育サービスの利用の有無別） 
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⑩ 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること（問６） 
 

子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になることは、「仕事や自分のやりたいことが十分

できないこと」が 30.4％、「病気に関すること」が 30.2％、「友だちづきあいなど対人関係に

関すること」が 30.1％、「食事や栄養に関すること」が 30.0％であり、４項目すべてで 30％

を超えている（図表１－２－10－１）。 

 

図表１－２－10－１ 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること（全体：複数回答） 
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前回調査と比較すると、子育ての中で日ごろ悩んでいることは、前回調査・今回調査とも

に、「仕事や自分のやりたいことが十分できないこと」、「病気に関すること」、「食事や栄養

に関すること」が上位となっている。また、今回調査では、「友だちづきあいなど友達関係に

関すること」も 30％を超え多くなっている（図表１－２－10－２）。 

 

図表１－２－10－２ 子育ての中で日ごろ悩んでいること（全体：複数回答） 
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⑪ 子育てについて気軽に相談できる人の有無（問７） 
 

子育てについて気軽に相談できる人の有無は、「いる」が 91.2％、「いない」が 8.4％とな

っている。 

家族類型別にみると、ひとり親家庭は「いない」が 16.2％であり、全体を 7.8 ポイント上

回っている（図表１－２－11）。 

 

図表１－２－11 子育てについて気軽に相談できる人の有無（全体、家族類型別） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ 子育てについて気軽に相談できる人（問７－１） 
 

子育てについて気軽に相談できる人がいる場合に、気軽に相談できる人は誰かをたずねた

ところ、「親や家族」が 87.7％で最も多く、次いで「子育て中の仲間」が 76.1％となってい

る（図表１－２－12）。 

 
図表１－２－12 子育てについて気軽に相談できる人（全体：複数回答） 

＜子育てについて気軽に相談できる人が「いる」と回答した人＞ 
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（３）保護者の就労状況 

 
① 両親の就労状況（就労の有無（就労形態）、就労日数・時間、帰宅時間、フルタ

イムへの転換希望）（問８） 

 

◇両親の就労の有無 

就労の有無は、父親は「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」が

94.3％となっている。 

母親は「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 52.4％で最も多く、次いで「就

労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」が 19.4％、「就労している（パー

トタイム、アルバイトなど）」が 16.2％となっている（図表１－３－１－１）。 

 

図表１－３－１－１ 両親の就労の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇フルタイムで働く親の１週あたりの就労時間 

フルタイムでかつ育休・介護休業中ではない人の、１週あたりの平均就労時間は、父親は

50.8 時間である。母親は 36.6 時間となっている（図表１－３－１－２）。 

 

図表１－３－１－２ フルタイムで働く親の１週あたりの就労時間（全体） 

＜就労形態がフルタイム（育休・介護休業中は含まない）の人＞ 
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◇フルタイムで働く親の帰宅時間 

フルタイムでかつ育休・介護休業中ではない人の帰宅時間は、父親は 20 時～22 時が多く

なっている。母親は 18時～19 時が多くなっている（図表１－３－１－３）。 

 

図表１－３－１－３ フルタイムで働く親の帰宅時間（全体） 

＜就労形態がフルタイム（育休・介護休業中は含まない）の人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇パート・アルバイトで働く親の１週あたりの就労日数と１日あたりの就労時間 

パート・アルバイトなどをしている親の１週あたりの平均就労日数および１日あたりの平

均就労時間は、父親は１週あたり 5.2 日、１日あたり 8.8 時間となっている。母親は１週あ

たり 3.9 日、１日あたり 5.5 時間となっている（図表１－３－１－４、図表１－３－１－５）。 

 

図表１－３－１－４ パート･アルバイトで働く親の１週あたりの就労日数（全体） 

＜就労形態がパート・アルバイトなどの人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１－３－１－５ パート･アルバイトで働く親の１日あたりの就労時間（全体） 

＜就労形態がパート・アルバイトなどの人＞ 
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◇パート・アルバイトで働く親のフルタイムへの転換希望 

パート・アルバイトなどをしている親のフルタイムへの転換希望は、父親は「希望はない」

が 30.8％で最も多く、次いで「希望がある」が 23.1％となっている。母親は「希望はない」

が 34.9％で最も多く、次いで「希望はあるが予定はない」が 28.7％となっている（図表１－

３－１－６）。 

 

図表１－３－１－６ パート・アルバイトで働く親のフルタイムへの転換希望（全体） 

＜就労形態がパート・アルバイトなどの人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 就労していない母親の就労希望（問８－１、８－２、８－３） 
 
◇就労していない母親の就労希望 

現在就労していない母親の就労希望は、「ある（１年より先で、子どもがある程度大きくな

ったら就労したい）」が 67.4％であり、「ある（すぐにでも、もしくは１年以内に希望がある）」

が 17.2％となっている。合計すると、就労希望がある人は 84.6％となる（図表１－３－２－

１）。 

 

図表１－３－２－１ 就労していない母親の就労希望（全体） 

＜母親が現在就労していないと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

◇就労希望がある母親の希望する就労形態 

就労希望がある母親の希望する就労形態は、「フルタイムによる就労」が 9.9％、「パート

タイム・アルバイトなどによる就労」が 82.4％となっている（図表１－３－２－２）。 

 

図表１－３－２－２ 就労希望がある母親の希望する就労形態（全体） 

＜母親に就労希望があると回答した人＞ 
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(%)
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◇パート・アルバイトを希望する母親の希望する週あたりの就労日数、就労時間 

パート・アルバイトを希望する母親の希望する週あたりの平均就労日数は 3.7 日、１日あ

たりの平均就労時間は 4.8 時間となっている（図表１－３－２－３、図表１－３－２－４）。 

 

図表１－３－２－３ 希望する週あたりの就労日数（全体） 

＜就労希望がある母親でパート・アルバイトなどを希望すると回答した人＞ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図表１－３－２－４ 希望する１日あたりの就労時間（全体） 

＜就労希望がある母親でパート・アルバイトなどを希望すると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇母親に就労希望がありながら現在働いていない理由 

母親に就労希望がありながら現在働いていない理由は、「働きながら子育てできる適当な

仕事がない」が 37.5％で最も多くなっている（図表１－３－２－５）。 
 

図表１－３－２－５ 母親に就労希望がありながら現在働いていない理由（全体） 

＜母親に就労希望があると回答した人＞ 
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その他

(%)

16.1 6.037.5

1.3

36.4 2.8 全    体(n=990)

５時間 無回答  5.3４時間３時間以下 ６時間

７時間   2.5

平均
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８時間以上  2.6

(%)

6.3 13.031.7 38.7 全    体(n=816)
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◇子どもがある程度大きくなったら就労したいと考えている母親が、就労を希望する時の 

末子の年齢 

子どもがある程度大きくなったら就労したいと考えている母親が、就労を希望する時の末

子の年齢は、５歳以降と答える人が 61.1％となっている（図表１－３－２－６）。 
 

図表１－３－２－６ 母親が就労を希望する時の末子の年齢（全体） 

＜子どもがある程度大きくなったら就労したいと母親が考えていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 
 

③ 出産前後の離職の経験（問９） 
 

出産前後の離職の経験は、「離職した」が37.1％、「出産１年前にすでに働いていなかった」

が 36.0％でいずれも 30％台であり、「継続的に働いていた（転職も含む）」が 23.8％となっ

ている（図表１－３－３）。 
 

図表１－３－３ 出産前後の離職の経験（全体） 

 

 

 

 

 

④ 保育サービスや環境が整っていたら就労を継続したか（問９－１） 
 

仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら就労を継続したかについ

ては、「いずれにしてもやめていた」が 43.2％となっているが、「保育サービスと両立支援環

境が整っていれば継続して就労していた」が 19.5％、「職場において、働き続けやすい環境

が整っていれば、継続して就労していた」が 14.3％、「保育サービスが確実に利用できる見

込みがあれば、継続して就労していた」が 10.9％であり、両立支援環境が整っていれば就労

を継続していた割合を合計すると 44.7％となる（図表１－３－４）。 
 

図表１－３－４ 保育サービスや環境が整っていたら就労を継続したか（全体） 

＜出産前後に母親が「離職した」と回答した人＞ 
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（４）保育サービスの利用状況 

 
① 保育サービスの利用の有無（問 10） 
 

保育サービスの利用は、「利用している」が 54.7％、「利用していない」が 45.2％となって

いる（図表１－４－１）。 

 

図表１－４－１ 保育サービスの利用の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用している子育て支援サービスの種類（問 10－１） 
 

利用している子育て支援サービスは、「認可保育所」が 51.0％で最も多く、次いで「幼稚

園」が 39.7％となっている（図表１－４－２－１）。 

 

図表１－４－２－１ 利用している子育て支援サービスの種類（全体：複数回答） 

＜保育サービスを「利用している」と回答した人＞ 
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利用している子育て支援サービスについて、子どもをあずかってもらえる人の有無別にみ

ると、あずかってもらえる人がいる人は「幼稚園」で 42.6％であり、あずかってもらえる人

がいない人の 29.3％を 13.3 ポイント上回っている。 

保育サービスを利用している理由別にみると、利用している理由で「特に事情はないが、

子どもの教育のため」と回答した人は、「幼稚園」が 96.3％となっている（図表１－４－２

－２）。 

 

図表１－４－２－２ 利用している子育て支援サービスの種類 

（全体、子どもをあずかってもらえる人の有無別、保育サービスを利用している理由別：複数回答） 
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それ以外 (n=  686) 81.5 6.7 4.4 7.1 4.5 2.6 0.9 0.3 0.3 0.3 0.3 0.0

 全   　　　　　     　　　      体

子どもをあ
ずかっても
らえる人の
有無

保育サービ
スを利用し
ている理由
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③ 保育サービスを利用している日数／週、時間／日、時間帯（開始および終了時間）、

利用している理由、施設を選択した理由、施設への要望（問 10－２） 
 
◇保育サービスの利用日数および利用時間 

保育サービスを利用している１週あたりの平均日数は 5.0 日で、１日あたりの平均利用時

間は 7.5 時間となっている（図表１－４－３－１、図表１－４－３－２）。 

 

図表１－４－３－１ 保育サービスを利用している日数／週（全体） 

＜施設における保育サービスを利用している人＞ 

 

 

 

 

 

 

図表１－４－３－２ 保育サービスを利用している時間／日 

＜保育サービスを利用している人＞（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

◇保育サービスの利用時間帯（開始および終了時間） 

保育サービスの利用時間帯は、開始時間は 8 時と 9 時が多く、終了時間は 14 時及び 17～

18 時が多くなっている（図表１－４－３－３）。 

 

図表１－４－３－３ 保育サービスの利用時間帯（開始および終了時間） 

（全体）＜施設における保育サービスを利用している人＞ 

 

 

 

 

 

●開始時間
(%)

7 8 9 10 11

時
以
前

時 時 時 時
以
降

全体  (n=1,097) 7.5 33.6 53.7 1.8 2.1 1.3

●終了時間
(%)

12 13 14 15 16 17 18 19 20

時
以
前

時 時 時 時 時 時 時 時
以
降

全体  (n=1,097) 1.0 1.8 33.4 4.4 5.7 19.8 22.4 9.6 0.7 1.3

無
回
答

無
回
答

４時間未満
10～12
時間未満 無回答

４～６時間未満

６～８時間
未満

８～10時間
未満

12時間以上

平均

7.5時間

(%)

2.6 22.5 3.630.4 11.2 26.8 2.8 全     体(n=1,097)

(%)

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

平
均

全体 (n=1,097) 1.7 1.2 1.5 1.4 82.1 9.8 0.1 2.2 5.0日
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◇保育サービスを利用している理由 

保育サービスを利用している理由は、子どもの主たる保育者が「現在就労している」が

55.6％で最も多く、次いで「特に事情はないが、子どもの教育のため」が 36.5％となってい

る（図表１－４－３－４）。 
 

図表１－４－３－４ 保育サービスを利用している理由（全体） 

＜施設における保育サービスを利用している人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇現在子どもが通っている施設を選択した理由 

現在子どもが通っている施設を選択した理由は、「自宅から近いなど地理的条件がよいか

ら」が 69.6％で最も多く、次いで「保育内容や職員の評判がよいから」が 36.5％、「兄弟姉

妹、知人や近所の子どもが通っているから」が 20.1％となっている（図表１－４－３－５）。 

 

図表１－４－３－５ 現在通っている施設を選択した理由（全体：複数回答（３つまで）） 

＜施設における保育サービスを利用している人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在就労している

学生である  0.4

無回答

病気や障害を持っている  0.6

就労予定がある／求職中である  1.3

家族・親族などを
介護しなければならない  0.7

特に事情はないが、
子どもの教育のため

その他

(%)

55.6 36.5 3.9 1.0 全     体(n=1,097)

▼
自
宅
か
ら
近
い
な
ど
地
理
的

条
件
が
よ
い
か
ら

▼
保
育
内
容
や
職
員
の
評
判
が

よ
い
か
ら

▼
兄
弟
姉
妹

、
知
人
や
近
所
の

子
ど
も
が
通

っ
て
い
る
か
ら

▼
施
設
や
設
備
が
よ
い
か
ら

▼
公
立
の
施
設
で
あ
る
か
ら

▼
通
園
バ
ス
に
よ
る
送
迎
が
あ

る
か
ら

▼
保
育
時
間
が
長
い
か
ら

▼
０
歳
～

２
歳
児
の
低
年
齢
児

保
育
を
行

っ
て
い
る
か
ら

▼
保
育
料

、
授
業
料
な
ど
の
料

金
が
安
い
か
ら

▼
小
人
数
で
家
庭
的
な
雰
囲
気

だ
か
ら

▼
認
可
保
育
所
に
は
い
れ
な

か

っ
た
か
ら

▼
私
立
の
施
設
で
あ
る
か
ら

▼
低
年
齢
児
だ
け
を
受
け
入
れ

て
い
る
か
ら

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体(n=1,097)

69.6

36.5

20.1
15.8 14.6 11.7 10.8 7.6 7.3 7.0 5.9 3.7 0.2

10.3

0.1
0

20

40

60

80
(%)
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◇現在子どもが通っている施設へ望むこと 

現在子どもが通っている施設に望むことは、「保育料・授業料の値下げ」が 43.7％で最も

多く、次いで「あずかり時間の延長」が 24.4％、「保育士・教諭等の職員体制の充実」が 22.5％

となっている（図表１－４－３－６）。 

 

図表１－４－３－６ 現在子どもが通っている施設へ望むこと（全体：複数回答） 

＜施設における保育サービスを利用している人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
④ 保育サービスを利用していない理由（問 10－３） 
 

保育サービスを利用していない理由は、「必要がない」が 51.9％で最も多く、次いで「子

どもがまだ小さいため」が 13.8％、「あずけたいが、保育サービスに空きがない」が 9.6％と

なっている（図表１－４－４）。 

 

図表１－４－４ 保育サービスを利用していない理由（全体） 

＜保育サービスを利用していない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

(%)

▼

（
子
ど
も
の
母
親
か
父
親

が
就
労
し
て
い
な
い
な
ど
の

理
由
で

）
必
要
が
な
い

▼
子
ど
も
の
祖
父
母
や
親
戚

の
人
が
み
て
い
る

▼
近
所
の
人
や
父
母
の
友

人
・
知
人
が
み
て
い
る

▼
あ
ず
け
た
い
が

、
保
育

サ
ー

ビ
ス
に
空
き
が
な
い

▼
あ
ず
け
た
い
が

、
経
済
的

な
理
由
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用

で
き
な
い

▼
あ
ず
け
た
い
が
延
長
・
夜

間
な
ど
の
場
所
や
時
間
帯
の

条
件
が
整
わ
な
い

▼
あ
ず
け
た
い
が

、
サ
ー

ビ

ス
の
質
や
場
所
な
ど

、
納
得

で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
な
い

▼
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
た

め ▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体(n=914) 51.9 7.8 0.8 9.6 6.1 0.9 2.0 13.8 4.8 2.4

▼
保
育
料
・
授
業
料
の
値
下

げ ▼
あ
ず
か
り
時
間
の
延
長

▼
保
育
士
・
教
諭
等
の
職
員

体
制
の
充
実

▼
施
設
設
備
の
充
実

▼
夏
休
み
等
の
長
期
休
業
期

間
の
保
育
の
実
施

▼
保
育
・
教
育
内
容
の
充
実

▼
安
全
対
策
や
衛
生
対
策
の

充
実

▼
特
に
要
望
は
な
い
／
わ
か

ら
な
い

▼
定
員

、
受
け
入
れ
可
能
数

の
拡
大

▼
保
護
者
へ
の
十
分
な
情
報

伝
達
・
意
見
要
望
へ
の
対
応

▼
食
事
や
お
や
つ
の
充
実

▼
通
園
バ
ス
な
ど
に
よ
る
送

迎
の
実
施

▼
障
害
児
の
受
け
入
れ
体
制

の
充
実

▼
対
象
年
齢
の
拡
大

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体(n=1,097)

43.7

24.4 22.5
18.6 16.9 16.4 14.8 13.9 13.1 12.9

6.7 6.7
3.1 2.6

9.6

0.5
0

10

20

30

40

50
(%)
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⑤ あて名の子どもを平日に親族や知人にあずけているか（問 11） 
 

あて名の子どもを平日に親族や知人にあずけているかは、「あずけていない」が 87.4％、

「あずけている」が 8.2％となっている（図表１－４－５）。 
 

図表１－４－５ あて名の子どもを平日に親族や知人にあずけているか（全体） 

 

 

 

 

 

⑥ 子どもをあずけている週あたりの日数、時間帯（開始および終了時間）、相手 

（問 11－１） 
 
◇子どもを親族や知人にあずけている週あたりの日数 

子どもを親族や知人にあずけている週あたりの平均日数は、2.6 日となっている（図表１

－４－６－１）。 
 

図表１－４－６－１ 子どもをあずけている日数／週（全体） 

＜平日に子どもを親族や知人に「あずけている」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

◇子どもをあずけている時間帯（開始および終了時間） 

子どもをあずけている時間帯は、開始時間は「9 時以前」が 24.7％で多くなっている。終

了時間は 12時以前、17 時、18 時、19 時が 10％を超えている（図表１－４－６－２）。 
 

図表１－４－６－２ 子どもをあずけている時間帯（開始および終了時間） 

（全体）＜平日に子どもを親族や知人に「あずけている」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

あずけている あずけていない 無回答

(%)

8.2 87.4 4.4 全     体（N=2,022）

●開始時間
(%)

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

時
以
前

時 時 時 時 時 時 時 時 時
以
降

全体  (n=166) 24.7 12.7 3.6 4.2 1.8 10.8 8.4 4.8 6.0 10.8 12.0

●終了時間
(%)

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

時
以
前

時 時 時 時 時 時 時 時 時
以
降

全体  (n=166) 11.4 4.8 3.6 4.2 9.6 10.2 13.9 12.0 5.4 7.2 17.5

無
回
答

無
回
答

(%)

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

平
均

全体 (n=166) 32.5 19.9 10.2 2.4 15.1 3.6 1.2 15.1 2.6日
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◇子どもをあずけている相手 

子どもをあずけている相手は、「別居している親族」が 66.9％で最も多く、次いで「同居

している家族」が 22.3％となっている（図表１－４－６－３）。 
 

図表１－４－６－３ 子どもをあずけている相手（全体） 

＜平日に子どもを親族や知人に「あずけている」と回答した人＞ 

 

 

 

 

（５）保育サービスの利用希望 

 

① 希望した時期の保育サービスの利用状況（問 12） 

 
希望した時期に希望した保育サービスを利用できたかは、「利用できた」が 42.8％、「利用

できなかった」が 24.7％となっている（図表１－５－１）。 
 

図表１－５－１ 希望した時期の保育サービスの利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居している親族 別居している親族
無回答

知人

(%)

22.3 66.9 3.07.8 全    体(n=166)

利用できた 利用できなかった
無回答

その他

育児休業を
切り上げるな
ど調整して利
用できた

(%)

42.8 3.2 17.5 11.924.7 全     体（N=2,022）
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② 保育サービスの利用希望（問 13） 

 
利用したい、あるいは現在足りていないと思う保育サービスは、「認可保育所」が 37.1％

で最も多く、次いで「病児・病後児保育」が 27.2％、「幼稚園のあずかり保育」が 27.1％、

「一時あずかり」が 26.3％となっている（図表１－５－２）。 
 

図表１－５－２ 利用したい、現在足りていないと思う保育サービス（全体：複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③ 子どもをあずけたい場所（問 13－1） 

 
利用したい、現在足りていないと思う保育サービスがある人に子どもをあずけたい場所を

たずねた。「自宅の近く」が 78.5％となっている（図表１－５－３）。 

 
図表１－５－３ あずけたい場所（全体） 

＜利用したい、現在足りていないと思う保育サービスがある人＞ 
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認
可
保
育
所

▼
病
児
・
病
後
児
保
育
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稚
園
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育

▼
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り
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稚
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通
常
の
就
園
時

間
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▼
事
業
所
内
保
育
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設

▼
延
長
保
育

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト
セ
ン

タ
ー

▼
認
定
こ
ど
も
園

【
共
通
利
用

時
間
以
上
の
保
育
の
利
用

】

▼
認
定
こ
ど
も
園

【
共
通
利
用

時
間
の
み
の
保
育
の
利
用

】

▼
自
治
体
の
認
証
・
認
定
保
育

施
設

▼
家
庭
的
な
保
育

▼
ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

▼
そ
の
他
の
保
育
施
設

▼
特
に
な
い

▼
無
回
答

全　体(N=2,022)

37.1

27.2 27.1 26.3

18.9
15.1

13.0
10.0 8.8 7.4 6.5 5.7

3.7
1.7

15.7

5.1

0

10

20

30

40
(%)

自宅の近く 自宅の最
寄駅の近く

無回答  1.7

その他  2.0

自宅と勤務先の間
ならどこでもよい

勤務先の近く  4.0

(%)

78.5 7.7 6.1 全      体(n=1,602)



                                   １ 就学前児童調査 

- 49 - 

④ 保育サービスの利用を希望する日数／週、時間／日、時間帯、理由 

 
◇保育サービスを利用する週あたりの希望日数、１日あたりの希望時間、希望する時間帯 

サービスごとの週あたりの希望日数は、「幼稚園」、「その他の保育施設」、「認可保育所」、

「自治体の認証・認定保育施設」で平均 4.8～5.0 日で多くなっている。 

１日あたりの希望時間は「自治体の認証・認定保育施設」が平均 9.6 時間で最も多く、次

いで「認可保育所」、「その他の保育施設」、「事業所内保育施設」が８時間を超えている（図

表１－５－４－１）。 

 
図表１－５－４－１ 保育サービス利用の希望日数／週、希望時間／日（全体） 

＜ファミリーサポートセンターを除く【日中の定期的保育】を利用したいと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認可保育所 (n=562)

家庭的な保育 (n= 31)

事業所内保育施設 (n=123)

自治体の認証・認定保育施設 (n= 51)

認定こども園
(共通利用時間のみ利用)

(n= 38)

認定こども園
(共通利用時間以上の利用)

(n= 66)

その他の保育施設 (n=  9)

幼稚園 (n=233)

幼稚園あずかり保育 (n=320)

延長保育 (n= 80)

ベビーシッター (n= 31)

希望日数／週
（平均）

希望時間／日
（平均）

4.8日

3.2日

4.5日

4.8日

4.3日

4.3日

4.9日

5.0日

3.5日

7.3時間

7.4時間

8.6時間

5.9時間

8.9時間

5.5時間

8.2時間

9.6時間

4.4時間

4.3時間

4.7時間

3.2日

2.0日
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サービスごとの利用を希望する時間帯は、ほとんどのサービスで 10～14 時が多くなってい

るが、「幼稚園のあずかり保育」では 14～16 時が多くなっている（図表１－５－４－２）。 

 
図表１－５－４－２ 保育サービス利用を希望する時間帯（全体） 

＜ファミリーサポートセンターを除く【日中の定期的保育】を利用したいと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇保育サービスを利用したい理由 

保育サービスを利用したい理由は、「そのうち就労したいと考えている」が 42.7％で最も

多く、次いで「現在就労している」が 16.8％となっている（図表１－５－４－３）。 

 
図表１－５－４－３ 保育サービスを利用したい理由（全体） 

＜ファミリーサポートセンターを除く【日中の定期的保育】を利用したいと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

(%）

0：00 1：00 2：00 3：00 4：00 5：00 6：00 7：00 8：00 9：00 10：00 11：00 12：00

認可保育所 (n=562) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 14.6 54.3 89.9 95.0 95.6 95.4

家庭的な保育 (n= 31) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.9 19.4 41.9 51.6 51.6 54.8

事業所内保育施設 (n=123) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 6.5 36.6 80.5 91.1 91.1 91.1

自治体の認証・認定保
育施設

(n= 51) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 21.6 56.9 86.3 94.1 94.1 94.1

認定こども園(共通利用
時間のみ利用)

(n= 38) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.5 34.2 78.9 89.5 89.5 89.5

認定こども園(共通利用
時間以上の利用)

(n= 66) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 37.9 72.7 83.3 84.8 84.8

その他の保育施設 (n=  9) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 66.7 77.8 77.8 66.7

幼稚園 (n=233) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 12.0 91.4 95.7 95.7 94.8

幼稚園あずかり保育 (n=320) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 8.8 28.1 28.4 28.8 29.7

延長保育 (n= 80) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 6.3 13.8 20.0 23.8 23.8 23.8

ベビーシッター (n= 31) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 16.1 25.8 38.7 38.7 41.9

13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 無回答

認可保育所 (n=562) 95.0 93.6 86.7 76.7 50.5 16.7 5.3 2.1 0.9 0.0 0.0 2.5

家庭的な保育 (n= 31) 51.6 51.6 51.6 45.2 38.7 22.6 6.5 6.5 6.5 0.0 0.0 6.5

事業所内保育施設 (n=123) 89.4 86.2 76.4 65.9 37.4 11.4 7.3 3.3 0.0 0.0 0.0 6.5

自治体の認証・認定保
育施設

(n= 51) 94.1 94.1 90.2 84.3 66.7 25.5 9.8 2.0 2.0 0.0 0.0 3.9

認定こども園(共通利用
時間のみ利用)

(n= 38) 84.2 78.9 55.3 47.4 39.5 15.8 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6

認定こども園(共通利用
時間以上の利用)

(n= 66) 83.3 80.3 71.2 57.6 37.9 10.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.1

その他の保育施設 (n=  9) 66.7 66.7 55.6 22.2 22.2 22.2 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1

幼稚園 (n=233) 91.0 49.4 21.5 14.2 3.4 0.9 0.9 0.4 0.0 0.0 0.0 3.9

幼稚園あずかり保育 (n=320) 30.9 86.9 86.3 65.0 27.5 5.3 1.9 0.3 0.0 0.0 0.0 3.4

延長保育 (n= 80) 25.0 57.5 61.3 57.5 52.5 47.5 35.0 10.0 1.3 0.0 0.0 3.8

ベビーシッター (n= 31) 45.2 41.9 38.7 35.5 32.3 32.3 29.0 19.4 6.5 0.0 0.0 16.1

(%)

▼
現
在
就
労
し
て
い
る

▼
現
在
就
労
し
て
い
る
が

、

も

っ
と
日
数
や
時
間
を
増
や

し
た
い

▼
就
労
予
定
が
あ
る
／
求
職

中
で
あ
る

▼
そ
の
う
ち
就
労
し
た
い
と

考
え
て
い
る

▼
就
労
し
て
い
な
い
が

、
子

ど
も
の
教
育
な
ど
の
た
め
に

子
ど
も
を
あ
ず
け
た
い

▼
家
族
・
親
族
な
ど
を
介
護

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▼
病
気
や
障
害
を
持

っ
て
い

る ▼
学
生
で
あ
る
／
就
学
し
た

い ▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体(n=1,336) 16.8 7.2 6.4 42.7 11.7 0.8 0.5 0.4 5.6 7.9
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⑤ 土曜日、日曜日・祝日の保育サービスの利用希望、時間帯（問 14） 

 
◇保育サービスの利用希望 

保育サービスの利用希望は、土曜日では「ほぼ毎週利用したい」が 6.2％、「月に１～２回

は利用したい」が 20.2％であり、合計すると利用したい人は 26.4％となる。日曜日・祝日で

は「ほぼ毎週利用したい」が 1.6％、「月に１～２回は利用したい」が 11.6％であり、合計す

ると利用したい人は 13.2％となる（図表１－５－５－１）。 

 
図表１－５－５－１ 土曜日、日曜日・祝日の保育サービスの利用希望（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇希望する利用時間帯（開始および終了時間） 

保育サービスの利用を希望した人の希望する利用時間帯は、開始時間は土曜日、日曜日・

祝日ともに８～９時が多く、終了時間は 17～19 時が多くなっている（図表１－５－５－２）。 

 
図表１－５－５－２ 

土曜日、日曜日・祝日の保育サービスの利用希望時間帯（開始および終了時間） 

（全体）＜利用希望があると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほぼ毎週
利用したい

月に１～２回は
利用したい

無回答利用希望はない

(%)

6.2 20.2 8.665.0 全     体（N=2,022）

ほぼ毎週
利用したい

月に１～２回は
利用したい 無回答利用希望はない

(%)

1.6 11.6 10.076.8 全     体（N=2,022）

●開始時間
(%)

7 8 9 10 11

時
以
前

時 時 時 時
以
降

土曜日 (n=534) 10.3 33.1 41.4 8.2 4.3 2.6

日曜日・祝日 (n=267) 9.4 30.3 40.1 11.2 5.6 3.4

●終了時間
(%)

12 13 14 15 16 17 18 19 20

時
以
前

時 時 時 時 時 時 時 時
以
降

土曜日 (n=534) 3.6 2.1 3.7 8.4 9.6 25.1 28.8 11.6 3.9 3.2

日曜日・祝日 (n=267) 2.6 1.9 3.4 7.1 9.0 23.6 29.2 13.9 6.0 3.4

無
回
答

無
回
答

土曜日 

日曜日・祝日 
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（６）子どもが病気の場合の対応 

 

① 病気やケガで保育サービスを利用できなかったことの有無（問 15） 

 
この１年間に子どもが病気やケガで通常の保育サービスを利用できなかったことの有無は、

「あった」が 68.3％となっている（図表１－６－１）。 

 
図表１－６－１ この１年間に病気やケガで保育サービスを利用できなかったことの有無 

（全体）＜保育サービスを利用していると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

② 病気やケガで保育サービスを利用できなかったときの対処方法と日数 

（問 15－１） 

 
◇病気やケガで保育サービスを利用できなかった時の対処方法と対処した日数 

この１年間に子どもが病気やケガで保育サービスを利用できなかったときの対処方法は

「母親が仕事を休んだ」が 64.6％で最も多くなっている（図表１－６－２－１）。 

 
図表１－６－２－１ 病気やケガで保育サービスを利用できなかったときの対処方法と対処した平均日数 

（全体：複数回答） 

＜この１年間に病気やケガで保育サービスを利用できなかったことが「あった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった 無回答なかった

(%)

68.3 23.1 8.6 全    体(n=1,107)

（n=756）

対処方法
割合
（％）

平均日数
（日）

母親が仕事を休んだ 64.6 8.1

就労していない保護者が自宅でみた 32.1 9.6

父親が仕事を休んだ 31.1 3.8

親族・知人（同居者を含む）にあずけた 31.1 7.2

子連れで仕事をした（出勤・在宅とも） 4.0 5.6

病院や診療所の病児・病後児保育を利用した 1.7 7.1

子どもだけで留守番させた 1.5 3.4

ベビーシッターを利用した 0.8 7.8

認可保育所の病後児保育を利用した 0.7 6.3

非営利組織（NPOなど）による子育て支援サービスを利用した 0.5 11.3

ファミリーサポートセンターを利用した 0.5 4.3

子ども家庭支援センターしらとりの病後児保育を利用した 0.3 2.0

その他 3.0 9.6

無回答 0.0
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この１年間に子どもが病気やケガで保育サービスを利用できなかったときの対処方法を年

齢別にみると、「子どもだけで留守番させた」と回答しているのは３歳以上であり、４歳、５

歳では３％を超えている（図表１－６－２－２）。 

 

図表１－６－２－２ 病気やケガで保育サービスを利用できなかったときの対処方法 

（全体、年齢別：複数回答） 

＜この１年間に病気やケガで保育サービスを利用できなかったことが「あった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇できれば施設にあずけたいと思った日数 

この１年間に子どもが病気やケガで保育サービスを利用できなかったときの対処方法とし

て、「父母が仕事を休んだ」、「親族・知人にあずけた」、「子連れで仕事をした」、「子どもだけ

で留守番させた」と回答した人の、できれば施設にあずけたいと思った日数をたずねたとこ

ろ、１年間で平均 5.1 日となっている（図表１－６－２－３）。 

 
図表１－６－２－３ できれば施設にあずけたいと思った日数【病児・病後児保育の利用希望】（全体） 

＜対処方法として「父母が仕事を休んだ」、「親族・知人にあずけた」、 

「子連れで仕事をした」、「子どもだけで留守番させた」と回答した人＞ 

 
 
 
 
 

０日 無回答１日

２～３日

４～５日

5.1日

平均

６～10日

11日以上

(%)
23.7 4.0 21.9 16.7 18.1 6.78.9 全      体（n=552)

(%)
▼
母
親
が
仕
事
を
休
ん
だ

▼
就
労
し
て
い
な
い
保
護
者
が
自
宅
で

み
た

▼
父
親
が
仕
事
を
休
ん
だ

▼
親
族
・
知
人

（
同
居
者
を
含
む

）
に

あ
ず
け
た

▼
子
連
れ
で
仕
事
を
し
た

（
出
勤
・
在

宅
と
も

）

▼
病
院
や
診
療
所
の
病
児
・
病
後
児
保

育
を
利
用
し
た

▼
子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
さ
せ
た

▼
ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

を
利
用
し
た

▼
認
可
保
育
所
の
病
後
児
保
育
を
利
用

し
た

▼
非
営
利
組
織

（
N
P
O
な
ど

）
に
よ

る
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

を

利
用
し
た

▼
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

し
ら
と

り
の
病
後
児
保
育
を
利
用
し
た

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

 (n=756) 64.6 32.1 31.1 31.1 4.0 1.7 1.5 0.8 0.7 0.5 0.5 0.3 3.0 0.0

０ 歳  (n= 52) 92.3 17.3 46.2 42.3 5.8 5.8 0.0 1.9 5.8 0.0 0.0 1.9 1.9 0.0

１ 歳  (n=100) 86.0 8.0 50.0 52.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 2.0 1.0 6.0 0.0

２ 歳  (n=100) 80.0 16.0 43.0 36.0 4.0 4.0 0.0 1.0 1.0 0.0 1.0 0.0 3.0 0.0

３ 歳  (n=178) 52.2 43.8 21.9 22.5 3.4 1.7 0.6 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0

４ 歳  (n=164) 53.7 43.3 25.0 25.0 3.0 1.2 3.0 0.6 0.0 1.2 0.6 0.0 1.8 0.0

５ 歳  (n=158) 57.6 37.3 23.4 27.2 6.3 0.6 3.2 1.3 0.0 0.6 0.0 0.0 2.5 0.0

 全              体

年
齢
別
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③ 医療機関と連携したサービスで良いと思うもの（問 16） 
 

子どもの病中病後に利用できる医療機関と提携したサービスのなかで良いと思うものは、

「医療機関の専用スペースで子どもをあずかってくれるサービス」が 29.9％、「保育園など

の専用スペースで子どもをあずかってくれるサービス」が 29.4％でともに 30％弱となってい

る（図表１－６－３） 
 

図表１－６－３ 医療機関と連携したサービスで良いと思うもの（全体） 

 

 

 

 

 

 

 
 

④ 医療機関と連携したサービスを希望する頻度（問 16－１） 
 

医療機関と連携したサービスを希望する頻度は、子どもの病気中では「いつも利用したい」

の 11.3％と「ときどき利用したい」の 54.8％を合計すると 66.1％となる。病気回復期では

「いつも利用したい」の 20.4％と「ときどき利用したい」の 59.6％を合計すると 80.0％と

なる（図表１－６－４）。 
 

図表１－６－４ 希望する利用頻度（病気中、病気回復期）（全体） 

＜病気中や病気回復期に医療機関と連携したサービスの利用を希望すると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

（７）一時あずかり 

 
① 自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことの有無（問 17） 
 

この１年間に、自分のための時間等のために、子どもを家族以外に一時的にあずけたこと

は、「あった」が 35.3％、「なかった」が 62.3％となっている（図表１－７－１）。 
 

図表１－７－１ この１年間に自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことの有無（全体） 

 

 

 

 

全 体（n=1,340）
無回答

いつも利用
したい

ときどき利
用したい

あまり利用
したいと思
わない

利用した
くない

(%)
11.3

20.4 59.6 14.5 4.0

54.8 24.1 8.7

1.5

1.1
お子さんの病気中（発
熱中などの時）

お子さんの病気回復期

あった
無回答

なかった

(%)

35.3 62.3 2.4 全     体（N=2,022）

保育園などの専
用スペースで子
どもをあずかって
くれるサービス

無回答

医療機関の専
用スペースで子
どもをあずかっ
てくれるサービ
ス

看護師などが自宅にきて子
どもをみてくれるサービス

その他

特にサービスを利
用する希望はない

(%)

29.4 29.9 10.0 23.77.0

0.0

 全     体（N=2,022）
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② 子どもをあずけた日数および理由別日数（問 17－１） 

 
◇自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけた日数 

この１年間に自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけた日数は、平均 9.3 日とな

っている（図表１－７－２－１）。 
 
図表１－７－２－１ この１年間に自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけた日数 

（全体）＜自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことが「あった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

◇子どもを家族以外にあずけた理由ごとの日数 

子どもを家族以外にあずけた理由は「自分のための時間、リフレッシュ目的」が 64.8％で

最も多く、理由ごとの年間平均日数は「就労」が 15.0 日で最も長くなっている（図表１－７

－２－２）。 

 
図表１－７－２－２ 子どもを家族以外にあずけた理由ごとの日数（全体：複数回答） 

＜自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことが「あった」と回答した人＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 子どもを一時的にあずけるサービスの希望利用日数／月（問 18） 

 
子どもを一時的にあずけるサービスの希望利用日数は、月あたり平均 2.2 日となっている

（図表１－７－３）。 

 
図表１－７－３ 子どもを一時的にあずけるサービスの希望利用日数／月（全体） 

 

 

 

 

 

 

５日以下 無回答６～10日

11～20日

9.3日

平均

21～30日

31日以上

(%)
57.6 19.6 7.8 4.55.6 4.9 全      体（n=714)

（n=714）

対処方法
割合
（％）

平均日数
（日）

自分のための時間（買物、習いごとなど）、リフレッシュ目的 64.8 5.9

冠婚葬祭、子どもの親の病気 28.9 3.2

就労 19.5 15.0

その他 28.4 7.0

無回答 0.8

３日
無回答

０日 １日 ２日

４～５日

平均
2.2日

６～10日

11日以上

(%)

21.9 12.4 2.9 9.424.0 18.1 9.5

1.8

 全     体（N=2,022）

 

平均 

9.3 日 
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④ 子どもを一時的にあずける際に希望するサービス（問 19） 

 
日中一時的に子どもをあずける際に希望するサービスは、「認可保育所・幼稚園で子どもを

あずかってくれるサービス」が 73.8％で最も多く、次いで「普段子ども連れで遊びに行って

いる公共施設などで子どもをあずかってくれるサービス」が 29.8％となっている。 

祖父母や友人からの支援の有無別にみると、支援が受けられない世帯は「ファミリーサポ

ートセンターの利用」、「非営利組織（ＮＰＯなど）による子育て支援サービス」、「ベビーシ

ッターの利用」が全体を 2.0 ポイント以上上回っている（図表１－７－４）。 

 
図表１－７－４ 子どもを一時的にあずける際に希望するサービス 

（全体、祖父母や友人からの支援の有無別：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（祖父母や友人からの支援の有無別） 

※１：日常的に祖父母や友人に子どもをあずけられる人 

※２：緊急時などの際には祖父母や友人に子どもをあずけられる人 

※３：子どもをあずけられる祖父母・友人がいない人 

(%)
▼
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▼
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ス

▼
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（８）トワイライトステイ、ショートステイ、産前産後家庭サポート 

 

① トワイライトステイの認知、利用状況（問 20） 
 

トワイライトステイの認知、利用状況は、「知らない」が 51.3％で約半数を占めているが、

「知っていて、利用している」の 1.1％と「知っているが、利用していない」の 46.3％を合

計した認知状況は 47.4％となっている。 

祖父母や友人からの支援の有無別にみると、支援が少なくなるにしたがい、認知度、利用

度ともに高くなっている（図表１－８－１）。 

 
図表１－８－１ トワイライトステイの認知、利用状況（全体、祖父母や友人からの支援の有無別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② トワイライトステイについての要望（問 20－１） 
 
◇トワイライトステイの利用者が改善点として望むこと 

トワイライトステイを利用している人が改善点として望んでいることは、「施設から自宅

までの送迎」が 54.5％で最も多く、次いで「施設数の増加」が 22.7％となっている（図表１

－８－２）。 

なお、「時間の延長」を望んでいる人は 18.2％（４名）おり、希望する利用時間帯はそれ

ぞれ、18時、20 時、21 時までとなっている。 

 
図表１－８－２ トワイライトステイの利用者からの要望（全体：複数回答） 

＜トワイライトステイを「知っていて、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答
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(祖父母や友人からの支援の有無別)

(%)

1.1 46.3 1.351.3 (N=2,022)全        　 体
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③ 泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったことの有無（問 21） 
 

この１年間に泊りがけの外出の際に子どもを連れて行くことが困難であったことの有無は、

「あった」が 9.4％、「なかった」が 87.6％となっている（図表１－８－３）。 

 
図表１－８－３ 

この１年間に泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったことの有無（全体） 

 

 

 

 

 
④ 泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法と泊数（問 21－１） 
 

この１年間に泊りがけの外出の際に子どもを連れて行くことが困難であった際の対処の方

法は、「親族・知人にあずけた」が 74.7％で最も多く、次いで「子どもを連れて行った」が

23.7％となっている。 

対処した方法ごとの平均泊数は、「親族・知人にあずけた」が 5.0 泊で最も多くなっている

（図表１－８－４）。 

 
図表１－８－４ 泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法と泊数 

（全体：複数回答） 

＜この１年間に泊りがけの外出の際、子どもの同伴が困難なことが「あった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ（問 21－２） 
 

泊りがけの外出の際、子どもを親族・知人にあずける困難さは、「特に困難でなかった」が

56.3％であるが、「非常に困難だった」の 11.3％と「どちらかというと困難だった」の 31.0％

を合計すると、困難と答えた人は 42.3％となる（図表１－８－５）。 
 

図表１－８－５ 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ（全体） 

＜泊りがけの外出の際に子どもを「親族・知人にあずけた」と回答した人＞ 

 

 

 

 

あった 無回答なかった

(%)

9.4 87.6 3.0 全     体（N=2,022）

非常に困難
だった 無回答特に困難でなかった

どちらかという
と困難だった

(%)

11.3 31.0 1.456.3 全      体（n=142)

（n=190）

対処方法
割合
（％）

平均泊数
（泊）

親族・知人（同居者を含む）にあずけた 74.7 5.0

子どもを連れて行った 23.7 2.2

保育サービスを利用した 0.5 4.0

子どもだけで留守番させた 0.0 -

その他 4.2 3.6

無回答 1.1
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⑥ ショートステイの利用意向（問 22） 
 

ショートステイの利用意向は、「いつも利用したい」の 1.2％と、「ときどき利用したい」

の 19.6％を合計すると 20.8％となる（図表１－８－６）。 

 
図表１－８－６ ショートステイの利用意向（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 産前産後家庭サポートの認知度、利用意向（問 23①） 
 

産前産後家庭サポートの認知度は、「知っている」が 51.6％で「知らない」が 47.0％とほ

ぼ半数ずつとなっている。 

祖父母や友人からの支援の有無別に認知状況をみると、支援を受けられない世帯は「知っ

ている」の割合が若干高くなっている（図表１－８－７）。 

 

図表１－８－７ 産前産後家庭サポートの認知度 

（全体、祖父母や友人からの支援の有無別） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

いつも利用
したい 無回答

あまり利用したいと
思わない

ときどき利用
したい

利用したくない

(%)

1.2 19.6 29.1 2.447.7 全     体（N=2,022）

無回答知らない知っている

(祖父母や友人からの支援の有無別)

51.9

51.0

54.7

47.9

44.5

1.1

0.8

45.5 2.6 (n=  341)

 (n=1,230)

 (n=  353)
支援が受け
られない

日常的に支援
が受けられる

緊急時に支援
が受けられる

(%)

51.6 47.0 1.4 (N=2,022)全        　 体
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⑧ 産前産後家庭サポートの利用意向（問 23②） 

 

産前産後家庭サポートの利用意向は、「ぜひ利用したい」が 11.7％であり、「金額などの条

件があえば利用したい」が 50.0％となっている。 

産前産後サポートの認知度別にみると、産前産後家庭サポートを知らない人でも、「ぜひ利

用したい」が 9.1％となっている（図表１－８－８）。 

 

図表１－８－８ 産前産後家庭サポートの利用意向（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）学童クラブ、放課後子ども教室 ※子どもが来年度就学予定の人のみに質問 

 

① 学童クラブ・放課後子ども教室の利用意向、希望する日数／週（問 24） 

 
◇学童クラブの利用意向 

子どもが来年度就学予定の人に、学童クラブの利用意向は、「利用したい」が 40.5％とな

っている（図表１－９－１－１）。 

 

図表１－９－１－１ 学童クラブの利用意向（全体） 

＜子どもが来年度就学予定の人＞ 

 

 

 

 

 

 

無回答利用したい 利用予定はない

(%)

40.5 56.5 3.0 全      体（n=336)

14.5

9.1

49.5

52.0 28.2

6.8

10.0

28.9 0.4

0.7

 (n=1,043)

 (n=  950)

知 っ て い る

知 ら な い

(産前産後サポートの認知度別)

ぜひ利用したい 無回答
あまり利用したい
と思わない

金額などの条件が
あえば利用したい

利用したくない

11.7 50.0 8.228.2 1.8 (N=2,022)

(%)

全 体
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◇学童クラブの利用を希望する週あたりの日数 

子どもが来年度就学予定で、学童クラブを「利用したい」と回答した人に、利用を希望す

る週あたりの日数は、平均 4.4 日となっている（図表１－９－１－２）。 

 

図表１－９－１－２ 学童クラブの利用を希望する日数／週（全体） 

＜子どもが来年度就学予定で、学童クラブを「利用したい」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇放課後子ども教室の利用意向 

子どもが来年度就学予定の人に、放課後子ども教室の利用意向は、「利用したい」が 77.1％

となっている（図表１－９－１－３）。 

 

図表１－９―１－３ 放課後子ども教室の利用意向（全体） 

＜子どもが来年度就学予定の人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇放課後子ども教室の利用を希望する週あたりの日数 

子どもが来年度就学予定で、放課後子ども教室を「利用したい」と回答した人に、利用を

希望する週あたりの日数は、平均 3.0 日となっている（図表１－９－１－４）。 
 

図表１－９－１－４ 放課後子ども教室の利用を希望する日数／週（全体） 

＜子どもが来年度就学予定で、放課後子ども教室を「利用したい」と回答した人＞ 
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（10）ベビーシッター 

 
① ベビーシッター利用の有無（問 25） 

 
ベビーシッターの利用状況は、「利用してない」が 97.6％となっている（図表１－10－１）。 

 

図表１－10－１ ベビーシッター利用の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

② ベビーシッター利用目的、日数／月、１回あたりの時間（問 25－１） 

 
◇ベビーシッターの利用目的 

ベビーシッターの利用目的は、「子どもの病気・ケガなどの緊急時に利用している」が60.0％

と最も多く、次いで「保育施設などの利用で足りない時間を補う目的で利用している」が

33.3％となっている（図表１－10－２－１）。 
 

図表１－10－２－１ ベビーシッター利用目的（全体：複数回答） 

＜ベビーシッターを「利用している」と回答した人＞ 
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◇ベビーシッターの月あたりの利用日数 

ベビーシッターの月あたりの利用日数は、平均 5.2 日程度となっている（図表１－10－２

－２）。 

 

図表１－10－２－２ ベビーシッターの利用日数／月（全体） 

＜ベビーシッターを「利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

◇ベビーシッターの１回あたりの利用時間 

ベビーシッターの１回あたりの利用時間は、平均 6.0 時間程度となっている（図表１－10

－２－３）。 

 

図表１－10－２－３ ベビーシッターの１回あたりの利用時間（全体） 

＜ベビーシッターを「利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 
 

③ ベビーシッターの利用希望日数／月、１回あたりの時間（問 26） 

 
ベビーシッターの月あたりの利用希望日数は平均 0.8 日、１回あたりの利用希望時間は平

均 2.0 時間となっている（図表１－10－３－１、図表１－10－３－２）。 

 

図表１－10－３－１ ベビーシッターの利用希望日数／月（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

図表１－10－３－２ ベビーシッターの 1回あたりの利用希望時間（全体） 

 

 

 

 

 

３日 無回答１日 ２日 ４日

平均
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５日以上
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13.3 20.0 26.720.0 13.3 6.7 全     体(n= 15)
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無回答４時間未満 ４～６時間未満

８時間以上
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20.0 33.3 13.3 26.7 6.7 全     体(n= 15)

４～６時間未満
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平均

2.0時間

６～８時間未満

(%)

29.1 47.97.5 9.4 3.6

2.5

 全     体(N=2,022)

３日  2.5

無回答０日 １日 ２日

５日  0.9

平均

0.8日

４日  3.0

６日以上 1.8

(%)

55.4 21.69.1 5.6 全     体(N=2,022)
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（11）ファミリーサポートセンター 

 
① ファミリーサポートセンターの認知、利用状況（問 27） 
 

ファミリーサポートセンターの認知、利用状況は、「利用したことがある」が 4.9％であり、

「会員登録はしているが、利用したことはない」の 6.0％と、「知っているが利用したことは

ない」の 47.3％を含めると、認知度は 58.2％となっている。 

祖父母や友人からの支援の有無別にみると、支援が少なくなるにしたがい、認知度、利用

度ともに高くなっている（図表１－11－１－１）。 

 

図表１－11－１－１ ファミリーサポートセンターの認知、利用状況 

（全体、祖父母や友人からの支援の有無別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、ファミリーサポートセンターの認知、利用状況は、今回調査では

「利用したことがある」が4.9％で前回調査の3.7％に比べ1.2ポイント多くなっている。「会

員登録はしているが、利用したことはない」、「知っているが利用したことはない」まで含め

た認知度は、今回調査が 58.2％で前回調査の 53.5％に比べ 4.7 ポイント多くなっている（図

表１－11－１－２）。 

 

図表１－11－１－２ ファミリーサポートセンターの認知、利用状況（全体） 
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(祖父母や友人からの支援の有無別)

無回答
利用した
ことがある

知らなかった知っているが利用
したことはない
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② ファミリーサポートセンターの利用目的、利用日数／月・１回あたりの利用時間、

追加希望日数／月・１回あたりの利用時間（問 27－１） 

 
◇ファミリーサポートセンターの利用目的 

ファミリーサポートセンター利用の目的は、「保育施設などの利用で足りない時間を補う目

的で利用している」が 23.2％で最も多く、次いで「祖父母や近所の人・友人などにあずかっ

てもらえないときに利用している」が 21.2％となっている（図表１－11－２－１）。 

 

図表１－11－２－１ ファミリーサポートセンターの利用目的（全体：複数回答） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ファミリーサポートセンターの利用頻度 

月あたりの平均利用日数は 3.9 日、１回あたりの平均利用時間は 2.7 時間となっている（図

表１－11－２－２、図表１－11－２－３）。 

 

図表１－11－２－２ ファミリーサポートセンターの利用日数／月（全体） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

図表１－11－２－３ ファミリーサポートセンターの 1回あたりの利用時間（全体） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 
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◇月あたりの追加希望日数および１回あたりの追加希望時間 

ファミリーサポートセンターの追加利用を希望する場合の、月あたりの平均追加希望日数

は 4.4 日、１回あたりの平均追加希望時間は 2.5 時間となっている（図表１－11－２－４、

図表１－11－２－５）。 
 

図表１－11－２－４ ファミリーサポートセンターの利用を増加する際の追加希望日数/月 

（全体）＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

図表１－11－２－５ ファミリーサポートセンターの利用を増加する際の追加希望時間/回 

（全体）＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファミリーサポートセンターを利用していない理由、今後の利用意向（問 27-２） 
 

◇ファミリーサポートセンターを利用していない理由 

ファミリーサポートセンターを利用していない理由は、「当面利用する必要がなかったか

ら」が 40.2％で最も多く、次いで「知らなかったから」が 38.9％となっている（図表１－11

－３－１）。 
 

図表１－11－３－１ ファミリーサポートセンターを利用していない理由（全体：複数回答） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことはない」と回答した人＞ 
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◇ファミリーサポートセンターの今後の利用意向 

ファミリーサポートセンターの今後の利用意向は、「利用したい」が 21.4％となっている

（図表１－11－３－２）。 

 

図表１－11－３－２ ファミリーサポートセンターの今後の利用意向 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことはない」と回答した人＞（全体） 

 

 

 

 

 

 

◇ファミリーサポートセンターを今後利用する際の希望利用頻度 

今後ファミリーサポートセンターの利用を希望する人の月あたりの平均希望日数は 2.8 日、

１回あたりの平均希望時間は 3.8 時間となっている（図表１－11－３－３、図表１－11－３

－４）。 

 

図表１－11－３－３ 今後ファミリーサポートセンターを利用する際の月あたりの希望日数（全体） 

＜今後ファミリーサポートセンターを「利用したい」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

図表１－11－３－４ 今後ファミリーサポートセンターを利用する際の１回あたりの希望時間 

（全体）＜今後ファミリーサポートセンターを「利用したい」と回答した人＞ 
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（12）地域における子育て支援サービス 

 

① 平日の日中や休日に親子でよくすごす場所（問 28） 

 
平日の日中や休日に親子でよくすごしている場所は、「公園・児童遊園」が 82.9％で最も

多く、次いで「親戚宅」が 28.5％となっている（図表１－12－１）。 

 

図表１－12－１ 親子でよくすごしている場所（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 親子で集える場の認知、利用状況・回数（問 29） 

 
親子で集える場の認知、利用状況は、「子ども家庭支援センター「たっち」」は「利用した

ことがある」割合が 58.8％で最も高くなっている。一方、「子ども家庭支援センター「しら

とり」」は「知らなかった」割合が 29.3％で最も高くなっている（図表１－12－２－１）。 

親子で集える場を「利用したことがある」と回答した人に、週あたりの平均利用回数をた

ずねたところ、「文化センター」が 1.3 回で最も多くなっているが、それ以外もすべて、約１

回となっている（図表１－12－２－２）。 

 

図表１－12－２－１ 親子で集える場の認知、利用状況（全体） 
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図表１－12－２－２ 親子で集える場の週あたりの利用回数（全体） 

＜利用したことがある人＞ 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

③ 親子で集える場を利用していない理由（問 30） 

 
親子で集える場を利用していない理由は「特に理由はない」が 37.8％で最も多く、次いで

「時間がない」が 21.7％、「サービスの利用方法がわからない」が 8.5％となっている（図表

１－12－３）。 

 

図表１－12－３ 親子で集える場を利用していない理由（全体） 

＜親子で集える場を利用していないと回答した人＞ 
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④ 親子で集える場の利用意向・回数（問 31） 

 
親子で集える場を今後＜利用したい＞と回答した人の割合は、「文化センター」が 45.9％

で最も多く、次いで「子ども家庭支援センター「たっち」」が 44.6％となっている（図表１

－12－４－１）。 

親子で集える場を今後＜利用したい＞人が希望する週あたりの回数はすべて、平均 1.1～

1.2 回となっている（図表１－12－４－２）。 

 

図表１－12－４－１ 親子で集える場の利用意向（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１－12－４－２ 親子で集える場の週あたりの利用希望回数（全体） 

＜利用希望がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 親子で集える場に期待する役割（問 32） 

 
親子で集える場に期待する役割は、「子どもの遊び場」が 82.1％で最も多く、次いで「親

子で楽しめるイベントやプログラムの提供」が 52.6％、「親同士の交流」が 51.1％となって

いる（図表１－12－５－１）。 
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図表１－12－５－１ 親子で集える場に期待する役割（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、親子で集える場に期待する役割は、今回調査・前回調査ともに上

位の傾向は変わらない。前回調査と今回調査で最も差がある項目は、「地域の人たちとのふれ

あい」であり、今回調査が 19.0％で前回調査の 28.5％に比べ、9.5 ポイント少なくなってい

る（図表１－12－５－２）。 

 

図表１－12－５－２ 親子で集える場の役割（全体：複数回答） 
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⑥ 子どもの遊び場について気になること（問 33） 

 
子どもの遊び場について気になることは、「雨の日に遊べる場所がない」が 51.1％で最も

多く、次いで「遊具などの種類が充実していない」が 32.0％となっている（図表１－12－６）。 

 

図表１－12－６ 子どもの遊び場について気になること（全体：複数回答） 
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⑦ 子育て相談施設等の認知、利用状況、今後の利用意向（問 34） 

 
◇子育て相談施設等の認知状況 

子育て相談施設等を知っているかについて「はい」と答えた割合は、「子ども家庭支援セン

ター「たっち」」が 88.6％で最も高く、次いで「保育所や幼稚園の園庭などの開放」が 85.5％、

「児童相談所」が 81.3％となっている。一方、「いいえ」と答えた割合は、「東京都教育相談

センター」が 79.0％で最も高く、次いで「家庭教育に関する学級・講座」が 72.7％、「教育・

就学相談（教育センター）」が 70.2％、「民生委員・児童委員」が 66.7％となっている（図表

１－12－７－１）。 

 

図表１－12－７－１ 子育て相談施設等の認知状況（全体） 
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◇子育て相談施設等の利用状況 

子育て相談施設等をこれまでに利用したことがあるかについて「はい」と答えた割合は、

「子ども家庭支援センター「たっち」」が 57.0％で最も高く、次いで「子育て支援情報誌（「子

育てのたまて箱」など）」が 48.7％、「保育所や幼稚園の園庭などの開放」が 41.4％となって

いる（図表１－12－７－２）。 

 

図表１－12－７－２ 子育て相談施設等の利用状況（全体） 
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◇子育て相談施設等の今後の利用意向 

子育て相談施設等を今後利用したいかについて「はい」と答えた割合は、「児童館」が 64.7％

で最も高く、次いで「子育て支援情報誌（「子育てのたまて箱」など）」が 62.4％、「保育所

や幼稚園の園庭などの開放」が 58.5％となっている（図表１－12－７－３）。 

 

図表１－12－７－３ 子育て相談施設等の今後の利用意向（全体） 
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（13）地域とのかかわり 

 

① 近所づきあいの状況（問 35） 

 
近所づきあいの状況は、「さしさわりのないことなら、話せる相手がいる」が 36.8％で最

も多く、次いで「個人的なことを相談しあえる人がいる」が 27.4％、「道で会えば、あいさ

つをする程度の人ならいる」が 27.3％となっている。 

家族類型別にみると、フルタイム・パートタイム共働き、専業主婦（夫）家庭では、「個人

的なことを相談しあえる人がいる」が 30％を超えている。一方、ひとり親家庭、フルタイム

共働きでは、「個人的なことを相談しあえる人がいる」が 20％以下となっている。 

地区別にみると、第二地区では「個人的なことを相談しあえる人がいる」が 31.8％であり、

全体に比べて多くなっている（図表１－13－１）。 

 

図表１－13－１ 近所づきあいの状況（全体、家族類型別、地区別） 
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② 近所づきあいの相手（問 35－１） 

 
近所づきあいの相手は、「子どもの学校や幼稚園の人」が 69.6％で最も多くなっている（図

表１－13－２）。 

 

図表１－13－２ 近所づきあいの相手（全体：複数回答） 

＜近所に「個人的なことを相談しあえる人がいる」、 

「さしさわりのないことなら、話せる相手がいる」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 近所づきあいが希薄な理由（問 35－２） 

 
近所づきあいが希薄な理由は、「普段つきあう機会がないから」が 75.3％で最も多く、次

いで「仕事や家事・育児などで忙しく時間がないから」が 42.3％となっている（図表１－13

－３）。 

 

図表１－13－３ 近所づきあいが希薄な理由（全体：複数回答（３つまで）） 
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（14）子育て支援サービスに関する情報 

 

① 子育て情報入手のためのインターネット利用状況（問 36） 

 
子育てに関する情報を入手する手段としてのインターネットの利用状況は、「よく利用して

いる」が 24.3％、「ときどき利用している」が 32.3％で、合計すると利用している人は 56.6％

となる（図表１－14－１－１）。 

 

図表１－14－１－１ 子育て情報入手のためのインターネット利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育て情報入手のためのインターネット利用状況は、前回調査は

「よく利用している」が 10.4％であり、「ときどき利用している」の 28.6％と合計した利用

している人は 39.0％で、今回調査では利用している人が 56.6％であり、前回調査を 17.6 ポ

イント上回っている（図表１－14－１－２）。 

 

図表１－14－１－２ 子育て情報入手のためのインターネット利用状況（全体／前回調査） 
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② 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの（問 37） 

 
子育て支援サービスに関する情報源としてよいと思うものは、「広報ふちゅう」が 71.9％

で最も多く、次いで「市のホームページ」が 56.6％、「認可保育所・幼稚園」が 51.3％とな

っている（図表１－14－２－１）。 

 

図表１－14－２－１ 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育て支援サービスの情報源としてよいと思うものは、「広報ふち

ゅう」が最も多くなっている点は同様だが、今回調査では「市のホームページ」が 56.6％で

あり、前回調査の 22.3％を 33.3 ポイント上回っている。また、今回調査では「認可保育所・

幼稚園」が 51.3％であり、前回調査の「保育園・幼稚園」の 31.3％を 20.0 ポイント上回っ

ている（図表１－14－２－２）。 

 

図表１－14－２－２ 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの 

（全体：複数回答／前回調査） 
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（15）児童虐待防止 

 

① 児童虐待に関する認知状況（問 38） 

 
児童虐待に関する認知状況は、「「児童虐待の防止などに関する法律」（児童虐待防止法）が

あるのを知っていますか」では「はい」が 80.7％となっている。「児童虐待と思われること

がおきた場合に相談や通報する施設を知っていますか」では「はい」が 39.8％となっている。

また、「ご近所などで児童虐待と思われることを見たり聞いたりしたことがありますか」では

「はい」が 4.8％（98 人）となっている（図表１－15－１）。 

 

図表１－15－１ 児童虐待に関する認知状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 児童虐待の通報先（問 39） 

 
児童虐待を見聞きしたときに通報する場所は、「児童相談所」が 58.1％で最も多く、次い

で「警察署」が 12.4％となっている（図表１－15－２）。 

 

図表１－15－２ 児童虐待の通報先（全体） 
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（16）安全なまちづくり 

 
① 子どもの安全や防犯ついて気をつけていること（問 40） 

 
子どもの日ごろの安全や防犯について家庭で気をつけていることは、「交通ルールについ

ての確認」が 57.0％で最も多く、次いで「知らない人に対しての対応」が 49.7％となってい

る（図表１－16－１）。 

 

図表１－16－１ 子どもの安全や防犯について気をつけていること（全体：複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
② 子どもの安全を守るために必要なこと（問 41） 

 
子どもの安全を守るために必要なことは、「通学路や子どもの遊び場の安全対策」が57.8％

で最も多く、次いで「地域ぐるみのパトロールなどの子どもを犯罪から守るための取組み」

が 53.4％となっている（図表１－16－２）。 

 

図表１－16－２ 子どもの安全を守るために必要なこと（全体：複数回答（３つまで）） 
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57.8
53.4

47.8

36.3 35.8

20.9 20.0

6.4
2.3 2.0

0

20

40

60
(%)



第２章 各調査の結果                                   

 

- 82 - 

（17）育児休業制度の利用 

 

① 育児休業制度の利用状況（問 42） 
 

あて名の子どもの育児の際の育児休業制度の利用状況は、「利用しなかった」が75.9％で、

「母親が利用した」が 21.0％となっている。「父親が利用した」の 0.6％と、「母親と父親の

両方が利用した」の 0.3％を合計しても、父親が利用したのは 0.9％となっている（図表１－

17－１）。 
 

図表１－17－１ 育児休業制度の利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 育児休業復帰時の状況（問 42－１） 
 
◇育児休業から復帰したときの子どもの月齢 

育児休業から復帰したときの子どもの月齢は、平均 10.6 か月となっている（図表１－17

－２－１）。 

 

図表１－17－２－１ 育児休業から復帰したときの子どもの月齢（全体） 

＜育児休業制度を利用したと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇育児休業明けに希望した保育サービスをすぐに利用できたか 

育児休業明けに希望した保育サービスをすぐに利用できたかについては、「育児休業期間

を調整せずにできた」が 39.0％、「育児休業期間を調整したのでできた」が 28.2％、「できな

かった」が 16.9％となっている（図表１－17－２－２）。 

 

図表１－17－２－２ 育児休業明けに希望した保育サービスをすぐに利用できたか（全体） 

＜育児休業制度を利用したと回答した人＞ 

 

 

 

 
無回答

育児休業期間を
調整せずにできた

希望しな
かった

できなかった

育児休業期間
を調整したの
でできた

(%)

39.0 28.2 9.016.9 7.0 全      体（n=444）

無回答母親が利用した

父親が利用した  0.6

利用しなかった

母親と父親の両方が利用した  0.3

(%)

21.0 2.175.9 全     体（N=2,022）

３か月未満

15～18か月
未満

無回答

３～６か月
未満

６～９か
月未満

９～12か
月未満

12～15か
月未満

24か月以上  2.3

平均
10.6か月

18～21か月未満

21～24か月未満  1.6

(%)

4.7 20.5 19.6 20.5 7.49.2 5.4 8.8 全      体（n=444）
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◇保育サービスが確実に利用できた場合の育児休業期間 

育児休業期間を調整したので育児休業明けにすぐに保育サービスを利用できたと回答した

人に、育児休業明けに希望した保育サービスが確実に利用できたと想定したら実際に取得し

た期間は変わったかについてたずねたところ、「変わらない」が 12.0％にとどまり、「長くし

た」が 51.2％、「短くした」が 36.0％となっている（図表１－17－２－３）。長くした場合の

平均延長期間は 5.5 か月（図表１－17－２－４）、短くした場合の平均短縮期間は 4.4 か月と

なっている（図表１－17－２－５）。 

 

図表１－17－２－３ 

育児休業明けに保育サービスを確実に利用できた場合に、取得したであろう休業期間（全体） 

＜育児休業期間を調整したので育児休業明けにすぐに保育サービスを利用できたと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

図表１－17－２－４ 長くした休業期間（全体） 

＜育児休業明けに保育サービスを確実に利用できた場合に、休業期間を長くしたと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

図表１－17－２－５ 短くした休業期間（全体） 

＜育児休業明けに保育サービスを確実に利用できた場合に、休業期間を短くしたと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

無回答変わらない 短くした長くした

(%)

12.0 51.2 36.0 0.8 全      体（n=125)

３か月 無回答２か月１か月 ４か月

５か月

平均

5.5か月

７か月以上６か月

(%)

10.9 10.9 28.112.5 15.6 6.3 15.6 0.0 全    体(n=64)

３か月

無回答２か月１か月 ４か月 ５か月

平均

4.4か月

７か月以上

６か月

(%)

11.1 28.9 13.320.0 6.7 11.1 8.9 0.0 全    体(n=45)
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◇育児休業明けに希望する保育サービスが利用できなかったときの対応方法 

育児休業明けにすぐに保育サービスを利用できなかったと回答した人に、どのように対応

したかをたずねたところ、「認可保育所・事業所の保育サービス以外の保育サービスを利用し

た」が 37.3％で最も多く、次いで「家族などにみてもらうことで対応した」が 18.7％となっ

ている（図表１－17－２－６）。 

 

図表１－17－２－６ 育児休業明けに希望する保育サービスが利用できなかったときの対応方法（全体） 

＜育児休業明けにすぐに保育サービスを利用できなかったと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（18）子育てと仕事の両立 

 

① 仕事時間と生活時間の優先度（問 43） 
 

仕事時間と生活時間の優先度は、希望、現実ともに「家事（育児）時間を優先」が最も

多く、それぞれ 68.5％、69.3％となっている。希望としては「プライベートを優先」が 17.9％

であるものの、現実には 0.9％であり、「家事（育児）時間」や「仕事時間」を優先せざる

を得ない状況となっている（図表１－18－１）。 

 

図表１－18－１ 仕事時間と生活時間の優先度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望するこ

と（問 44） 
 

男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望することは、「子

どもが病気やけがのときなどに休暇がとれる制度」が 45.2％で最も多く、次いで「男女とも

に子育てと仕事が両立しやすいように、企業（職場）内で子育てへの理解を広めていくこと」

が 25.4％、「出産・育児などのため会社を辞めた女性を再雇用する制度（再雇用制度）」が

25.0％、「育児のために必要な場合に、就業時間を縮めることができる制度（短時間勤務制

度）」が 23.9％となっている（図表１－18－２－１）。 

 

無回答

仕事時間
を優先

プライベート
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家事（育児）時間を優先
その他

(%)
7.1

24.9
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69.3 0.9

17.9

1.6

3.7

3.2

2.8 希　　　望

 現　　　実

全  体（N=2,022）

無回答
希望とは違う
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利用した

家族などに
みてもらうこ
とで対応した

左記以外の保
育サービスを
利用した

事業所内の保育
サービスを利用
した

仕事を
辞めた

(%)

12.0 6.7 9.3 16.037.3 18.7 全      体（n=75)
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図表１－18－２－１ 

男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望すること 

（全体：複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望

することは、今回調査・前回調査ともに「子どもが病気やけがのときなどに休暇がとれる制

度」が最も多くなっている。また、企業（職場）内で理解を広めることや、再雇用制度への

希望も多くなっている（図表１－18－２－２）。 

 

図表１－18－２－２ 子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望すること 

（全体：複数回答（３つまで）／前回調査） 
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（19）市の子育て支援施策に関する意見や要望（問 45） 

 

市の子育て支援施策について、自由記述形式でたずねたところ、全体で 727 件の回答があ

った。内容と件数は以下のとおりである。 

 

内容 件数 

保育サービスについて 206 件

 保育所・幼稚園の不足について 124 件

 入所における選考について 24 件

 保育料について 18 件

 保育所の民営化について 15 件

 保育時間（土日祝、深夜、延長保育）について 14 件

 保育士の増員への希望ほか 11 件

経済的支援や優遇措置のあり方について 49 件

遊び場について 45 件

子ども家庭支援センター「たっち」について 39 件

広報・ＰＲをもっと積極的にしてほしい 34 件

子育てと仕事の両立について 33 件

子どもの医療費について 32 件

一時あずかりについて 32 件

子育て支援、施策の方向性について 26 件

安心・安全のまちづくりについて 24 件

病児・病後児保育について 18 件

講習会、講演会、イベントについて 17 件

施設などの地域差について 15 件

学童保育について 13 件

障害者の施策・支援について 12 件

妊娠・出産における費用について 11 件

相談機関について 11 件

就職支援について 9 件

母親同士の交流の場について 9 件

市内に産科が少ない 8 件

市の職員について 7 件

就学後の支援について 7 件

文化センターについて 7 件

感謝・満足している 23 件

アンケートについて 26 件

その他 14 件
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２ 小学生調査 
 

（１）基本属性 

 
① 子どもの年齢（Ｆ１） 
 

子どもの年齢は、「６歳」が 20.1％、「11 歳」が 19.3％でやや多く、その他はすべて 15％

前後となっている。 

平均年齢は 8.5 歳となっている（図表２－１－１）。 

 

図表２－１－１ 子どもの年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 子どもの人数、末子の年齢（Ｆ２） 
 

子どもの人数は、「２人」が 55.5％で最も多く、次いで「３人」が 21.7％、「１人」が 17.6％

となっている（図表２－１－２－１）。 

末子の年齢は、「７～８歳」が 24.5％で最も多く、次いで「５～６歳」が 21.3％、「９～10

歳」が 17.6％となっている（図表２－１－２－２）。 
 

図表２－１－２－１ 子どもの人数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－１－２－２ 末子の年齢（全体） 

＜子どもが２人以上いる人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

０歳 無回答  3.8

１～２歳

３～４歳 ７～８歳 ９～10歳

13歳以上  0.0

平均
6.4歳

５～６歳

11～12歳

(%)

14.8 21.3 24.5 17.6 7.23.0 7.8 全　　体(n=1,065)

６歳 無回答７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳

8.5歳

平均
(%)

20.1 14.8 14.8 14.7 15.6 19.3 0.7 全　　体(N=1,301)

１人 無回答  0.5２人 ３人

４人  3.5

５人以上  1.2

平均
2.2人

(%)

17.6 55.5 21.7 全     体(N=1,301)
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③ 両親・祖父母の近居・同居（Ｆ３） 
 

両親・祖父母の近居・同居の状況は、「父母同居」が 83.9％で最も多く、次いで「祖母近

居」が 24.6％、「祖父近居」が 20.1％となっている（図表２－１－３）。 

 
図表２－１－３ 両親・祖父母の近居・同居（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 両親の状況（Ｆ４） 
 

両親の年齢は、父親は「40 歳代」が 55.2％で最も多く、次いで「30 歳代」が 31.1％とな

っている。母親も「40 歳代」が 50.1％で最も多く、次いで「30 歳代」が 45.7％となってい

る（図表２－１－４－１）。 

両親のあて名の子どもとの同別居状況は、父母ともに「一緒に住んでいる」が最も多く、

父親が 88.9％、母親が 98.0％を占めている（図表２－１－４－２）。 

両親の就労状況は、父親は「常勤の勤め人（正社員・正職員）」が 82.3％で最も多く、次

いで「自営業・家族従業」が 9.1％となっている。また母親は「無職・家事専従」が 42.2％

で最も多く、次いで「パート・アルバイト」が 30.3％となっている（図表２－１－４－３）。 

 
図表２－１－４－１ 保護者の年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

図表２－１－４－２ あて名の子どもとの同別居状況（全体） 
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図表２－１－４－３ 保護者の就労状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 住居形態（Ｆ５） 
 

住居形態は、「持ち家の一戸建て」が 39.9％で最も多く、次いで「持ち家の集合住宅」が

28.4％、「民間賃貸の集合住宅」が 16.1％となっている（図表２－１－５）。 

 
図表２－１－５ 住居形態（全体） 

 

 

 

 

 

 
 

⑥ 居住地区（Ｆ６） 
 

居住地区は、「第一地区」が 22.8％で最も多く、次いで「第六地区」が 18.5％、「第二地区」

が 18.2％となっている（図表２－１－６）。 

 
図表２－１－６ 居住地区（全体） 

 

 

 

 

 

⑦ 記入者（Ｆ７） 
 

記入者は、「母親」が 84.7％であり、「父親」が 13.1％となっている（図表２－１－７）。 

 
図表２－１－７ 記入者（全体） 
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(%)
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⑧ 家族類型（問 10×問１） 
 

家族類型別は、「専業主婦（夫）」が 41.3％で最も多く、次いで「フルタイム・パートタイ

ム共働き」が 30.1％、「フルタイム共働き」が 15.3％となっている（図表２－１－８）。 

 

図表２－１－８ 家族類型（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※家族類型 

・ひとり親家庭：Ｆ３で「父同居（ひとり親家庭）」か「母同居（ひとり親家庭）」と回答した人 

・フルタイム共働き：問 10 で父親、母親ともに「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）」か「就労

している（フルタイムだが育休・介護休業中）」と回答した人（１．ひとり親家庭をのぞく） 

・フルタイム・パートタイム共働き：問 10 で父親、母親の一方が、「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含

まない）」か「就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）」と回答し、もう一方が「就労している（パートタイ

ム・アルバイトなど）」と回答した人（１．ひとり親家庭をのぞく） 

・専業主婦（夫）家庭：問 10 で父親、母親の一方が、「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）」か

「就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）」か「就労している（パートタイム・アルバイトなど）」と回答し、も

う一方が「以前は就労していたが、現在は就労していない」か「これまでに就労したことがない」と回答した人（１．

ひとり親家庭をのぞく） 

 

 

 

ひとり親家庭

専業主婦（夫）家庭 無回答  2.2フルタイム共働き

フルタイム・パー
トタイム共働き

その他  2.1

(%)

15.3 30.1 41.3 9.1 全      体 (N=1,301)
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（２）日ごろの子育て 

 
① 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無（問１） 
 

日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無は、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にあずかってもらえる」が 48.4％で最も多く、次いで「緊急時もしくは用事の際には子

どもをあずけられる友人・知人がいる」が 32.7％となっている。また、「いずれもない」が

13.8％となっている（図表２－２－１）。 

 

図表２－２－１ 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無（全体：複数回答） 
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② 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識（問１－１） 
 

祖父母に子どもをあずけていることに関する意識は、「祖父母が孫をあずかることについ

ては、特に問題はない」が 64.7％で最も多く、次いで「祖父母の身体的負担が大きく心配で

ある」が 20.7％となっている（図表２－２－２）。 

 

図表２－２－２ 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識（全体：複数回答） 

＜日ごろ祖父母に子どもをあずけることができる人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
③ 友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識（問１－２） 
 

友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識は、「友人・知人にあずかってもらう

ことについては、問題はない」が 53.2％で最も多く、次いで「自分たちの子どものことで負

担をかけていることが心苦しい」が 30.6％となっている（図表２－２－３）。 

 

図表２－２－３ 友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識（全体：複数回答） 

＜日ごろ友人・知人に子どもをあずけることができる人＞ 
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④ 主たる保育者（問２） 
 

主たる保育者は「母親」が 96.2％となっている（図表２－２－４）。 

 

図表２－２－４ 主たる保育者（全体） 

 

 

 

 

 
 

⑤ 配偶者や周囲の人の子育てへの関わり方（問３） 
 
◇父親の子育てへの関わり方 

主たる保育者が母親の場合に母親から見た父親の子育てへの関わり方は、「協力的である」

が 40.1％で最も多く、「比較的協力的である」の 35.3％と合計すると 75.4％となる。一方、

「あまり協力的でない」の 14.0％、「協力的でない」の 3.0％を合計すると 17.0％となる（図

表２－２－５－１）。 

 

図表２－２－５－１ 父親の子育てへの関わり方（全体） 

＜主たる保育者が「母親」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、父親の子育てへの関わり方は、前回調査・今回調査ともに、「あま

り協力的でない」と「協力的でない」を合計すると、17～18％程度となっている（図表２－

２－５－２）。 

 

図表２－２－５－２ 配偶者の子育てへの関わり方（母親／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前回調査との比較＞

父親 母親 無回答  1.0

その他  0.4

祖父母  0.9

(%)
1.5 96.2 全     体(N=1,301)

協力的である
無回答

比較的協
力的である

協力的でない

あまり協力的
でない

父親はいない

(%)

40.1 35.3 14.0 6.6
3.0

1.0 全     体(n=1,251)

非常に協力的である
無回答  3.8

比較的協力的である
協力的でない  3.0

あまり協力的
でない

(%)

26.1 51.8 15.3 全     体（n=867）
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◇両親間で子どものことについて話す頻度 

主たる保育者が母親の場合に子どものことについて両親間で話す頻度は、「話す」が64.2％

であり、「ときどき話す」の 23.1％を合計すると 87.3％となる（図表２－２－５－３）。 

 

図表２－２－５－３ 両親間で子どものことについて話す頻度（全体） 

＜主たる保育者が「母親」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇子育ての仲間の有無 

子育て仲間の有無は、「話をする仲間がいる」が 48.7％で最も多く、次いで「子どもをあ

ずけることができる仲間がいる」が 44.7％となっている（図表２－２－５－４）。 

 

図表２－２－５－４ 子育ての仲間の有無（全体） 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

前回調査と比較すると、子育ての仲間の有無は、今回調査は「話をする仲間がいる」が48.7％

であり、前回調査の 41.6％を 7.1 ポイント上回っている。一方、「仲間がいない」が 5.1％で

あり、前回調査の「いない」の 9.0％を 3.9 ポイント下回っている（図表２－２－５－５）。 

 

図表２－２－５－５ 子育ての仲間の有無（全体／前回調査） 
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(%)
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(%)

64.2 23.1 全     体(n=1,251)
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⑥ 子育てが楽しいと感じる程度（問４） 
 

子育てが楽しいと感じる程度は、「楽しいと感じることの方が多い」が 60.6％であり、「楽

しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい」が 32.1％となっている。 

家族類型別にみると、ひとり親家庭は他の家庭と比較して「楽しいと感じることの方が多

い」が少なく、逆に「つらいと感じることの方が多い」が多くなっている（図表２－２－６

－１）。 

 

図表２－２－６－１ 子育てが楽しいと感じる程度（全体、家族類型別） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

前回調査と比較すると、子育てが楽しいと感じる程度は、選択肢が異なるものの、今回調

査が前回調査より「つらいことの方が多い」と答える割合が低くなっている（図表２－２－

６－２）。 

 

図表２－２－６－２ 子育てが楽しいと感じる程度（全体／前回調査） 
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⑦ 子育てをする中で有効な支援・対策（問４－１） 
 

子育てについて「楽しいと感じることの方が多い」と回答した人に、子育てをする中で有

効だと考える支援・対策をたずねたところ、「子どもを対象にした犯罪・事故の軽減」が 46.4％

で最も多く、次いで「子どもの教育環境」が 45.8％、「子育てしやすい住居・まちの環境面

での充実」が 41.6％となっている（図表２－２－７）。 
 

図表２－２－７ 子育てをする中で有効な支援・対策（全体：複数回答（３つまで）） 

＜子育てが「楽しいと感じることの方が多い」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

⑧ 子育ての辛さを解消するために必要なこと（問４－２） 
 

子育てについて「楽しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい」または「つ

らいと感じることの方が多い」と回答した人に、子育ての辛さを解消するために必要なこと

をたずねたところ、「仕事と家庭生活の両立」が 39.7％で最も多く、次いで「子どもの教育

環境」が 39.3％、「子どもを対象にした犯罪・事故の軽減」が 33.6％となっている（図表２

－２－８）。 
 
図表２－２－８ 子育ての辛さを解消するために必要なこと（全体：複数回答（３つまで）） 

＜子育てが「楽しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい」、 

「つらいと感じることの方が多い」と回答した人＞ 
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⑨ 日ごろの子育てについて感じていること（問５） 
 
◇子どもの成長について 

子どもの成長については、「楽しみ」が 85.8％となっている（図表２－２－９－１）。 

 

図表２－２－９－１ 子どもの成長について（全体） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

◇子育てに自信が持てなくなること 

子育てに自信が持てなくなることは、「ときどきある」の 54.0％と「よくある」の 7.9％を

合計すると 61.9％となる（図表２－２－９－２）。 

 

図表２－２－９－２ 子育てに自信が持てなくなること（全体） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育てに自信が持てなくなることは、今回調査は「よくある」が

7.9％であり、前回調査の 6.2％を 1.7 ポイント上回っている（図表２－２－９－３）。 

 

図表２－２－９－３ 子育てに自信が持てなくなること（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前回調査との比較＞

楽しみ
どちらかとい
えば楽しみ

無回答  0.5

楽しみではない  0.2

どちらかといえば
楽しみではない  0.5

特に感じない  0.8

(%)

85.8 12.4 全     体(N=1,301)

特にない
無回答  0.2

たまにある

よくある

ときどきある

(%)
25.6 12.455.5 6.2 全     体（N=1,109）

まったくない
あまりない

よくあるときどきある
無回答  0.5

特に感じない  1.9

(%)
7.5 54.028.2 7.9 全     体(N=1,301)
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◇子どもと話す頻度 

子どもと話す頻度は、「よく話す」が 88.1％となっている（図表２－２－９－４）。 

 

図表２－２－９－４ 子どもと話す頻度（全体） 

 

 

 

 

 

 

◇子育てが嫌になること 

子育てが嫌になることは、「ときどきある」の 32.4％と「よくある」の 2.9％を合計すると

35.5％となる。 

家族類型別にみると、「ときどきある」と「よくある」を合計すると、ひとり親家庭が38.2％、

専業主婦（夫）家庭が 36.9％で全体を上回っている（図表２－２－９－５）。 

 

図表２－２－９－５ 子育てが嫌になること（全体、家族類型別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子育てが嫌になることは、選択肢が異なるものの、前回調査・今

回調査ともに「よくある」が３％弱となっている（図表２－２－９－６）。 

 

図表２－２－９－６ 子育てが嫌になること（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

＜前回調査との比較＞

よく話す
無回答  0.3

ときどき話す
話をしない  0.0

あまり話さない  0.4

(%)

88.1 11.2 全     体(N=1,301)

まったくない
無回答

あまりない

よくある

ときどきある

27.6

21.4

22.7

28.8

18.5

41.7

45.2

40.0

33.1

37.0

30.9

34.1

33.1

33.3

2.5

2.3

2.8

5.1

7.4

27.6 0.5

0.3

0.4

0.0

3.7

 (n=  199)

 (n=  392)

 (n=  537)

 (n=  118)

 (n=   27)

ひとり親家庭

フ ル タ イ ム
共 働 き

フルタイム・
パートタイム
共働き

専業主婦
（夫）家庭

そ の 他

(家族類型別)

23.5 40.8 2.932.4 0.4 (N=1,301)

(%)

全 体

特にない
無回答  0.4

たまにある

よくある

ときどきある

(%)
43.4 8.145.4 2.8 全     体（N=1,109）
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◇イライラして子どもをたたいてしまうこと 

イライラして子どもをたたいてしまうことは、「ときどきある」の 32.7％と「よくある」

の 2.2％を合計すると 34.9％となる。 

家族類型別にみると、「ときどきある」、「よくある」を合計すると、専業主婦（夫）家庭が

36.9％で全体の 34.9％を 2.0 ポイント上回っている（図表２－２－９－７）。 

 

図表２－２－９－７ イライラして子どもをたたいてしまうこと（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、子どもをたたいてしまうことは、選択肢が異なるものの、「よくあ

る」が今回調査では 2.2％、前回調査では 3.0％となっている（図表２－２－９－８）。 

 

図表２－２－９－８ カッとして子どもをたたいてしまうこと（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜前回調査との比較＞
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30.2 0.5
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0.0

0.0

3.7

 (n=  199)

 (n=  392)

 (n=  537)

 (n=  118)

 (n=   27)
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フ ル タ イ ム
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(%)
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◇しつけのために子どもを厳しくしかること 

しつけのために子どもを厳しくしかることは、「ときどきある」の 67.1％と「よくある」

の 20.6％を合計すると 87.7％となる（図表２－２－９－９）。 

 

図表２－２－９－９ しつけのために子どもを厳しくしかること（全体） 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

前回調査と比較すると、しつけのために子どもを厳しくしかることは、選択肢が異なるも

のの、今回調査では「よくある」が 20.6％であり、前回調査の 12.4％を 8.2 ポイント上回っ

ている（図表２－２－９－10）。 

 

図表２－２－９－10 しつけのために子どもを厳しくしかること（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇子どもの面倒をみないこと 

食事を与えない、風呂に入れないなど、子どもの面倒をみないことは、「まったくない」が

93.9％となっているが、「ときどきある」が 0.5％（6 人）であり、少数ながら回答した人も

いる（図表２－２－９－11）。 

 

図表２－２－９－11 子どもの面倒をみないこと（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

まったく
ない 無回答

あまりない

よくあるときどきある

(%)

67.1

0.5

11.5 20.6 0.4 全     体(N=1,301)

＜前回調査との比較＞

まったくない
無回答  0.2

あまりない よくある  0.0

ときどきある  0.5

(%)

93.9 5.5 全     体(N=1,301)

特にない
無回答

たまにある

よくある
ときどきある

(%)
2.9 29.155.4 12.4 0.2 全     体（N=1,109）
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◇子どもの考えていることや家庭以外でのすごし方について 

子どもの考えていることや家庭でのすごし方に関する認知度は、「よく知っている」の

26.3％と｢おおむね知っている｣の 70.2％を合計すると 96.5％となる（図表２－２－９－12）。 

 

図表２－２－９－12 子どもの考えていることや家庭以外でのすごし方に関する認知度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
⑩ 母親、父親がふだんの生活の中で子どもと接する時間（問６） 
 

母親、父親がふだんの生活の中で子どもと接する時間は、平日・休日ともに父親よりも母

親の方が接する時間の長い人が多くなっており、特に平日は母親の 85.9％が３時間以上子ど

もと接しているのに対し、父親は 48.3％の人が子どもと接する時間が１時間未満となってい

る（図表２－２－10）。 

 

図表２－２－10 母親、父親がふだんの生活の中で子どもと接する時間（全体） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体(N=1,301) (%)

１
時
間
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１
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２
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時
間
以
上

い
な
い

同
居
し
て

い
な
い

父
・
母
親
は

無
回
答

父親平日 48.3 27.4 13.3 3.7 4.8 2.5

父親休日 4.4 11.1 72.0 3.7 4.8 3.9

母親平日 1.8 10.8 85.9 0.2 0.5 0.8

母親休日 0.5 2.6 94.1 0.2 0.5 2.2

よく知っている 無回答　　0.3おおむね知っている

まったく知らない  0.1

あまり知らない　　3.2

(%)
26.3 70.2 全　　体(N=1,301)
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⑪ 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること（問７） 
 

子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になることは、「子どもの教育・塾、進路に関する

こと」が 52.3％で最も多く、次いで「友だちづきあいなど対人関係に関すること」が 47.4％、

「子どものほめ方/しかり方がよくわからないこと」が 20.7％となっている。 

家族類型別にみると、ひとり親家庭は、「発達・教育に関すること」、「子育ての方法がよく

わからないこと」、「子どもとの時間を十分にとれないこと」、「仕事や自分のやりたいことが

十分できないこと」などが全体に比べて多くなっている。フルタイム共働き家庭では「子ど

もとの時間を十分にとれないこと」が全体に比べて多くなっている（図表２－２－11－１）。 

 

図表２－２－11－１ 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること 

（全体、家族類型別：複数回答） 
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 (N=1,301) 52.3 47.4 20.7 19.9 19.8 17.8 14.7 14.3 12.3 10.6 9.5 4.2 1.9 4.8 9.7 1.1

フルタイム共働き  (n=  199) 48.7 41.7 18.6 19.6 18.6 19.6 14.1 13.1 34.2 11.1 8.5 5.0 1.0 5.0 8.0 1.5

フルタイム・パートタイム
共働き

 (n=  392) 58.2 49.7 20.2 20.4 21.7 15.1 15.1 14.8 9.2 8.2 10.7 3.3 1.3 3.1 8.7 1.5

専業主婦（夫）家庭  (n=  537) 51.4 48.2 22.5 19.7 19.2 16.2 14.2 14.0 4.5 12.3 9.1 3.9 2.0 5.8 11.0 0.4

ひとり親家庭  (n=  118) 45.8 43.2 21.2 20.3 20.3 28.8 18.6 15.3 22.0 7.6 11.0 8.5 5.1 6.8 10.2 0.8

その他  (n=   27) 40.7 48.1 18.5 14.8 11.1 18.5 7.4 25.9 14.8 7.4 3.7 3.7 0.0 0.0 7.4 7.4

 全              体

家
族
類
型
別
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前回調査と比較すると、子育ての中で日ごろ悩んでいることは、前回調査・今回調査とも

に、「子どもの教育・塾、進路に関すること」、「友だちづきあいなど友達関係に関すること」

が上位となっている（図表２－２－11－２）。 

 

図表２－２－11－２ 子育ての中で日ごろ悩んでいること（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前回調査との比較＞
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全　体 (N=1,301) 全　体 (N=1,109)

＜前回調査＞＜今回調査＞
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⑫ 子育てについて気軽に相談できる人の有無（Ｆ３×問８） 
 

子育てについて気軽に相談できる人の有無は、「いる」が 92.4％であり、「いない」が 7.3％

となっている（図表２－２－12）。 

 

図表２－２－12 子育てについて気軽に相談できる人の有無（全体） 

 

 
 
 
 
⑬ 子育てについて気軽に相談できる人（問８－１） 
 

子育てについて気軽に相談できる人がいる場合に、気軽に相談できる人は誰かをたずねた

ところ、「親や家族」が 80.4％で最も多く、次いで「子育て中の仲間」が 74.0％となってい

る（図表２－２－13）。 

 
図表２－２－13 子育てについて気軽に相談できる人 

＜子育てについて気軽に相談できる人が「いる」と回答した人＞（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 希望した時期の保育サービスの利用状況（問９） 

 
希望した時期に希望した保育サービスを利用できたかは、「利用できた」が 44.3％で、「利

用できなかった」が 26.2％となっている（図表２－２－14）。 
 

図表２－２－14 希望した時期の保育サービスの利用状況（全体） 
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▼
親
や
家
族

▼
子
育
て
中
の
仲
間

▼
近
所
の
人

▼
学
校
や
教
員

▼
子
育
て
の
た
め
の
施

設 ▼
行
政

（
市
役
所
・
警

察
・
児
童
相
談
所
な

ど

）

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体(n=1,202)

80.4
74.0

22.4
13.7

1.7 1.1
6.2

0.1
0

20

40

60

80

100
(%)
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（３）保護者の就労状況 

 
① 両親の就労状況（就労の有無（就労形態）、就労時間・日数、帰宅時間、フルタ

イムへの転換希望）（問 10） 
 
◇両親の就労の有無 

就労の有無は、父親は「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」が

90.1％となっている。母親は「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 35.0％、

「就労している（パートタイム、アルバイトなど）」が 34.0％となっている（図表２－３－

１－１）。 

 

図表２－３－１－１ 両親の就労の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇フルタイムで働く親の１週あたりの就労時間 

フルタイムでかつ育休・介護休業中ではない人の、１週あたりの平均就労時間は、父親が

50.7 時間であり、母親は 38.0 時間となっている（図表２－３－１－２）。 

 

図表２－３－１－２ フルタイムで働く親の１週あたりの就労時間（全体） 

＜就労形態がフルタイム（育休・介護休業中は含まない）の人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

30 30 40 50 60 70 80 90 100

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

40 50 60 70 80 90 100

時
間
未
満

時
間
未
満

時
間
未
満

時
間
未
満

時
間
未
満

時
間
未
満

時
間
未
満

父親  (n=1,172) 8.4 1.4 21.7 21.0 17.0 8.5 2.5 0.9 0.5 18.2 50.7時間

母親  (n=  258) 10.5 25.6 42.2 9.7 1.9 0.4 0.0 0.0 0.0 9.7 38.0時間

無
回
答

平
均

時
間
未
満

時
間
以
上

(%)

全体
(N=1,301)

▼
就
労
し
て
い
る

（
フ

ル
タ
イ
ム
育
休
・
介
護

休
業
中
は
含
ま
な
い

）

▼
就
労
し
て
い
る

（
フ

ル
タ
イ
ム
だ
が
育
休
・

介
護
休
業
中

）

▼
就
労
し
て
い
る

（
パ
ー

ト
タ
イ
ム

、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど

）

▼
以
前
は
就
労
し
て
い

た
が

、
現
在
は
就
労
し

て
い
な
い

▼
こ
れ
ま
で
に
就
労
し

た
こ
と
が
な
い

▼
父
親
／
母
親
は
い
な

い ▼
無
回
答

父親 90.1 0.2 0.6 0.8 0.1 5.1 3.2

母親 19.8 0.5 34.0 35.0 8.5 0.5 1.8
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◇フルタイムで働く親の帰宅時間 

フルタイムでかつ育休・介護休業中ではない人の帰宅時間は、父親は 20～22 時が多くなっ

ており、母親は 18～19 時が多くなっている（図表２－３－１－３）。 

 

図表２－３－１－３ フルタイムで働く親の帰宅時間（全体） 

＜就労形態がフルタイム（育休・介護休業中は含まない）の人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇パート・アルバイトで働く親の１週あたりの就労日数と１日あたりの就労時間 

パート・アルバイトなどをしている親の１週あたりの平均就労日数および 1 日あたりの平

均就労時間は、父親は１週あたり 4.2 日、１日あたり 6.7 時間であるのに対し、母親は１週

あたり 3.9 日、１日あたり 5.2 時間となっている（図表２－３－１－４、図表２－３－１－

５）。 

 

図表２－３－１－４ パート･アルバイトで働く親の１週あたりの就労日数（全体） 

＜就労形態がパート・アルバイトなどの人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－３－１－５ パート･アルバイトで働く親の１日あたりの就労時間（全体） 

＜就労形態がパート・アルバイトなどの人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

平
均

父親  (n= 8) 0.0 0.0 25.0 0.0 37.5 0.0 0.0 37.5 4.2日

母親  (n=442) 3.2 7.0 23.1 26.0 31.0 3.4 0.0 6.3 3.9日

(%)

2 3 4 5 6 7 8 9 10

時
間
以
下

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間
以
上

父親  (n= 8) 0.0 25.0 0.0 12.5 0.0 12.5 25.0 0.0 12.5 12.5 6.7時間

母親  (n=442) 4.5 8.8 25.8 23.8 16.3 6.3 7.7 0.5 2.0 4.3 5.2時間

無
回
答

平
均

(%)

1 7 12 17 18 19 20 21 22 23 24

～ ～ ～

6 11 16

時 時 時

父親  (n=1,172) 2.1 4.1 0.7 0.9 5.5 9.6 14.4 15.1 16.5 10.3 5.5 15.3

母親  (n=  258) 1.6 1.6 2.7 7.8 38.4 24.4 8.9 2.3 1.2 0.8 0.4 10.1

無
回
答

時 時 時 時 時 時 時 時
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◇パート・アルバイトで働く親のフルタイムへの転換希望（パート・アルバイト等） 

パート・アルバイトなどをしている親のフルタイムへの転換希望は、父親は「希望がある」

が 25.0％で最も多くなっている。母親は「希望はない」が 38.7％で最も多く、次いで「希望

はあるが予定はない」が 25.6％となっている（図表２－３－１－６）。 

 

図表２－３－１－６ パート・アルバイトで働く親のフルタイムへの転換希望（全体） 

＜就労形態がパート・アルバイトなどの人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 就労していない母親の就労希望（問 10－１） 
 
◇就労していない母親の就労希望 

現在就労していない母親の就労希望は、「ある（１年より先で、子どもがある程度大きくな

ったら就労したい）」が 48.5％であり、「ある（すぐにでも、もしくは１年以内に希望がある）」

が 28.3％となっている。合計すると、就労希望がある人は 76.8％となる（図表２－３－２－

１）。 

 

図表２－３－２－１ 就労していない母親の就労希望（全体） 

＜母親が現在就労していないと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇就労希望がある母親の希望する就労形態 

就労希望がある母親の希望する就労形態は、「フルタイムによる就労」が 6.0％、「パート

タイム・アルバイトなどによる就労」が 88.9％となっている（図表２－３－２－２）。 

 

図表２－３－２－２ 就労希望がある母親の希望する就労形態（全体） 

＜母親に就労希望があると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

パートタイム、アルバイト
などによる就労 無回答

フルタイムに
よる就労

(%)

6.0 88.9 5.1 全　　体(n=434)

希望はない 無回答希望がある

希望があるが予定はない

(%)
25.0

9.7

12.5

25.6

12.5

38.7

50.0

26.0

 父　　親(n=  8)

 母　　親(n=442)

無回答
ない

ある（すぐにでも、
もしくは１年以内に
希望がある）

ある（１年より先で、子ど
もがある程度大きくなっ
たら就労したい）

(%)

28.3 0.448.5 22.8 全    体(n=565)
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◇パート・アルバイトを希望する母親の希望する週あたりの就労日数、就労時間 

パート・アルバイトを希望する母親の希望する週あたりの平均就労日数は 3.5 日、１日あ

たりの平均就労時間は 4.8 時間となっている（図表２－３－２－３、図表２－３－２－４）。 

 

図表２－３－２－３ 希望する週あたりの就労日数（全体） 

＜就労希望がある母親でパート・アルバイトなどを希望すると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－３－２－４ 希望する１日あたりの就労時間（全体） 

＜就労希望がある母親でパート・アルバイトなどを希望すると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇母親に就労希望がありながら現在働いていない理由 

母親に就労希望がありながら現在働いていない理由は、「働きながら子育てできる適当な

仕事がない」が 45.9％で最も多くなっている（図表２－３－２－５）。 
 

図表２－３－２－５ 母親に就労希望がありながら現在働いていない理由（全体） 

＜母親に就労希望があると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４日
無回答

３日２日以下 ５日

５日以上

平均
3.5日

(%)

4.9 11.4 3.651.8 28.2

0.0

 全　　体(n=386)

５時間 無回答  3.4４時間３時間以下 ６時間

７時間  1.3

平均
4.8時間

８時間以上  2.1

(%)

6.7 13.733.2 39.6 全　　体(n=386)

学童クラブなど
のサービスが利
用できない 無回答

働きながら子育
てできる適当な
仕事がない

家族の考え方（親族の理解
が得られない）など就労する
環境が整っていない

自分の知
識、能力
にあう仕
事がない

その他

(%)
2.8 45.9 4.4 3.58.5 35.0 全　　体(n=434)
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◇子どもがある程度大きくなったら就労したいと考えている母親が、就労を希望する時の 

末子の年齢 

子どもがある程度大きくなったら就労したいと考えている母親が、就労を希望する時の末

子の年齢は、７歳以降と答える人が 71.5％となっている（図表２－３－２－６）。 

 

図表２－３－２－６ 母親が就労を希望する時の末子の年齢（全体） 

＜子どもがある程度大きくなったら就労したいと母親が考えていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

③ 出産前後の離職の経験（問 11） 
 

出産前後の離職の経験は、「出産１年前にすでに働いていなかった」が42.2％で最も多く、

次いで「離職した」が 36.7％となっている（図表２－３－３）。 

 

図表２－３－３ 出産前後の離職の経験（全体） 

 

 

 

 

 

④ 保育サービスや環境が整っていたら就労を継続したか（問 11－１） 
 

仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら就労を継続したかについ

ては、「いずれにしてもやめていた」が 44.8％となっているが、「職場において、働き続けや

すい環境が整っていれば、継続して就労していた」が 16.3％、「保育サービスと両立支援環

境が整っていれば継続して就労していた」が 15.5％、「保育サービスが確実に利用できる見

込みがあれば、継続して就労していた」が 10.5％であり、保育サービスなどの環境が整って

いれば就労をしていた割合を合計すると 42.3％となる（図表２－３－４）。 

 

図表２－３－４ 保育サービスや環境が整っていたら就労を継続したか（全体） 

＜出産前後に母親が「離職した」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

継続的に働い
ていた（転職も
含む） 無回答離職した

出産１年前に
すでに働いて
いなかった

(%)
36.7 2.818.2 42.2 全     体(N=1,301)

５～６歳 無回答

３～４歳

２歳以下 ７～８歳 ９～10歳

平均
8.9歳

11～12歳

13歳以上

(%)

25.2 13.5 11.3

0.0

9.1 8.0 22.6 10.2 全　　体(n=274)

職場において、働き続けやすい環境が
整っていれば、継続して就労していた

無回答

保育サービスが確実に利用できる見込み
があれば、継続して就労していた

保育サービスと両立支援環境が整って
いれば継続して就労していた

家族の考え方など就労する
環境が整っていない

いずれにしてもやめていた

その他

(%)
10.5 5.0 44.8 7.316.3 15.5 0.6 全     体(n=478)
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（４）子どもの日々のすごし方 

 
① 子どものふだんの生活について（問 12） 
 
◇朝食の摂取状況 

子どもの朝食の摂取状況は、「ほぼ毎日食べる」が 96.8％となっている（図表２－４－１

－１）。 

 

図表２－４－１－１ 朝食の摂取状況（全体） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

前回調査と比較すると、朝食の摂取状況は、前回調査・今回調査ともに「ほぼ毎日食べる」

が 95～96％となっている（図表２－４－１－２）。 

 

図表２－４－１－２ 朝食の摂取状況（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇夕食の状況 

子どもが夕食を親と一緒に食べる頻度は、「いつも父や母など大人と食べる」が 88.9％と

なっている（図表２－４－１－３）。 

 

図表２－４－１－３ 夕食を親と一緒に食べる頻度（全体） 

 

 

 

 

 

 

＜前回調査との比較＞

ほぼ毎日食べる
無回答  0.2

週に３～５日程度食べる  1.8

ほとんど食べない  0.6

週に１～２日程度食べる  0.6

(%)
96.8全　　体(N=1,301)

いつも父や母など大
人と食べる 無回答  0.7

ときどき子
どもだけで
食べる

いつも子どもだけ
で食べる  1.5

(%)
88.9 8.9全　　体(N=1,301)

ほぼ毎日食べる 無回答  0.4

週に３～５回程度食べる  2.3

ほとんど食べない  0.7

週に１～２回程度食べる  1.1

(%)
95.5全     体（N=1,109）
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前回調査と比較すると、夕食の状況は、今回調査は前回調査を「ときどき子どもだけで食

べる」が 1.7 ポイント、「いつも子どもだけで食べる」が 0.6 ポイント下回っている（図表２

－４－１－４）。 

 

図表２－４－１－４ 夕食の状況（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学習塾や習い事の状況 

学習塾や習い事の状況は、「通っている」が 79.0％であり、通っている場合の週あたりの

平均日数は 2.5 日である（図表２－４－１－５、図表２－４－１－６）。 

 

図表２－４－１－５ 学習塾や習い事の状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

図表２－４－１－６ 学習塾や習い事に通っている週あたりの日数（全体） 

＜子どもが学習塾や習い事に通っていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

通っている 無回答
通っていない

(%)
79.0 20.8 0.2 全　　体(N=1,301)

＜前回調査との比較＞

いつも家族でとる 無回答  0.5

ときどき子ども
だけでとる

いつも子どもだ
けでとる  2.1

(%)
86.8 10.6 全     体（N=1,109）

１日 無回答  0.4２日 ４日３日

７日  0.2

2.5日

平均

６日  1.8

５日

(%)
24.6 23.1 13.032.1 4.9 全　　体(n=1,028)
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前回調査と比較すると、学習塾や習い事の状況は、今回調査は「通っている」が 79.0％で

あり、前回調査を 4.9 ポイント上回っている（図表２－４－１－７）。 

また、通っている場合の週あたりの日数は、今回調査は週４日以上が 19.9％であり、前回

調査の 14.3％を 5.6 ポイント上回っている（図表２－４－１－８）。 

 

図表２－４－１－７ 通っている学習塾や習い事の状況（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

図表２－４－１－８ 学習塾や習い事に通っている週あたりの日数（全体／前回調査） 

＜子どもが学習塾や習い事に通っていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇テレビ、ビデオ、テレビゲームの時間の制限の有無 

子どもがテレビやビデオを見たりテレビゲームをする時間を決めているかは、「決めてい

ない」が 54.7％で「決めている」の 44.7％を上回っている。決めている場合の１日あたりの

平均時間は 1.6 時間となっている（図表２－４－１－９、図表２－４－１－10）。 

 

図表２－４－１－９ テレビ、ビデオ、テレビゲームの時間の制限の有無（全体） 

 

 

 

 

 
図表２－４－１－10 時間制限がある場合の１日あたりの時間（全体） 

＜テレビ、ビデオ、テレビゲームの時間を決めていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

決めている 無回答決めていない

(%)
44.7 54.7 0.7 全　　体(N=1,301)

＜前回調査との比較＞

通っている 無回答通っていない

(%)
74.1 25.0 0.9 全     体（N=1,109）

０時間 無回答  1.9１時間 ３時間２時間

1.6時間
平均

５時間以上  0.3

４時間  1.5

(%)
1.5 33.751.1 9.8 全　　体(n=581)

週１日 無回答  0.2週２日 週４日週３日

週５日以上  4.1

(%)

30.3 23.7 10.231.4 全     体（n=  822）
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前回調査と比較すると、子どもがテレビやビデオを見たりテレビゲームをする時間を決め

ているかは、今回調査は「決めている」が 44.7％であり、前回調査の「決められている」の

38.9％を 5.8 ポイント上回っている（図表２－４－１－11）。 

決めている場合の１日あたりの時間は、前回調査・今回調査ともに「１時間」が 50％程度

となっている（図表２－４－１－12）。 

 

図表２－４－１－11 テレビ、ビデオ、テレビゲームの時間の制限の有無（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 
図表２－４－１－12 時間制限がある場合の１日あたりの時間（全体／前回調査） 

＜テレビ、ビデオ、テレビゲームの時間を決めていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇インターネットの利用状況 

家庭での子どものインターネットの利用状況は、「利用している」が 38.2％となっている

（図表２－４－１－13）。 

 

図表２－４－１－13 家庭での子どものインターネット利用状況（全体） 

 

 

 

 
 

利用している 無回答利用していない

(%)
38.2 61.3 0.5 全　　体(N=1,301)

＜前回調査との比較＞

決められている 無回答決めていない

(%)
38.9 59.8 1.4 全     体（N=1,109）

１時間未満 １時間 ３時間２時間 無回答  2.1

５時間以上  0.5

４時間  1.2

(%)
0.0 38.549.2 8.6 全     体（n=431）
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◇子どもが保護者と話をしたり出かけたりする時間 

子どもが１日に保護者と話をしたり出かけたりする平均時間は、平日が 3.7 時間、土曜日、

が 8.2 時間、日曜日・祝日が 8.9 時間となっている（図表２－４－１－14）。 

 

図表２－４－１－14 子どもが１日に保護者と話をしたり出かけたりする時間（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇自分専用品の所持状況 

子どもが自分専用にもっているものは、「自転車」が 91.5％で最も多く、次いで「携帯型

ゲーム機」が 56.0％、「ひとり部屋」が 24.4％となっている（図表２－４－１－15）。 

 

図表２－４－１－15 子どもが自分専用にもっているもの（全体：複数回答） 
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② 子どもの学校終了後から夕食前までのすごし方（問 13） 
 

子どもの学校終了後から夕食前までのすごし方は、「友達や兄弟姉妹と公園など外で遊ぶ」

が 59.1％で最も多く、次いで「塾や習い事に行っている」が 55.9％となっている（図表２－

４－２）。 

 

図表２－４－２ 子どもの学校終了後から夕食前までのすごし方（全体：複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③平日の学校終了後から夕食前までの時間帯における主たる保育者の用事（問 14） 
 

平日の学校終了後から夕食前までの時間帯における主たる保育者の用事は、「家で用を済

ましている」が 67.3％で最も多く、次いで「子どもと一緒にすごしている」が 48.3％となっ

ている（図表２－４－３）。 

 

図表２－４－３ 平日の学校終了後から夕食前までの時間帯における主たる保育者の用事 

（全体：複数回答） 
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④ 子どもの土日祝日のすごし方（問 15） 
 

子どもの土日祝日のすごし方は、「自宅で家族とすごしている」が 80.2％で最も多く、次

いで「友達や兄弟姉妹と公園など外で遊ぶ」が 50.2％となっている（図表２－４－４）。 

 

図表２－４－４ 子どもの土日祝日のすごし方（全体：複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

⑤ 土日祝日における主たる保育者の用事（問 16） 
 

土日祝日における主たる保育者の用事は、「子どもと一緒にすごしている」が 83.1％で最

も多く、次いで「家で用を済ましている」が 74.9％となっている（図表２－４－５）。 

 

図表２－４－５ 土日祝日における主たる保育者の用事（全体：複数回答） 
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⑥ 子どもの放課後や休日のすごし方についての意見（問 17） 
 

子どもの放課後や休日のすごし方についての意見を自由記述形式でたずねたところ、全体

で 221 件の回答があった。内容と件数は以下の通りである。 

 

内容 件数 

安全で安心して遊べる公園、場がほしい 48 件

野球、サッカーなどのボール遊び、スポーツができる公園、場がほしい 30 件

放課後子ども教室への要望 29 件

放課後子ども教室への感謝 14 件

休日、長期休みのすごし方 13 件

学童クラブへの要望 12 件

文化センターへの要望 10 件

公園への要望（公園が少ない、遊具が少ない等） 9 件

子どもは習い事や塾などで忙しそうである 9 件

主に室内ですごしている 8 件

家族とすごす時間が大切である 6 件

土曜日には学校があったほうがよい 6 件

雨の日に遊べる場所がほしい 3 件

障害のある子どもの居場所が必要 3 件

主に家族とすごしている 2 件

地域でのイベントの充実を望む 2 件

その他 17 件
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⑦ 学校の長期休業中における子どものすごし方（問 18） 
 

夏休みなど学校の長期休業中における子どものすごし方は、「自宅で親・祖父母など親族と

すごす」が 74.2％で最も多く、次いで「図書館、文化センターなどの公共施設に行く」が 29.5％

となっている（図表２－４－７）。 

 

図表２－４－７ 学校の長期休業中における子どものすごし方（全体：複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 朝の時間の一時あずかりサービスの利用意向、日数／週（問 19） 
 

学校がはじまるまでの朝の時間の一時あずかりのサービスに対する利用意向は、「意向がな

い」が 93.5％となっている。利用意向がある人は 4.5％で、１週あたりの平均利用希望日数

は 3.8 日となっている（図表２－４－８－１、図表２－４－８－２）。 

 

図表２－４－８－１ 朝の時間の一時あずかりサービスの利用意向（全体） 

 

 

 

 

 

図表２－４－８－２ 一時あずかりサービスの週あたりの利用希望日数（全体） 

＜一時あずかりサービスの利用意向がある人＞ 
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⑨ 子どもが学校に行くことをしぶることの有無（問 20） 
 

子どもが学校へ行くことをしぶることの有無は、「ない」が 86.8％となっている。「よくあ

る」の 1.4％と「ときどきある」の 10.8％を合計すると 12.2％が、子どもが学校へ行くのを

しぶることがあると答えている（図表２－４－９－１）。 

 

図表２－４－９－１ 子どもが学校へ行くのをしぶることの有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

前回調査と比較すると、子どもが学校へ行くことをしぶることは、今回調査は「よくある」

と「ときどきある」の合計が 12.2％であり、前回調査の 16.3％を 4.1 ポイント下回っている

（図表２－４－９－２）。 

 

図表２－４－９－２ 子どもが学校へ行くのをしぶることの有無（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

⑩ 子どもが学校に行きたがらないときの対応（問 20－１） 
 

子どもが学校へ行きたがらないときの対応は、「無理やりにでも学校に行かせた」と「行き

たくない理由を話し合い、場合によっては休ませた」がともに 45.6％で最も多く、次いで「学

校の先生に相談した」が 31.0％となっている（図表２－４－10－１）。 

 

よくある 無回答ない
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＜前回調査との比較＞
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図表２－４－10－１ 子どもが学校へ行きたがらないときの対応 

＜子どもが学校へ行くのをしぶることがある人＞（全体：複数回答） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

前回調査と比較すると、子どもが学校へ行きたがらないときの対処法は、上位３位は変わ

らないが、前回調査は「行きたくない理由を話し合い、場合によっては休ませた」が 52.2％

で最も多く、次いで「学校の先生に相談した」が 36.7％、「無理やりにでも学校に行かせた」

が 35.0％となっている（図表２－４－10－２）。 
 

図表２－４－10－２ 子どもが学校へ行きたがらないときの対処法 

＜子どもが学校へ行くのをしぶることがある人＞（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

＜前回調査との比較＞

▼
無
理
や
り
に
で
も
学
校
に
行
か

せ
た

▼
行
き
た
く
な
い
理
由
を
話
し
合

い

、
場
合
に
よ

っ
て
は
休
ま
せ
た

▼
学
校
の
先
生
に
相
談
し
た

▼
配
偶
者
や
親
族
に
相
談
し
た

▼
だ
ま

っ
て
様
子
を
見
た

▼
子
ど
も
の
意
志
に
ま
か
せ
た

▼
知
人
や
友
人
に
相
談
し
た

▼
専
門
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た

▼
特
に
何
も
し
な
か

っ
た

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体(n=158)

45.6 45.6

31.0 30.4

16.5 15.2 13.3
7.6

1.3

10.1

1.9

0

10

20

30

40

50
(%)

▼
無
理
や
り
に
で
も
学
校
に
行
か

せ
た

▼
行
き
た
く
な
い
理
由
を
話
し
合

い

、
場
合
に
よ

っ
て
は
休
ま
せ
た

▼
学
校
の
先
生
に
相
談
し
た

▼
配
偶
者
や
親
族
に
相
談
し
た

▼
だ
ま

っ
て
様
子
を
見
た

▼
子
ど
も
の
意
志
に
ま
か
せ
た

▼
知
人
や
友
人
に
相
談
し
た

▼
専
門
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た

▼
特
に
何
も
し
な
か

っ
た

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

45.6

15.2 13.3

7.6

1.3 1.9
7.2

1.7
6.7

3.3

10.1

45.6

31.0 30.4

16.5 15.617.2

35.0

29.4

15.6

52.2

36.7

0

20

40

60

(%)

今回調査(n=158)

前回調査(n=180)



                                     ２ 小学生調査 

- 121 - 

⑪ 「いじめ」または「いじめと思われること」を受けた経験（問 21） 
 

子どもが「いじめ」または「いじめと思われること」を受けた経験は、「現在受けている」

が 1.0％であり、「これまでに受けたことがある」の 22.4％を合計すると、23.4％がいじめを

受けた経験があると答えている。 

学年別にみると、低学年よりも高学年の方が、いじめを受けた経験が多くなっている。 

家族類型別にみると、専業主婦（夫）家庭は、「これまでに受けたことがある」が全体に比

べて少なく、「受けたことはない」が多くなっている。その一方で、ひとり親家庭やフルタイ

ム共働き家庭では「受けたことはない」が全体に比べて少なくなっている（図表２－４－11

－１）。 

 
 

図表２－４－11－１ 「いじめ」または「いじめと思われること」を受けた経験の有無 

（全体、学年別、家族類型別） 
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前回調査と比較すると、「いじめ」または「いじめと思われること」を受けた経験は、「現

在受けている」と「これまでに受けたことがある」を合計すると、今回調査では 23.4％、前

回調査では 22.6％であり、４～５人に１人がいじめを受けた経験があることになる（図表２

－４－11－２）。 

 
図表２－４－11－２ 「いじめ」または「いじめと思われること」を受けた経験の有無（全体） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ 「いじめ」または「いじめと思われること」を受けたときの対処法（問 22） 
 

子どもが「いじめ」または「いじめと思われること」を受けたときの対処法は、「子どもに

事情をよく聞く」が 96.4％で最も多く、次いで「学校に相談する」が 85.8％、「子どもと解

決策について話し合う」が 64.7％となっている（図表２－４－12－１）。 

 

図表２－４－12－１ 「いじめ」または「いじめと思われること」を受けたときの対処法 

（全体：複数回答） 
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前回調査と比較すると、子どもが「いじめ」を受けたときの対処法は、前回調査・今回調

査ともに「子どもに事情をよく聞く」、「子どもと解決策について話し合う」が上位となって

いる（図表２－４－12－２）。 

 
図表２－４－12－２ 「いじめ」を受けたときの対処法（全体：複数回答／前回調査） 
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⑬ 子育て相談施設等の認知、利用状況、今後の利用意向（問 23） 

 
◇子育て相談施設等の認知状況 

子育てについて相談できる各施設等の認知状況について「はい（知っている）」と答えた割

合は、「児童相談所」が 86.3％で最も高く、次いで「児童館」が 80.4％、「母親学級、両親学

級、育児学級」が 77.3％となっている。一方、「いいえ（知らない）」と答えた割合は、「東

京都教育相談センター」が 70.8％で最も高く、次いで「教育・就学相談（教育センター）」

が 57.7％、「子育て支援情報誌」が 56.2％、「家庭教育に関する学級・講座」が 56.0％とな

っている（図表２－４－13－１）。 

 

図表２－４－13－１ 子育て相談施設等の認知状況（全体） 
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◇子育て相談施設等の利用状況 

子育てについて相談できる施設等をこれまでに利用したことがあるかについて「はい」と

答えた割合は、「児童館」が 47.0％で最も高く、次いで「母親学級、両親学級、育児学級」

が 37.7％、「保育所や幼稚園の園庭などの開放」が 30.7％となっている（図表２－４－13－

２）。 

 

図表２－４－13－２ 子育て相談施設等の利用状況（全体） 
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◇子育て相談施設等の今後の利用意向 

子育てについて相談できる施設等を今後利用したいかについて「はい」と答えた割合は、

「児童館」が 48.0％で最も高く、次いで「子育て支援情報誌」が 32.0％、「教育・就学相談

（教育センター）」が 28.4％となっている（図表２－４－13－３）。 

 

図表２－４－13－３ 子育て相談施設等の今後の利用意向（全体） 
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⑭ 文化センターの子ども向け事業やサークルへの参加経験（問 24） 
 

文化センターの子ども向け事業やサークルへの参加経験は、「参加したことがある」が

62.8％となっている（図表２－４－14）。 

 

図表２－４－14 文化センターの子ども向け事業やサークルへの参加経験（全体） 

 

 

 

 

 

 

⑮ 文化センターへの意見（問 25） 
 

文化センターについての意見を自由記述形式でたずねたところ、全体で 258 件の回答があ

った。内容と件数は以下の通りである。 
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⑯ 子どもが集う場として望ましいと思うもの（問 26） 
 

身近な地域で子どもが集う場として望ましいと思うものは、「自然体験ができる場」が

67.3％で最も多く、次いで「スポーツをして身体をきたえる場」が 59.0％、「子ども同士で

自主活動などができる場」が 52.7％となっている（図表２－４－16－１）。 

 

図表２－４－16－１ 子どもが集う場として望ましいと思うもの（全体：複数回答） 
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前回調査と比較すると、身近な地域で子どもが集う場として望ましいと思うものは、前回

調査・今回調査ともに「自然体験ができる場」、「スポーツができる場」、「子ども同士で自主

活動などができる場」が上位３位となっている（図表２－４－16－２）。 

 
図表２－４－16－２ 子どもが集う場として望ましいと思うもの 

（全体：複数回答／前回調査） 
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（５）学童クラブ、放課後子ども教室 

 

① 学童クラブの利用状況（問 27） 

 
学童クラブの利用状況は、「利用している」が 11.3％となっている（図表２－５－１）。 

 

図表２－５－１ 学童クラブの利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 学童クラブの利用日数／週、土日の利用状況、利用している理由、利用希望時間

／日・時間帯（開始および終了時間）（問 27－１） 

 

◇学童クラブの利用日数と土日の利用状況 

学童クラブを利用している人の週あたりの利用日数は、平均 4.7 日となっている。またそ

のうち土日の利用状況は、「ある」が 23.1％となっている（図表２－５－２－１、図表２－

５－２－２）。 

 

図表２－５－２－１ 学童クラブの利用日数／週（全体） 

＜現在学童クラブを利用している人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－５－２－２ 学童クラブの土日の利用状況（全体） 

＜現在学童クラブを利用している人＞ 
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◇学童クラブを利用している理由 

学童クラブを利用している理由は、主たる保育者が「現在就労している」が 94.6％で最も

多くなっている（図表２－５－２－３）。 

 

図表２－５－２－３ 学童クラブを利用している理由（全体） 

＜現在学童クラブを利用している人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学童クラブを利用していない理由、今後の利用意向（問 27－２） 

 

◇学童クラブを利用していない理由 

学童クラブを利用していない理由は、子どもの主たる保育者が「現在就労していないから」

が 51.2％で最も多くなっている（図表２－５－３－１）。 

 

図表２－５－３－１ 学童クラブを利用していない理由（全体） 

＜現在学童クラブを利用していない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

▼
現
在
就
労
し
て
い
る

▼
就
労
予
定
が
あ
る
／
求

職
中
で
あ
る

▼
家
族
・
親
族
な
ど
を
介

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▼
病
気
や
障
害
が
あ
る

▼
学
生
で
あ
る

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全体  (n=147) 94.6 0.7 0.7 1.4 1.4 0.7 0.7

(%)

▼
現
在
就
労
し
て
い
な
い

か
ら

▼
学
童
ク
ラ
ブ
を
知
ら
な

か

っ
た
か
ら

▼
近
く
に
学
童
ク
ラ
ブ
が

な
い
か
ら

▼
学
童
ク
ラ
ブ
に
空
き
が

な
い
か
ら

▼
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時

間
が
短
い
か
ら

▼
利
用
料
が
か
か
る
か
ら

▼
子
ど
も
は
放
課
後
の
習

い
事
を
し
て
い
る
か
ら

▼
放
課
後
の
時
間
帯
な
ら

ば

、
子
ど
も
だ
け
で
も
大

丈
夫
だ
と
思
う
か
ら

▼
他
の
施
設
に
あ
ず
け
て

い
る
か
ら

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全体 (n=1,149) 51.2 0.4 0.2 0.5 0.3 1.9 5.7 5.0 0.3 31.3 3.0
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◇今後の学童クラブの利用意向 

学童クラブを利用していない人の今後の学童クラブの利用意向は、「利用したい」が 7.2％

となっている（図表２－５－３－２）。利用したい人の週あたりの利用希望日数は平均 3.5 日

であり、土日の利用希望は「利用したい」が 27.7％となっている（図表２－５－３－３、図

表２－５－３－４）。 

 

図表２－５－３－２ 今後の学童クラブの利用意向（全体） 

＜現在学童クラブを利用していない人＞ 

 

 

 

 
 

図表２－５－３－３ 週あたりの利用希望日数（全体） 

＜現在学童クラブを利用していない人で、今後利用希望がある人＞ 

 

 

 

 

 
 

図表２－５－３－４ 土日の利用希望（全体） 

＜現在学童クラブを利用していない人で、今後利用希望がある人＞ 

 

 

 

 

 

◇今後の学童クラブを利用したい理由 

今後の学童クラブの利用したい理由は、子どもの主たる保育者が「就労予定がある/求職中

である」が 30.1％で最も多く、次いで「現在就労している」が 25.3％となっている（図表２

－５－３－５）。 
 

図表２－５－３－５ 今後学童クラブを利用したい理由（全体） 

＜現在学童クラブを利用していない人で、今後利用希望がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい 無回答今後も利用しない

(%)

7.2 87.9 4.9 全　　体(n=1,149)

利用したい 無回答今後も利用しない

(%)

27.7 48.2 24.1 全     体(n= 83)

(%)

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

平
均

全体  (n= 83) 3.6 6.0 20.5 12.0 15.7 0.0 0.0 42.2 3.5日

(%)
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予
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が
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る
／
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職
中
で
あ
る

▼
家
族
・
親
族
な
ど
を
介

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▼
病
気
や
障
害
が
あ
る

▼
学
生
で
あ
る
／
就
学
し

た
い

▼
就
労
し
て
い
な
い
が

、

子
ど
も
の
教
育
な
ど
の
た

め
に
あ
ず
け
た
い

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全体  (n=　83) 25.3 30.1 1.2 0.0 0.0 9.6 4.8 28.9
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④ 放課後子ども教室の利用意向（問 28） 

 

放課後子ども教室の利用意向は、「意向がある」が 49.2％、「意向がない」が 49.0％であり、

ほぼ同じ割合となっている。意向がある人の週あたりの希望利用日数は、平均 2.4 日となっ

ている（図表２－５－４－１、図表２－５－４－２）。 

 

図表２－５－４－１ 放課後子ども教室の利用意向（全体） 

 

 

 

 

 

 

図表２－５－４－２ 放課後子ども教室の週あたりの利用希望日数（全体） 

＜放課後子ども教室の利用意向がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 小学４年生以降の放課後のすごし方（問 29） 

 

◇小学４年生以降の放課後のすごし方について望むこと 

小学４年生以降の放課後のすごし方について望むことは、「クラブ活動など習い事をさせ

たい」が 31.9％で最も多くなっている（図表２－５－５－１）。 

 

図表２－５－５－１ 小学４年生以降の放課後のすごし方について望むこと（全体） 

 

 

 

 

 

 

意向がある 無回答意向がない

(%)
49.2 49.0 1.8 全　　体(N=1,301)

１日 無回答２日 ４日３日

７日  0.5

2.4日

平均

６日  1.7

５日

(%)
30.0 28.9 16.7 5.3 9.5 7.3 全　　体(n=640)

無回答

放課後子ど
も教室を利
用したい

学童クラブを
利用したい

利用を希望
するサービス
は特にない

クラブ活動
など習い事
をさせたい

その他

(%)
10.1 24.1 31.9 27.8 3.9 2.2 全　　体(N=1,301)
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（６）子どもが病気の場合の対応 

 

①病気やケガで学校を休まなければならなかったことの有無（問 30） 

 
この１年間に子どもが病気やケガで学校を休まなければならなかったことの有無は、「あ

った」が 56.2％となっている（図表２－６－１）。 

 
図表２－６－１ この１年間に病気やケガで学校を休まなければならなかったことの有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 病気やケガで学校を休まなければならなかったときの対処方法と日数 

（問 30－１） 

 
◇病気やケガで学校を休まなければならなかったときの対処方法と対処した日数 

この１年間に子どもが病気やケガで学校を休まなければならなかったときの対処方法は

「就労していない保護者が自宅で見た」が 54.6％で最も多く、次いで「母親が仕事を休んだ」

が 34.6％となっている（図表２－６－２－１）。 

 

図表２－６－２－１ 病気やケガで学校を休まなければならなかったときの対処方法と対処した平均日数 

（全体：複数回答） 

＜この１年間に病気やケガで学校を休まなければならなかったことが「あった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった 無回答なかった

(%)

56.2 43.3 0.5 全     体(N=1,301)

（n=731）

対処方法
割合
（％）

平均日数
（日）

就労していない保護者が自宅でみた 54.6 3.9

母親が仕事を休んだ 34.6 3.0

子どもだけで留守番させた 15.2 1.7

親族・知人（同居者を含む）にあずけた 14.4 2.6

父親が仕事を休んだ 8.3 2.0

子連れで仕事をした（出勤・在宅とも） 1.8 2.2

病院や診療所の病児・病後児保育を利用した 0.1 7.0

非営利組織（NPOなど）による子育て支援サービスを利用した 0.1 1.0

ファミリーサポートセンターを利用した 0.1 2.0

認可保育所の病後児保育を利用した 0.0 -

子ども家庭支援センターしらとりの病後児保育を利用した 0.0 -

ベビーシッターを利用した 0.0 -

その他 2.3 3.8

無回答 1.2
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この１年間に子どもが病気やケガで学校を休まなければならなかったときの対処方法を学

年別にみると、「子どもだけで留守番させた」は４年生以上で 20％を超え多くなっている（図

表２－６－２－２）。 

 

図表２－６－２－２ 病気やケガで学校を休まなければならなかったときの対処方法 

（全体、学年別：複数回答） 

＜この１年に病気やケガで学校を休まなければならなかったことが「あった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇できれば施設にあずけたいと思った日数 

この１年間に子どもが病気やケガで学校を休まなければならなかったときの対処方法とし

て、「父母が仕事を休んだ」、「親族・知人にあずけた」、「子連れで仕事をした」、「子どもだけ

で留守番させた」と回答した人の、できれば施設にあずけたいと思った日数をたずねたとこ

ろ、平均 0.9 日となっている（図表２－６－２－３）。 

 
図表２－６－２－３ できれば施設にあずけたいと思った日数（全体） 

＜対処方法として「父母が仕事を休んだ」、「親族・知人にあずけた」、 

「子連れで仕事をした」、「子どもだけで留守番させた」と回答した人＞ 
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フ
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た

▼
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可
保
育
所
の
病
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を
利
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た

▼
子
ど
も
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庭
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し
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の
病
後
児
保
育
を
利
用
し
た

▼
ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

を
利
用
し
た

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

 (n=731) 54.6 34.6 15.2 14.4 8.3 1.8 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 2.3 1.2

１ 年 生  (n=150) 61.3 32.0 5.3 18.7 10.7 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.7

２ 年 生  (n=114) 57.9 35.1 6.1 12.3 9.6 3.5 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 2.6 1.8

３ 年 生  (n=118) 62.7 31.4 9.3 10.2 7.6 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 1.7

４ 年 生  (n=105) 47.6 37.1 23.8 14.3 9.5 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 1.9

５ 年 生  (n=118) 44.9 38.1 22.0 14.4 6.8 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 0.8

６ 年 生  (n=121) 49.6 36.4 28.1 15.7 5.8 1.7 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.8

 全              体

学
年
別

０日 無回答

１日

４～５日  2.4

２～３日

0.9日

平均

11日以上  0.5

６～10日  2.7

(%)
62.8 6.3 11.4 13.9 全     体(n=368)
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（７）一時あずかり 

 

① 自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことの有無（問 31） 

 
この１年間に、自分のための時間等のために、子どもを家族以外に一時的にあずけたこと

は、「あった」が 30.0％、「なかった」が 69.0％となっている（図表２－７－１）。 

 
図表２－７－１ 

この１年間に自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことの有無（全体） 

 

 

 

 

 

② 子どもをあずけた日数および理由別日数（問 31－１） 

 
◇自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけた日数 

この１年間に自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけた日数は、平均 10.0 日とな

っている（図表２－７－２－１）。 
 
図表２－７－２－１ この１年間に自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけた日数 

（全体）＜自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことが「あった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

◇子どもを家族以外にあずけた理由ごとの日数 

子どもを家族以外にあずけた理由は「自分のための時間、リフレッシュ目的」が 48.2％で

最も多く、理由ごとの平均日数は「就労」が平均 11.3 日で最も長くなっている（図表２－７

－２－２）。 

 
図表２－７－２－２ 子どもを家族以外にあずけた理由ごとの日数（全体：複数回答） 

＜自分の時間等のために子どもを家族以外にあずけたことが「あった」と回答した人＞ 

 

 
 
 
 
 
 

あった 無回答なかった

(%)

30.0 69.0 1.0 全     体(N=1,301)

（n=390）

対処方法
割合
（％）

平均日数
（日）

自分のための時間、リフレッシュ目的 48.2 6.9

就労 31.5 11.3

冠婚葬祭、子どもの親の病気 26.4 3.5

その他 25.6 6.4

無回答 4.1

５日以下 無回答６～10日

21～30日

11～20日

10.0日

平均

31日以上

(%)
55.6 19.7 11.3 5.6

3.6

4.1 全     体(n=390)
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③ 子どもを一時的にあずけるサービスの希望利用日数／月（問 32） 

 
子どもを一時的にあずけるサービスの希望利用日数は、月あたり平均 1.3 日となっている

（図表２－７－３）。 

 
図表２－７－３ 子どもを一時的にあずけるサービスの希望利用日数／月（全体） 

 

 

 

 

 
 
④ トワイライトステイの認知、利用状況（問 33） 

 

トワイライトステイの認知、利用状況は、「知らない」が 61.2％を占め、「知っていて、利

用している」の 1.8％と「知っているが、利用していない」の 36.5％を合計した認知状況は

38.3％となっている（図表２－７－４）。 

 
図表２－７－４ トワイライトステイの認知、利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

⑤ トワイライトステイについての要望（問 33－１） 

 

◇トワイライトステイの利用者が改善点として望むこと 

トワイライトステイを利用している人が改善点として望んでいることは、「施設数の増加」

が 37.5％で最も多く、次いで「時間の延長」と「施設から自宅までの送迎」がいずれも 33.3％

となっている（図表２－７－５－１）。 

 
図表２－７－５－１ トワイライトステイの利用者が改善点として望むこと 

（全体：複数回答）＜トワイライトステイを「知っていて、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていて、利
用している

無回答
知らない

知っているが、
利用していない

(%)

1.8 36.5 0.561.2 全     体(N=1,301)

３日 無回答０日 １日 ２日

４～５日

平均

1.3日

６～10日  2.5

11日以上  1.0

(%)

47.6 7.1 11.014.7 11.4 4.7 全     体(N=1,301)

▼
施
設
数
の
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▼
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▼
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設
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▼
そ
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▼
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答

全　体(n=24)
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33.3 33.3
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8.3

0
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(%)
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◇希望する利用時間帯（開始および終了時間） 

「時間の延長」を望んでいる人の希望する利用時間帯は、開始時間は 16 時と 17 時が多く、

終了時間は 20 時と 22 時が多くなっている（図表２－７－５－２）。 

 

図表２－７－５－２ トワイライトステイの利用を希望する時間帯（開始および終了時間） 

（全体）＜トワイライトステイの利用者のうち「時間の延長」を希望している人＞ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

（８）ショートステイ（宿泊を伴う一時あずかり） 

 

① 泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったことの有無（問 34） 
 

この１年間に泊りがけの外出の際に子どもを連れて行くことが困難であったことの有無は、

「あった」が 9.9％であり、「なかった」が 89.5％となっている（図表２－８－１）。 

 
図表２－８－１ 

この１年間に泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったことの有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 
② 泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法と泊数（問 34－１） 

 
この１年間に泊りがけの外出の際に子どもを連れて行くことが困難であった際の対処の方

法は、「親族・知人にあずけた」が 77.5％で最も多く、次いで「子どもも連れて行った」が

17.1％となっている。 

対処した方法ごとの平均泊数は、「親族・知人にあずけた」が平均 4.8 泊で最も多くなって

いる（図表２－８－２）。 
 

あった 無回答なかった

(%)

9.9 89.5 0.6 全     体(N=1,301)

●開始時間 (%) ●終了時間 (%)

15 16 17 18 19 19 20 21 22 23

時
以
前

時 時 時 時
以
降

時
以
前

時 時 時 時
以
降

全体  (n=8) 12.5 25.0 37.5 12.5 0.0 12.5 全体  (n=8) 12.5 25.0 0.0 37.5 12.5 12.5

無
回
答

無
回
答
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図表２－８－２ 泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法と泊数 

（全体：複数回答） 

＜この１年間に泊りがけの外出の際、子どもの同伴が困難なことが「あった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ（問 34－２） 

 
泊りがけの外出の際、子どもを親族・知人にあずける困難さは、「特に困難でなかった」が

57.0％で半数を超えているが、「非常に困難だった」の 4.0％、「どちらかというと困難だっ

た」の 37.0％を合計すると 41.0％となる（図表２－８－３）。 

 
図表２－８－３ 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ（全体） 

＜泊りがけの外出の際に子どもを「親族・知人にあずけた」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

④ ショートステイの利用意向（問 35） 

 
ショートステイの利用意向は、「いつも利用したい」の 0.7％と「ときどき利用したい」の

14.8％を合計すると 15.5％となる（図表２－８－４）。 

 
図表２－８－４ ショートステイの利用意向（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

非常に困難
だった 無回答特に困難でなかった

どちらかという
と困難だった

(%)

4.0 37.0 2.057.0 全     体(n=100)

いつも利用
したい 無回答

あまり利用したいと
思わない

ときどき利用
したい

利用したくない

(%)

0.7 14.8 33.0 2.249.3 全     体(N=1,301)

（n=129）

対処方法
割合
（％）

平均泊数
（泊）

親族・知人（同居者を含む）にあずけた 77.5 4.8

子どもも連れて行った 17.1 2.7

子どもだけで留守番させた 8.5 1.9

保育サービスを利用した 0.0 -

その他 3.1 18.8

無回答 0.0



第２章 各調査の結果                                   

 

- 140 - 

（９）ベビーシッター 

 
① ベビーシッター利用の有無（問 36） 

 
ベビーシッターの利用状況は、「利用している」が 1.5％となっている（図表２－９－１） 

 

図表２－９－１ ベビーシッター利用の有無（全体） 

 

 

 

 

 

② ベビーシッターの利用目的、日数／月、１回あたりの時間（問 36－１） 

 
◇ベビーシッターの利用目的 

ベビーシッターの利用の目的は、「祖父母や近所の人・友人などにあずかってもらえないと

きに利用している」が 30.0％で最も多くなっている（図表２－９－２－１）。 
 

図表２－９－２－１ ベビーシッター利用の目的（全体：複数回答） 

＜ベビーシッターを「利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ベビーシッターの月あたりの利用日数 

ベビーシッターの月あたりの利用日数は、平均 6.4 日となっている（図表２－９－２－２）。 

 

図表２－９－２－２ ベビーシッターの利用日数／月（全体） 

＜ベビーシッターを「利用している」と回答した人＞ 
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0.0
0

20
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60
(%)

３日 無回答１日

２日

４日

平均
6.4日

５日以上

(%)

5.0 50.0 10.05.0 15.0 15.0 全     体(n= 20)
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◇ベビーシッターの１回あたりの利用時間 

ベビーシッターの１回あたりの利用時間は、平均 4.3 時間となっている（図表２－９－２

－３）。 

 

図表２－９－２－３ ベビーシッターの 1回あたりの利用時間（全体） 

＜ベビーシッターを「利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

③ ベビーシッターの利用希望日数／月、１回あたりの時間（問 37） 

 
ベビーシッターの月あたりの平均利用希望日数は 0.7 日、１回あたりの平均利用希望時間

は 1.1 時間となっている（図表２－９－３－１、図表２－９－３－２）。 

 

図表２－９－３－１ ベビーシッターの利用希望日数／月（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－９－３－２ ベビーシッターの 1回あたりの利用希望時間（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４～６時間未満

無回答２時間未満
２～４時間
未満

８時間以上  0.7

平均
1.1時間

６～８時間未満  1.8

(%)

42.8 39.79.6 5.5 全     体(N=1,301)

６～８時間未満

無回答４時間未満 ４～６時間未満

８時間以上

平均
4.3時間

(%)

75.0 15.0

0.0

10.0 0.0 全     体(n= 20)

３日  1.7

無回答０日 １日

２日  2.8

４日  2.2

平均
0.7日

５日  0.8

６日以上  2.5

(%)

64.7 17.18.1 全     体(N=1,301)
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（10）ファミリーサポートセンター 

 

① ファミリーサポートセンターの認知、利用状況（問 38） 

 
ファミリーサポートセンターの認知、利用状況は、「利用したことがある」が3.4％であり、

「会員登録はしているが、利用したことはない」の 3.2％、「知っているが利用したことはな

い」の 40.7％まで含めた認知度は 47.3％となっている（図表２－10－１－１）。 
 

図表２－10－１－１ ファミリーサポートセンターの認知、利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

前回調査と比較すると、ファミリーサポートセンターの認知、利用状況は、今回調査では

「利用したことがある」が3.4％であり、前回調査の1.5％より1.9ポイント多くなっている。

「会員登録はしているが、利用したことはない」、「知っているが利用したことはない」まで

含めた認知度は、今回調査が 47.3％であり、前回調査の 30.8％より 16.5 ポイント多くなっ

ている（図表２－10－１－２）。 

 

図表２－10－１－２ ファミリーサポートセンターの認知、利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

利用した
ことがある

知っているが利用
したことはない 知らなかっ

た

会員登録はし
ているが、利用
したことはない

(%)
3.4

1.5 28.0

52.2

67.1 2.1

3.2

1.3

40.7 0.6 今回調査 (N=1,301)

 前回調査 (N=1,109)

＜前回調査との比較＞

利用したこ
とがある

無回答

知っているが利用
したことはない

会員登録はしてい
るが、利用したこ
とはない

知らなかった

(%)

3.4 52.2

3.2

40.7 0.6 全     体(N=1,301)
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② ファミリーサポートセンターの利用目的、利用日数／月・１回あたりの利用時間、

追加希望日数／月・１回あたりの利用時間（問 38－１） 

 
◇ファミリーサポートセンターの利用目的 

ファミリーサポートセンター利用の目的は、「保育施設などの利用で足りない時間を補う目

的で利用している」と「保育施設などの送り迎えに利用している」がいずれも 29.5％で最も

多く、次いで「祖父母や近所の人・友人などにあずかってもらえないときに利用している」

が 20.5％となっている（図表２－10－２－１）。 

 

図表２－10－２－１ ファミリーサポートセンターの利用目的（全体：複数回答） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ファミリーサポートセンターの利用頻度 

月あたりの平均利用日数は 6.3 日、１回あたりの平均利用時間は 2.9 時間となっている（図

表２－10－２－２、図表２－10－２－３）。 

 

図表２－10－２－２ ファミリーサポートセンターの利用日数／月（全体） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 
 
図表２－10－２－３ ファミリーサポートセンターの 1回あたりの利用時間（全体） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 
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◇月あたりの追加希望日数および１回あたりの追加希望時間 

ファミリーサポートセンターの追加利用を希望する場合の、月あたりの平均追加希望日数

は 4.4 日、１回あたりの平均追加希望時間は 0.6 時間となっている（図表２－10－２－４、

図表２－10－２－５）。 

 

図表２－10－２－４ ファミリーサポートセンターの利用を増加する際の追加希望日数/月 

（全体）＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

図表２－10－２－５ ファミリーサポートセンターの利用を増加する際の追加希望時間/回 

（全体）＜ファミリーサポートセンターを「利用したことがある」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファミリーサポートセンターを利用していない理由、今後の利用意向（問 38－２） 
 

◇ファミリーサポートセンターを利用していない理由 

ファミリーサポートセンターを利用していない理由は、「知らなかったから」が 45.6％で

最も多く、次いで「当面利用する必要がなかったから」が 43.3％となっている（図表２－10

－３－１）。 
 
図表２－10－３－１ ファミリーサポートセンターを利用していない理由（全体：複数回答） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことはない」と回答した人＞ 
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◇ファミリーサポートセンターの今後の利用意向 

ファミリーサポートセンターの今後の利用意向は、「利用したい」が 8.6％となっている（図

表２－10－３－２）。 

 

図表２－10－３－２ ファミリーサポートセンターの今後の利用意向（全体） 

＜ファミリーサポートセンターを「利用したことはない」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

◇ファミリーサポートセンターを今後利用する際の希望利用頻度 

今後ファミリーサポートセンターの利用を希望する人の月あたりの平均希望日数は 3.4 日、

１回あたりの平均希望時間は 3.7 時間となっている（図表２－10－３－３、図表２－10－３

－４）。 

 

図表２－10－３－３ 今後ファミリーサポートセンターを利用する際の月あたりの希望日数 

（全体）＜今後ファミリーサポートセンターを「利用したい」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

図表２－10－３－４ 今後ファミリーサポートセンターを利用する際の１回あたりの希望時間 

（全体）＜今後ファミリーサポートセンターを「利用したい」と回答した人＞ 
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（11）地域とのかかわり 

 

① 近所づきあいの状況（問 39） 
 

近所づきあいの状況は、「さしさわりのないことなら、話せる相手がいる」が 46.0％で最

も多く、次いで「個人的なことを相談しあえる人がいる」が 26.6％、「道で会えば、あいさ

つをする程度の人ならいる」が 22.8％となっている（図表２－11－１）。 

 

図表２－11－１ 近所づきあいの状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

② 近所づきあいの相手（問 39－１） 
 

近所づきあいの相手は、「子どもの学校や幼稚園の人」が 88.1％で最も多くなっている（図

表２－11－２）。 

 

図表２－11－２ 近所づきあいの相手（全体：複数回答） 

＜近所に「個人的なことを相談しあえる人がいる」、 

「さしさわりのないことなら、話せる相手がいる」と回答した人＞ 
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③ 近所づきあいが希薄な理由（問 39－２） 

 
近所づきあいが希薄な理由は、「普段つきあう機会がないから」が 65.2％で最も多く、次

いで「仕事や家事・育児などで忙しく時間がないから」が 43.6％となっている（図表２－11

－３）。 

 

図表２－11－３ 近所づきあいが希薄な理由（全体：複数回答（３つまで）） 

＜近所に「道で会えば、あいさつをする程度の人ならいる」、 

「ほとんど近所づきあいをしない」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）子育て支援サービスに関する情報 

 

① 子育て情報入手のためのインターネット利用状況（問 40） 

 
子育てに関する情報を入手する手段としてのインターネットの利用の状況は、「よく利用

している」の 11.8％と「ときどき利用している」の 22.8％を合計すると、利用している人は

34.6％となる（図表２－12－１－１）。 

 

図表２－12－１－１ 子育て情報入手のためのインターネット利用状況（全体） 
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前回調査と比較すると、子育て情報入手のためのインターネット利用状況は、前回調査は

「よく利用している」が 4.6％であり、「ときどき利用している」の 18.2％と合計した利用し

ている人は 22.8％で、今回調査が 34.6％であり、前回調査の 22.8％を 11.8 ポイント上回っ

ている（図表２－12－１－２）。 

 

図表２－12－１－２ 子育て情報入手のためのインターネット利用状況（全体／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの（問 41） 

 
子育て支援サービスに関する情報源としてよいと思うものは、「広報ふちゅう」が 71.3％

で最も多く、次いで「小学校」が 59.0％、「市のホームページ」が 38.7％となっている（図

表２－12－２－１）。 

 

図表２－12－２－１ 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの（全体：複数回答） 
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前回調査と比較すると、子育て支援サービスの情報源としてよいと思うものは、前回調査・

今回調査ともに「広報ふちゅう」、「小学校」、「市のホームページ」が上位３位となっている

（図表２－12－２－２）。 

 

図表２－12－２－２ 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの 

（全体：複数回答／前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）児童虐待防止 

 

① 児童虐待に関する認知状況（問 42） 

 
児童虐待に関する認知状況は、「「児童虐待の防止などに関する法律」（児童虐待防止法）が

あるのを知っていますか」では「はい」が 88.6％となっている。「児童虐待と思われること

がおきた場合に相談や通報する施設を知っていますか」では「はい」が 46.8％になっている。

また、「ご近所などで児童虐待と思われることを見たり聞いたりしたことがありますか」では

「はい」が 8.8％（114 人）となっている（図表２－13－１）。 

 

図表２－13－１ 児童虐待に関する認知状況（全体） 
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② 児童虐待の通報先（問 43） 

 
児童虐待を見聞きしたときに通報する場所は、「児童相談所」が 64.1％で最も多く、次い

で「警察署」が 13.1％となっている（図表２－13－２）。 

 

図表２－13－２ 児童虐待の通報先（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

（14）安全なまちづくり 

 

① 子どもの安全や防犯ついて気をつけていること（問 44） 

 
子どもの日ごろの安全や防犯について家庭で気をつけていることは、「知らない人に対して

の対応」が 68.0％で最も多く、次いで「帰宅時間を決める」が 51.5％となっている（図表２

－14－１）。 

 

図表２－14－１ 子どもの安全や防犯について気をつけていること（全体：複数回答（３つまで）） 
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② 子どもの安全を守るために必要なこと（問 45） 

 
子どもの安全を守るために必要なことは、「日ごろから家庭で安全や防犯について話してお

くこと」が 59.6％で最も多く、次いで「通学路や子どもの遊び場の安全対策」が 57.8％、「地

域ぐるみのパトロールなどの子どもを犯罪から守るための取組み」が 55.7％となっている（図

表２－14－２）。 

 

図表２－14－２ 子どもの安全を守るために必要なこと（全体：複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（15）子育てと仕事の両立 

 

① 仕事時間と生活時間の優先度（問 46） 

 
仕事時間と生活時間の優先度は、希望、現実ともに「家事(育児)時間を優先」が最も多

く、60％以上となっている。希望としては「プライベートを優先」が 18.7％であるものの、

現実には 1.1％となっている。また、希望では「仕事時間を優先」が 9.4％であるものの、

現実には 31.7％となっている（図表２－15－１）。 

 

図表２－15－１ 仕事時間と生活時間の優先度（全体） 
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② 男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望するこ

と（問 47） 

 
男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望することは、「子

どもが病気やけがのときなどに休暇がとれる制度」が 52.6％で最も多く、次いで「男女とも

に子育てと仕事が両立しやすいように、企業（職場）内で子育てへの理解を広めていくこと」

が 30.9％、「出産・育児などのため会社を辞めた女性を再雇用する制度（再雇用制度）」が

25.8％、「子どもの行事に参加するための休暇制度」が 25.4％となっている（図表２－15－

２－１）。 

 

図表２－15－２－１ 

男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望すること 

（全体：複数回答（３つまで）） 
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前回調査と比較すると、子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望

することは、今回調査・前回調査ともに「子どもが病気やけがのときなどに休暇がとれる制

度」、「企業（職場）内で理解を広めること」、「再雇用制度」が上位３位となっている（図表

２－15－２－２）。 

 

図表２－15－２－２ 子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望すること 

（全体：複数回答（３つまで）／前回調査） 
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（16）市の子育て支援施策に関する意見や要望（問 48） 

 
市の子育て支援施策について、自由記述形式でたずねたところ、全体で 367 件の回答があ

った。内容と件数は以下の通りである。 

 

内容 件数 

学童クラブ・放課後子ども教室について 44 件

医療について 44 件

市の対応について 32 件

経済的支援や優遇措置のあり方について 29 件

子育てと仕事の両立について 24 件

子どもの安全確保について 21 件

保育所、幼稚園の不足について 19 件

広報・ＰＲをもっと積極的にしてほしい 19 件

子育て支援施策の方向性について 18 件

アンケートについて 17 件

学校教育への要望 15 件

一時あずかりサービスへの要望 14 件

遊び場の充実に対する要望 12 件

大人向けの教育・交流の場の充実に対する要望 12 件

子ども向けのイベント・教室の充実に対する要望 10 件

子どもたちの居場所づくりに対する要望 10 件

障害のある子ども向けの支援について 6 件

子ども家庭支援センター「たっち」について 6 件

ひとり親世帯への支援について 5 件

病児・病後児保育について 4 件

その他 6 件
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３ 中学生・高校生世代調査 
 

（１）基本属性 

 
① 性別（Ｆ１） 
 

性別は、中学生は、「男性」が 47.0％、「女性」が 53.0％であり、女性がやや多くなってい

る。高校生は、「男性」が 52.2％、「女性」が 47.3％であり、男性がやや多くなっている（図

表３－１－１）。 

 

図表３－１－１ 性別（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢（Ｆ２） 
 

年齢は、中学生は、「14 歳」が 34.6％で最も多く、次いで「13 歳」が 31.3％、「15 歳」が

24.9％となっている。平均年齢は 13.8 歳となっている。 

高校生は、「17 歳」が 39.8％で最も多く、次いで「16 歳」が 28.8％、「18 歳」が 23.9％と

なっている。平均年齢は 16.8 歳となっている（図表３－１－２）。 
 

図表３－１－２ 年齢（中学生・高校生） 
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③ 学年（Ｆ３） 
 

学年は、中学生は、「３年生」が 38.3％で最も多く、次いで「２年生」が 32.5％、「１年生」

が 29.2％となっている。高校生は、「３年生」が 39.8％で最も多く、次いで「２年生」が 39.4％、

「１年生」が 19.9％となっている（図表３－１－３）。 

 
図表３－１－３ 学年（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 家族構成（Ｆ４） 

 

家族構成は、中学生では「両親と同居」が 74.0％で最も多く、次いで「ひとり親世帯」が

13.1％、「三世代同居」が 12.6％となっている。高校生では、「両親と同居」が 70.8％で最も

多く、次いで「三世代同居」が 17.3％、「ひとり親世帯」が 11.1％となっている（図表３－

１－４）。 

 
図表３－１－４ 家族構成（中学生・高校生） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

１年生 無回答２年生 ３年生

(%)

29.2 32.5 38.3 0.0 中学生(n=619)

１年生 無回答２年生 ３年生

(%)

19.9 39.4 39.8 0.9 高校生(n=226)

両親と同居 ひとり親世帯
その他

三世代同居

(%)

74.0

70.8

13.1

11.1

12.6

17.3

0.3

0.9

 中学生(n=619)

 高校生(n=226)
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⑤ 同居する家族の人数（Ｆ５） 

 
同居する家族の人数は、中学生は、「４人」が 46.5％で最も多く、次いで「５人」が 24.9％、

「３人」が 16.5％となっている。平均人数は 4.2 人となっている。高校生は、「４人」が 48.2％

で最も多く、次いで「５人」が 22.6％、「３人」が 15.5％となっている。平均人数は 4.3 人

となっている（図表３－１－５）。 

 
図表３－１－５ 同居する家族の人数（中学生・高校生） 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 両親の就労状況（Ｆ６） 
 

父親の就労状況は、中学生は「働いている」が 86.9％、「父はいない」が 8.4％となってい

る。高校生は「働いている」が 86.7％、「父はいない」が 6.2％となっている（図表３－１－

６－１）。 

母親の就労状況は、中学生は「働いている」が 69.8％、「働いていない」が 26.5％、「母は

いない」が 1.0％となっている。高校生は「働いている」が 65.9％、「働いていない」が 27.4％、

「母はいない」が 1.8％となっている（図表３－１－６－２）。 

両親の働き方別にみると、「共働き」は、中学生は 60.6％、高校生は 58.8％となっている

（図表３－１－６－３）。 

 

図表３－１－６－１ 父親の就労状況（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

図表３－１－６－２ 母親の就労状況（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

無回答
働いている 働いていない

父はいない

(%)

86.9

86.7

8.4

6.2

3.6

5.8

1.1

1.3

 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答
働いている 働いていない

母はいない

(%)

69.8

65.9 27.4

26.5 1.0

1.8 4.9

2.7 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答
１人

２人

３人 ４人 ５人
６人以上

(%)

16.5

15.5

46.5

48.2

8.7

11.1

0.4

0.2

3.2

2.2

24.9

22.6 0.0

0.0 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

4.2人

4.3人

平均
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図表３－１－６－３ 両親の働き方（中学生・高校生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 居住年数（Ｆ７） 
 

府中市に居住する年数は、中学生は「10 年以上」が 68.8％となっており、高校生も「10

年以上」が 72.1％となっている（図表３－１－７）。 

 

図表３－１－７ 居住年数（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 居住地区（Ｆ８） 
 

居住地区は、中学生は、「第一地区」が 21.0％で最も多く、次いで「第二地区」が 18.3％、

「第三地区」が 17.3％となっている。高校生は、「第二地区」が 19.5％で最も多く、次いで

「第一地区」、「第三地区」、「第六地区」が同率の 16.4％となっている（図表３－１－８）。 

 

図表３－１－８ 居住地区（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答１年未満

１年以上
５年未満

５年以上
10年未満

10年以上

(%)

3.2

4.9

1.9

2.2

6.6

9.4 16.6

14.2 72.1

68.8 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答第一地区
第二地区 第三地区

第四地区

第五地区

第六地区

(%)

21.0

16.4

18.3

19.5

17.3

16.4

11.0

11.1

13.6

13.7

15.0

16.4

3.9

6.6

 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答共働き 片働き

その他

(%)

60.6

58.8

35.5

35.0
1.8

1.3

2.6

4.4

 中学生(n=619)

 高校生(n=226)
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（２）日ごろの生活 

 
① 生活時間（問１） 
 
◇勉強時間 

勉強時間は、中学生は「１時間ぐらい」が 31.7％で最も多く、次いで「30 分以内」が 26.8％

となっている。高校生は「なし」が 19.5％、「30 分以内」が 19.0％となっているが、一方で、

「３時間ぐらい」の 4.0％と「それ(３時間)以上」の 16.8％を合計すると 20.8％となってい

る（図表３－２－１－１）。 

 

図表３－２－１－１ 勉強時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

◇学習塾の時間 

学習塾の時間は、中学生は「なし」が 38.4％で最も多く、次いで「２時間ぐらい」が 35.5％

となっている。高校生は「なし」が 65.9％となっている（図表３－２－１－２）。 

 

図表３－２－１－２ 学習塾の時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

◇部活・サークルの時間 

部活･サークルの時間は、中学生は「２時間ぐらい」が 35.4％で最も多く、次いで「なし」

が 29.4％となっている。高校生は「なし」が 44.7％で最も多く、次いで「２時間ぐらい」が

20.8％となっている（図表３－２－１－３）。 

 
図表３－２－１－３ 部活・サークルの時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

無回答なし

30分以内

１時間ぐらい
２時間
ぐらい

３時間
ぐらい

それ以上

(%)

29.4

44.7

2.1 10.7

8.0

35.4

20.8

15.8

11.9 5.8

1.8

3.4

7.1

3.2 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答なし 30分以内 １時間ぐらい ２時間ぐらい

３時間ぐらい それ以上

(%)

9.7

19.5

26.8

19.0

31.7

22.1

19.7

13.7

5.8

4.0 16.8 4.9

3.2
3.1 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答なし

30分以内

１時間ぐらい ２時間ぐらい

３時間ぐらい それ以上

(%)

38.4

65.9

1.1 14.7

7.1

35.5

12.4

6.0

5.8

2.9

4.4

0.9 3.5

1.3
 中学生(n=619)

 高校生(n=226)
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◇なにもしないでのんびりする時間 

なにもしないでのんびりする時間は、中学生は、「１時間ぐらい」が 32.5％で最も多く、

次いで「２時間ぐらい」が 19.4％となっている。高校生も「１時間ぐらい」が 30.5％で最も

多く、次いで「２時間ぐらい」が 17.3％となっている（図表３－２－１－４）。 

 

図表３－２－１－４ なにもしないでのんびりする時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇電話・携帯電話をしている時間 

電話・携帯電話をしている時間は、中学生は「30 分以内」が 39.3％で最も多く、次いで「な

し」が 37.0％となっている。高校生も「30 分以内」が 37.6％で最も多いが、次いで多いの

は、「１時間ぐらい」の 22.1％となっている。高校生の「なし」は 16.8％で、中学生に比べ

て 20.2 ポイント低くなっている（図表３－２－１－５）。 

 

図表３－２－１－５ 電話・携帯電話をしている時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇テレビ・ビデオを見る時間 

テレビ・ビデオを見る時間は、中学生は「１時間ぐらい」が 31.3％、「２時間ぐらい」が

31.0％となっている。高校生は、「１時間ぐらい」が 32.3％で最も多く、次いで「２時間ぐ

らい」が 25.2％となっている（図表３－２－１－６）。 

 

図表３－２－１－６ テレビ・ビデオを見る時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

無回答なし
30分以内

１時間ぐらい
２時間
ぐらい

３時間ぐらい

それ以上

(%)

7.3

11.5

19.1 32.5

30.5

19.4

17.3

6.8

10.2 5.814.2 10.6

10.3 4.7 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答なし 30分以内
１時間
ぐらい

２時間
ぐらい

３時間ぐらい
それ以上

(%)

37.0

16.8

39.3 10.5

22.1

4.7

7.1 4.9 5.337.6

1.1
4.5

6.2

2.9 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答なし

30分以内

１時間ぐらい ２時間ぐらい
３時間
ぐらい

それ以上

(%)

1.8

6.2

31.3

32.3

31.0

25.2 8.8 4.9

10.2

15.0

12.8

7.5

10.2 2.7 中学生(n=619)

 高校生(n=226)
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◇ゲームをする時間 

ゲームをする時間は、中学生は「なし」が 43.1％で最も多く、次いで「１時間ぐらい」の

21.6％、「30 分以内」の 20.5％となっている。高校生は「なし」が 51.8％となっている（図

表３－２－１－７）。 

 

図表３－２－１－７ ゲームをする時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇メールをしている時間 

メールをしている時間は、中学生は「30 分ぐらい」が 38.8％で最も多く、次いで「なし」

が 35.4％となっている。高校生は「30 分ぐらい」が 45.6％で最も多く、高校生の「なし」

は 15.5％で中学生に比べて 19.9 ポイント低くなっている（図表３－２－１－８）。 

 

図表３－２－１－８ メールをしている時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇インターネットをしている時間 

インターネットをしている時間は、中学生は「なし」が 34.1％で最も多く、次いで「30 分

以内」が 27.6％となっている。高校生は「30分以内」が 28.3％で最も多く、次いで「なし」

が 26.1％となっている（図表３－２－１－９）。 

 

図表３－２－１－９ インターネットをしている時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

無回答なし 30分以内

１時間ぐらい ２時間
ぐらい

３時間ぐらい

それ以上

(%)

35.4

15.5

12.4

17.7 9.3 4.945.6

38.8 4.8

2.2

2.6
3.4

4.9

2.6 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答なし 30分以内

１時間
ぐらい

２時間
ぐらい

３時間ぐらい

それ以上

(%)

43.1

51.8

21.6

13.3 8.0 4.4

20.5

15.9

6.3 3.1

1.8

2.1

4.9

3.2 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

無回答なし 30分以内
１時間
ぐらい

２時間
ぐらい

３時間ぐらい

それ以上

(%)

34.1

26.1

20.8

20.4 11.1 4.4

27.6

28.3

8.4

3.5

2.4

6.2

4.0 2.6 中学生(n=619)

 高校生(n=226)
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◇本・雑誌を読む時間 

本・雑誌を読む時間は、中学生は「30 分以内」が 42.8％で最も多く、次いで「１時間ぐら

い」が 24.4％となっている。高校生も「30 分以内」が 36.3％で最も多く、次いで「１時間

ぐらい」が 25.7％となっている（図表３－２－１－10）。 

 

図表３－２－１－10 本・雑誌を読む時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 
 

◇仕事・アルバイトをする時間 

１日に仕事・アルバイトをする時間は、中学生は「なし」が 96.0％となっている。高校生

は「なし」が 80.1％となっているが、「それ（３時間）以上」も 10.6％となっている（図表

３－２－１－11）。 

 

図表３－２－１－11 仕事・アルバイトをする時間（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 
 

② ふだんの食事の状況（問２） 
 

朝食の摂取状況は、中学生は「ほぼ毎日食べる」が 88.7％となっている。高校生も「ほぼ

毎日食べる」が 81.4％となっている。しかし、「週に１～２日程度食べる」と「ほとんど食

べない」を合計すると、中学生は 5.9％、高校生は 8.0％となっている（図表３－２－２－１）。 

夕食を家族と一緒に食べる頻度は、「いつも父や母などおとなと食べる」は、中学生は

71.2％だが、高校生は 59.7％となっている（図表３－２－２－２）。 

 

図表３－２－２－１ 朝食の摂取（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

(%)

30 １ ２ ３
分
以
内

時
間
ぐ
ら
い

時
間
ぐ
ら
い

時
間
ぐ
ら
い

中学生 (n=619) 96.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.5 3.2

高校生 (n=226) 80.1 0.4 0.4 0.9 3.1 10.6 4.4

な
し

そ
れ
以
上

無
回
答

(%)

30 １ ２ ３
分
以
内

時
間
ぐ
ら
い

時
間
ぐ
ら
い

時
間
ぐ
ら
い

中学生 (n=619) 18.9 42.8 24.4 7.9 1.5 1.5 3.1

高校生 (n=226) 18.1 36.3 25.7 8.8 2.7 4.0 4.4

な
し

そ
れ
以
上

無
回
答

(%)

▼
ほ
ぼ
毎
日
食
べ

る ▼
週
に
３
～

５
日

程
度
食
べ
る

▼
週
に
１
～

２
日

程
度
食
べ
る

▼
ほ
と
ん
ど
食
べ

な
い

▼
無
回
答

中学生 (n=619) 88.7 3.2 2.3 3.6 2.3

高校生 (n=226) 81.4 6.2 2.7 5.3 4.4
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図表３－２－２－２ 夕食を家族と一緒に食べる頻度（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

中学生の朝食の摂取状況を国の調査と比較すると、選択肢が異なるものの、府中市調査で

は「ほぼ毎日食べる」が 88.7％、国の調査では「ほとんど毎日食べる」が 82.6％で、朝食の

習慣がある生徒の割合は国の調査を上回っている（図表３－２－２－３）。 

 

図表３－２－２－３ 朝食の摂取（中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「低年齢少年の生活と意識に関する調査」内閣府（平成 19 年２月） 

 
 
 

 

 

 

無回答

いつも父や母など
おとなと食べる

ときどき子ども
だけで食べる

いつも子どもだけで
食べる

(%)

71.2

59.7 27.0 4.9

21.5 5.0

8.4

2.3 中学生(n=619)

 高校生(n=226)

＜国の調査との比較＞ 

【府中市調査】 

【内閣府調査】 

無回答  2.3ほぼ毎日食べる

週に１～２日程度食べる  2.3

週に３～５日程度食べる  3.2

ほとんど食べない  3.6

(%)

88.7 中学生(n=619)

ジュースや牛乳
を飲むだけほとんど毎日食べる

ときどき食べる

だいたい
毎日食べる

たいてい食べない

(%)

82.6 6.2 5.7 5.4 0.2 中学生(N=1,038)
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③ 親と話をしたり出かけたりする時間（問３） 
 

父親と話をしたり出かけたりする平日の時間は、中学生は「１時間未満」が 60.9％で最も

多く、高校生も「１時間未満」が 67.7％で最も多くなっている（図表３－２－３－１）。 

休日は、中学生は「１時間未満」が 33.4％で最も多く、次いで「１～２時間程度」が 24.1％、

｢３時間以上｣が 22.9％となっている。高校生は「１時間未満」が 45.1％で最も多く、次いで

「１～２時間程度」が 25.2％となっている（図表３－２－３－２）。 

 

図表３－２－３－１ 父親と話をしたり出かけたりする時間／平日（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３－２－３－２ 父親と話をしたり出かけたりする時間／休日（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親と話をしたり出かけたりする平日の時間は、中学生は「１～２時間程度」が 38.8％で

最も多く、高校生も「１～２時間程度」が 42.5％で最も多くなっている（図表３－２－３－

３）。 

休日は、中学生は「３時間以上」が 42.8％で最も多く、次いで「１～２時間程度」が 31.5％

となっている。高校生は「１～２時間程度」が 34.5％で最も多く、次いで「３時間以上」が

29.2％となっている（図表３－２－３－４）。 

 

図表３－２－３－３ 母親と話をしたり出かけたりする時間／平日（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

１
時
間
未
満

１
～

２
時
間
程
度

３
時
間
以
上

同
居
し
て
い
な
い

父
親
は
い
な
い

無
回
答

中学生 (n=619) 60.9 15.5 5.2 5.3 7.3 5.8

高校生 (n=226) 67.7 15.5 2.7 5.8 4.4 4.0

(%)

１
時
間
未
満

１
～

２
時
間
程
度

３
時
間
以
上

同
居
し
て
い
な
い

父
親
は
い
な
い

無
回
答

中学生 (n=619) 33.4 24.1 22.9 5.3 7.3 6.9

高校生 (n=226) 45.1 25.2 13.3 5.8 4.4 6.2

(%)

１
時
間
未
満

１
～

２
時
間
程
度

３
時
間
以
上

同
居
し
て
い
な
い

父
親
は
い
な
い

無
回
答

中学生 (n=619) 30.0 38.8 26.5 0.2 0.5 4.0

高校生 (n=226) 40.7 42.5 11.5 0.9 1.8 2.7
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図表３－２－３－４ 母親と話をしたり出かけたりする時間／休日（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

④ 門限（問４） 
 

門限は、中学生は「午後６時以前頃」が 31.8％で最も多く、次いで「特にない」が 26.5％、

「午後７時頃」が 26.3％となっている。高校生は「特にない」が 43.8％で最も多く、次いで

「午後 11 時頃」が 17.3％となっている（図表３－２－４）。 

 

図表３－２－４ 門限（中学生・高校生） 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 
⑤ 通塾日数（問５） 
 

塾に通っている日数は、中学生は「通っていない」が 39.9％で最も多く、次いで「週２～

３日」が 38.4％となっている。高校生は「通っていない」が 65.9％となっている（図表３－

２－５）。 

図表３－２－５ 通塾日数（中学生・高校生） 
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39.9 0.2 中学生(n=619)

 高校生(n=226)
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時
頃

時
頃

中学生 (n=619) 31.8 26.3 5.8 2.9 3.9 1.3 0.2 26.5 1.3

高校生 (n=226) 0.4 6.2 6.6 8.0 16.4 17.3 0.4 43.8 0.9

特
に
な
い

無
回
答

(%)

１
時
間
未
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１
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２
時
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程
度

３
時
間
以
上

同
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し
て
い
な
い

父
親
は
い
な
い

無
回
答

中学生 (n=619) 18.4 31.5 42.8 0.2 0.5 6.6

高校生 (n=226) 27.9 34.5 29.2 0.9 1.8 5.8
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⑥ 休日のすごし方（問６） 
 

土・日曜日などの休日の主なすごし方は、中学生は「テレビやビデオをみたりラジオを聴

く」が 65.6％で最も多く、次いで「ゆっくり休養する」が 50.6％、「勉強をする」が 50.2％

となっている。高校生も「テレビやビデオをみたりラジオを聴く」が 57.5％で最も多く、次

いで「ゆっくり休養する」が 53.1％となっている。「仕事・アルバイトをする」も 16.4％と

なっている（図表３－２－６）。 

 

図表３－２－６ 休日のすごし方（中学生・高校生：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 気分転換にすること（問７） 
 

気分転換にすることは、中学生は「寝る・ゴロゴロする」が 68.0％で最も多く、次いで「音

楽を聴く」が 65.8％、「テレビ・ビデオを見る」が 59.3％、「マンガ・雑誌を読む」が 52.0％

となっている。高校生も「音楽を聴く」が 77.4％で最も多く、次いで「寝る・ゴロゴロする」

が 70.4％、「マンガ・雑誌を読む」が 59.7％、「テレビ・ビデオを見る」が 53.5％となって

いる（図表３－２－７）。 

 

図表３－２－７ 気分転換にすること（中学生・高校生：複数回答） 
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⑧ 自分専用のもの（問８） 
 

自分専用の持ち物の上位３項目は、中学生は「自転車」の 88.4％、「携帯型ゲーム機」の

60.9％、「携帯電話」の 60.1％となっている。高校生の上位３項目は、「携帯電話」の 95.1％、

「自転車」の 89.8％、「携帯型音楽プレーヤー」の 66.4％となっている。また、携帯電話の

所有は、中学生は 60.1％だが高校生は 95.1％となっている（図表３－２－８）。 

 

図表３－２－８ 自分専用のもの（中学生・高校生：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
⑨ １か月のおこづかい（問９） 
 

１か月あたりのおこづかい（自分で自由につかえるお金）は、中学生は「1,001 円～3,000

円」が 46.8％で最も多く、次いで「1,000 円以下」が 20.5％となっている。高校生は「3,001

円～5,000 円」が 27.9％で最も多く、次いで「5,001 円～10,000 円」が 26.1％となっている

（図表３－２－９）。 
 

図表３－２－９ １か月のおこづかい（中学生・高校生） 
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⑩ おこづかいの使いみち（問 10） 
 

おこづかいの主な使いみちは、中学生は「まんが、本、雑誌など」が 60.9％で最も多く、

次いで「おかしやジュースなどの飲食物」が 60.4％となっている。高校生は「おかしやジュ

ースなどの飲食物」が 68.6％で最も多く、次いで「まんが、本、雑誌など」が 64.6％となっ

ている。また、高校生では「友だちとの外食」が 41.2％で３番目に多くなっている（図表３

－２－10）。 

 

図表３－２－10 おこづかいの使いみち（中学生・高校生：複数回答（５つまで）） 
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（３）携帯電話及びインターネットの利用状況 

 
① 携帯電話やパソコンでのメールの利用状況・意向（問 11） 
 

携帯電話やパソコンでのメールの利用について、「現在、利用している」割合は、中学生は

72.2％、高校生は 91.2％となっている。学年別にみると「現在、利用している」割合は、中

学１年生が 59.7％、中学２年生が 74.6％であり、中学１年生から中学２年生の間で 14.9 ポ

イント増えており、中学２年生の 74.6％から中学３年生の 79.7％にかけては 5.1 ポイント増

えている。高校生は高校１年生から高校３年生まで 90％を超えている（図表３－３－１）。 
 

図表３－３－１ 携帯電話やパソコンでのメールの利用状況・意向（中学生・高校生、学年別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② メールの頻度（問 11-１） 
 

メールの頻度は、中学生は「１日に１～５回」が 20.6％で最も多く、次いで「週に数回」

が 19.0％となっている。高校生も「１日に１～５回」が 23.8％で最も多いが、次いで多いの

は「１日に６～10 回」の 18.0％となっている。学年別にみると、中学１年生は「週に数回」

が最も多く、中学２年生、中学３年生は「１日に１～５回」が最も多いが、中学３年生は「１

日に 51回以上」が 10.6％みられる。高校生は、高校１年生は「１日に 21～50 回」が 33.3％

で最も多く、高校２年生、高校３年生と学年が上がるにしたがって、「１日に 21～50 回」の

割合は減り、「１日に１～５回」、「週に数回」の割合が増えている（図表３－３－２）。 
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図表３－３－２ メールの頻度（中学生・高校生、学年別） 

＜携帯電話やパソコンで「メールを利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学校以外でのインターネットの利用状況・意向（問 12） 
 

学校以外でのインターネットの利用について、「現在、利用している」割合は、中学生は

74.6％、高校生は 86.3％となっている。学年別に「現在、利用している」割合をみると、中

学１年生は 67.4％だが、中学２年生は 78.6％に増えている。高校生になると、高校１年生

（84.4％）、高校２年生（85.4％）、高校３年生（88.9％）と学年が上がるにつれて増えてい

る（図表３－３－３）。 

 

図表３－３－３ 学校以外でのインターネットの利用状況・意向（中学生・高校生、学年別） 
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④ 学校以外でのインターネットの利用方法（問 12－１） 
 

学校以外でのインターネットの利用方法は、中学生、高校生ともに「自宅のパソコン（家

族と共用）」が最も多く、中学生は 87.0％、高校生は 77.4％となっている。高校生は「携帯

電話（自分専用）」も 57.4％となっている。学年別にみると、中学１年生から高校１年生に

かけて「携帯電話（自分専用）」の割合が増え、とくに高校１年生は 60.5％と他の学年に比

べて高くなっている。また、高校１年生と高校３年生は「自宅のパソコン（自分専用）」もそ

れぞれ 23.7％、20.0％と、他の学年に比べて高くなっている（図表３－３－４）。 

 

図表３－３－４ 学校以外でのインターネットの利用方法（中学生・高校生、学年別：複数回答） 

＜学校以外でインターネットを「現在、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ インターネットを利用していての経験（問 12－２） 
 
◇気がつくと何時間もインターネットをしている 

気がつくと何時間もインターネットをしているは、「よくある」と「ときどきある」を合計

すると、中学生は 46.8％、高校生は 55.4％となっている（図表３－３－５－１）。 

 

図表３－３－５－１ 気がつくと何時間もインターネットをしている（中学生・高校生） 

＜学校以外でインターネットを「現在、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

無回答よくある ときどきある あまりない ない

(%)

19.3
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27.5
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26.4

24.6
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0.9

0.5

 中学生(n=462)

 高校生(n=195)
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帯
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用
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話

（
家
族
と
共
用

）

▼
ま
ん
が
喫
茶

・
ネ

ッ
ト
カ
フ

ェ

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

(n=462) 10.0 87.0 26.2 2.4 1.3 1.3 0.2

(n=195) 19.0 77.4 57.4 0.5 1.5 1.5 0.0

中 学 １ 年 生 (n=122) 5.7 91.8 13.1 4.1 0.8 2.5 0.0

中 学 ２ 年 生 (n=158) 10.8 88.6 26.6 0.6 1.3 0.6 0.0

中 学 ３ 年 生 (n=182) 12.1 82.4 34.6 2.7 1.6 1.1 0.5

高 校 １ 年 生 (n= 38) 23.7 71.1 60.5 0.0 2.6 0.0 0.0

高 校 ２ 年 生 (n= 76) 15.8 78.9 55.3 1.3 2.6 0.0 0.0

高 校 ３ 年 生 (n= 80) 20.0 78.8 57.5 0.0 0.0 3.8 0.0

学
年
別

中 学 生

高 校 生
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◇やらなくてはならないことがあってもインターネットをしている 

やらなくてはならないことがあってもインターネットをしているは、「よくある」と「とき

どきある」を合計すると、中学生は 26.6％、高校生は 25.1％となっている（図表３－３－５

－２）。 

 

図表３－３－５－２ やらなくてはならないことがあってもインターネットをしている 

（中学生・高校生） 

＜学校以外でインターネットを「現在、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇匿名掲示板にアクセスする 

匿名掲示板にアクセスするは、「よくある」と「ときどきある」を合計すると、中学生は

14.1％だが、高校生になると 10．0ポイント増え 24.1％となっている（図表３－３－５－３）。 

 

 

図表３－３－５－３ 匿名掲示板にアクセスする（中学生・高校生） 

＜学校以外でインターネットを「現在、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇匿名掲示板に投稿する 

匿名掲示板に投稿するは、「よくある」と「ときどきある」を合計すると、中学生は 7.4％、

高校生は 6.7％で、いずれも 10％未満となっている（図表３－３－５－４）。 

 

図表３－３－５－４ 匿名掲示板に投稿する（中学生・高校生） 

＜学校以外でインターネットを「現在、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

無回答よくある
ときどきある

あまりない ない

(%)

8.4

5.1

18.2

20.0

27.1

30.3

44.8

44.1 0.5

1.5 中学生(n=462)

 高校生(n=195)

無回答よくある

ときどきある

あまりない ない

(%)

6.7

7.2

7.4

16.9

10.4

13.8

73.8

61.5

1.7

0.5

 中学生(n=462)

 高校生(n=195)

無回答よくある

ときどきある

あまりない
ない

(%)

4.8

2.1

8.7

11.8

82.0

4.6

2.6

81.0 0.5

1.9 中学生(n=462)

 高校生(n=195)
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◇友だちの悪口や人を傷つけるような書き込みをする 

友だちの悪口や人を傷つけるような書き込みをするは、「よくある」と「ときどきある」を

合計すると、中学生はゼロ、高校生は 0.5％となっている（図表３－３－５－５）。 

 

図表３－３－５－５ 友だちの悪口や人を傷つけるような書き込みをする（中学生・高校生） 

＜学校以外でインターネットを「現在、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇見知らない人とやりとりする 

見知らない人とやりとりするは、「よくある」と「ときどきある」を合計すると、中学生は

14.3％だが、高校生になると 5.1 ポイント増え 19.4％となっている（図表３－３－５－６）。 

 

図表３－３－５－６ 見知らない人とやりとりする（中学生・高校生） 

＜学校以外でインターネットを「現在、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇暴力的な内容、性的内容などを含むサイトにアクセスする 

暴力的な内容、性的内容などを含むサイトにアクセスするは、「よくある」と「ときどきあ

る」を合計すると、中学生は 1.3％だが、高校生になると 6.9 ポイント増え 8.2％となってい

る（図表３－３－５－７）。 

 

図表３－３－５－７ 暴力的な内容、性的内容などを含むサイトにアクセスする（中学生・高校生） 

＜学校以外でインターネットを「現在、利用している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答よくある

ときどきある

あまりない ない

(%)

4.8

5.6

76.8

13.8

9.5

11.3

6.9

68.7 0.5

1.9 中学生(n=462)

 高校生(n=195)
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と
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ど
き
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る

あ
ま
り
な
い

な
い

無
回
答

中学生 (n=462) 0.0 0.0 3.9 94.2 1.9

高校生 (n=195) 0.5 0.0 3.1 95.9 0.5

(%)

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

な
い

無
回
答

中学生 (n=462) 0.4 0.9 3.0 93.7 1.9

高校生 (n=195) 2.6 5.6 7.7 83.6 0.5
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（４）日ごろ関心のあることや感じていること 

 
① 今、関心をもっていること（問 13） 
 

今、関心をもっていることは、中学生は、「成績、受験のこと」が 65.3％で最も多く、次

いで「友だちづきあいのこと」が 54.3％、「音楽のこと」が 50.9％となっている。高校生は

「成績、受験のこと」が 69.0％で最も多く、次いで「将来のこと」が 65.5％、「音楽のこと」

が 54.4％となっている（図表３－４－１）。 

 

図表３－４－１ 今、関心をもっていること（中学生・高校生：複数回答） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

② 気持ちの上で感じること（問 14） 
 

気持ちの上で感じることについて、｢よくある｣、｢ときどきある｣を合計すると、中学生で

は、「なんとなく大声を出したい」が 48.3％で最も多く、次いで「思い切り暴れまわりたい」

が 42.8％となっている。高校生では「すぐ不安になる」が 49.1％で最も多く、次いで「なん

となく大声を出したい」が 48.7％、「何もやる気がしない」が 47.3％、「思い切り暴れまわり

たい」が 42.5％、「何でもないのにイライラする」が 42.1％となっている（図表３－４－２）。 

 

図表３－４－２ 気持ちの上で感じること（中学生・高校生） 

 

◇思い切り暴れまわりたい 
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◇なんとなく大声をだしたい 

 

 

 

 

 

◇何でもないのにイライラする 

 

 

 

 

 

 

◇生きているのがいやになる 

 

 

 

 

 

 

◇すぐに不安になる 

 

 

 

 

 

 

◇学校に行く気がしない 

 

 

 

 

 

 

◇何もやる気がしない 
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◇何も興味をもてない 

 

 

 

 

 

 

 

③ 行動についての考え方（問 15） 
 

タバコを吸うことなどの行動について、「絶対にいけない」と「いけない」を合計すると、

「タバコを吸うこと」は中学生が 96.4％、高校生が 91.6％となっている。しかし、「酒を飲

むこと」は、「絶対にいけない」と「いけない」を合計すると、中学生が 93.5％、高校生が

81.0％であり、「タバコを吸うこと」より低くなっている。 

高校生は、「学校の帰りにカラオケやゲームセンターなどに行くこと」、「子ども同士で夜、

コンサートや野球観戦などに出かけること」、「深夜まで友だちとメールをすること」は「特

に問題はない」が 50％を超えている（図表３－４－３）。 

 

図表３－４－３ 行動についての考え（中学生・高校生） 

 

◇両親などと約束した帰宅時間を守らないこと 

 

 

 

 

 

 

 

◇学校の帰りにカラオケやゲームセンターなどに行くこと 

 

 

 

 

 

 

 

◇子ども同士で夜、コンサートや野球観戦などに出かけること 
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◇駅前など、駐輪禁止の場所に自転車をとめること 

 

 

 

 

 

 

◇深夜まで友だちとメールをすること 

 

 

 

 

 

 

 

◇タバコを吸うこと 

 

 

 

 

 

 

 

◇酒を飲むこと 

 

 

 

 

 

 

 

◇学校に行きたくないとき行かないこと 
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④ 気持ちの上で感じること、行動についての考え方の点数化（問 14、15） 
 

気持ちの上で感じること（問 14）、行動についての考え方（問 15）のそれぞれ８つの質問

について、回答を点数化した。 

 
◇気持ちの上で感じること 

 
【点数】 

「よくある」：３点、「ときどきある」：２点、「あまりない」：１点、「ない」・無回答：０点 

 

【８つの質問】 
 

①思いきり暴れまわりたい ⑤すぐ不安になる 

②なんとなく大声を出したい ⑥学校に行く気がしない 

③何でもないのにイライラする ⑦何もやる気がしない 

④生きているのがいやになる ⑧何も興味がもてない 

 

◇行動についての考え方 
 

【点数】 

「特に問題はない」：３点、「場合によってはいい」：２点 

「いけない」：１点、「絶対にいけない」・無回答：０点 

 

【８つの質問】 
 

①両親などと約束した帰宅時間を守らないこと   

②学校の帰りにカラオケやゲームセンターなどに行くこと  

③子ども同士で夜、コンサートや野球観戦などに出かけること  

④駅前など、駐輪禁止の場所に自転車をとめること   

⑤深夜まで友だちとメールをすること 

⑥タバコを吸うこと 

⑦酒を飲むこと 

⑧学校に行きたくないとき行かないこと 

 

◇合計した点数 
 

合計点数 
気持ちの上で感じること 

（問 14） 

行動についての考え方 

（問 15） 

０～４点 

５～９点 

10～14 点 

15～19 点 

20～24 点 

 
不安やストレスが少ない 

 

 

 

 

 

不安やストレスが多い 

 
生活規範意識が高い 

 

 

 

 

 

生活規範意識が低い 
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気持ちの上で感じること（問 14）の点数化について、性別・学年別にみると、中学３年生、

高校１年生、高校２年生、高校３年生の女性が不安やストレスが全体に比べて多くなってい

る（図表３－４－４－１）。 

 

図表３－４－４―１ 気持ちの上で感じること（点数化：中学生・高校生、性・学年別） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

朝食の摂取状況別にみると、ほぼ毎日食べるでは、０～４点が 28.4％、５～９点が 33.9％

で、９点以下が 62.3％となっており、毎日食べていない人に比べて不安やストレスが少なく

なっている（図表３－４－４－２）。 

 

図表３－４－４―２ 気持ちの上で感じること（点数化：朝食の摂取状況別） 
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週に３～５日程度食べる (n=　35) 2.9 28.6 37.1 17.1 14.3 12.4

週に１～２日程度食べる (n=　20) 5.0 25.0 40.0 30.0 0.0 11.7

ほとんど食べない (n=　35) 17.1 14.3 40.0 20.0 8.6 11.3
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行動についての考え方（問 15）の点数化について、性別・学年別にみると、学年が上がる

ほど生活規範意識が低くなっている（図表３－４－４－３）。 

 

図表３－４－４－３ 行動についての考え（点数化：中学生・高校生、性・学年別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

朝食の摂取状況別にみると、ほぼ毎日食べるでは、０～４点が 22.8％、５～９点が 38.4％

で、９点以下が 61.2％となっており、毎日食べていない人に比べて生活規範意識が高くなっ

ている（図表３－４－４－４）。 

 

図表３－４－４－４ 行動についての考え方（点数化：朝食の摂取状況別） 
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気持ちの上で感じること（問 14）と行動についての考え方（問 15）の点数化について関係

をみた。不安やストレスが少ない人ほど、生活規範意識が高く、不安やストレスが多い人ほ

ど、生活規範意識が低くなっている（図表３－４－４－５）。 

 

図表３－４－４－５ 

気持ちの上で感じること（問 14）×行動についての考え方（問 15） 
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⑤ おとなになることについて（問 16） 
 

おとなになることについて、中学生では「職業生活を始めること」が 64.1％で最も多く、

次いで「親から経済的に独立すること」が 57.0％となっている。高校生では「親から経済的

に独立すること」が 71.7％で最も多く、次いで「親から精神的に独立すること」が 58.8％、

「職業生活を始めること」が 54.4％となっている（図表３－４－５）。 

 

図表３－４－５ おとなになることについて（中学生・高校生：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 仕事や将来について（問 17） 
 

仕事や将来について「そう思う」の割合をみると、「個性を発揮できる仕事をしたい」が中

学生は 70.8％、高校生は 63.3％で最も多く、次いで「お金がもうかる仕事がしたい」が中学

生は 58.2％、高校生は 55.8％となっている。「収入にかかわらず、フリーターなど自由な仕

事をしたい」は、「そう思わない」が中学生は 61.6％、高校生は 67.7％となっている。また、

「収入にかかわらず、フリーターなど自由な仕事をしたい」を除いたいずれの項目も、｢どち

らともいえない｣と「わからない」をあわせた回答が 30％から 40％台となっている（図表３

－４－６）。 

 

図表３－４－６ 仕事や将来について（中学生・高校生） 
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◇人から尊敬される仕事をしたい 
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（５）悩み 

 

① 悩みの有無（問 18） 

 
悩みについて、「悩みがある」は、中学生は 46.0％、高校生は 58.4％となっている。学年

別にみると、「悩みがある」が最も多いのは、中学生では中学３年生の 55.7％、高校生では

高校２年生の 65.2％となっている（図表３－５－１）。 

 

図表３－５－１ 悩みの有無（中学生・高校生、学年別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 悩みの内容（問 18－１） 

 
悩みの内容は、中学生では「学校の成績」が 67.1％、「友達関係や異性関係」が 57.1％、

「進路や進学先」が 50.4％、高校生では「進路や進学先」が 66.0％、「将来や職業の選択」

が 58.2％、「友達関係や異性関係」が 53.6％であり、それぞれ上位３項目となっている。学

年別にみると、中学生では「学校の成績」、「進路や進学先」、「家族との関係」など学年が上

がるにつれて割合が高くなる項目が５項目ある。高校生では学年が上がるにつれて割合が高

くなる項目は「進路や進学先」の１項目であり、逆に「学校の成績」は学年が上がるにつれ

て低くなっている（図表３－５－２－１）。 

悩みの中で最も悩んでいる内容は、中学生では「友達関係や異性関係」の 22.2％、高校生

では「進路や進学先」の 19.6％となっている。学年別にみると、中学生は学年が上がるに従

って「友達関係や異性関係」の割合は低くなり、「進路や進学先」の割合が高くなっている。

高校生も学年が上がるに従って「進路や進学先」の割合が高くなっている。また高校生では

高校１年生で「将来や職業の選択」が 19.2％と他の学年に比べて高くなっている（図表３－

５－２－２）。 
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図表３－５－２－１ 悩みの内容（中学生・高校生：複数回答） 

＜「悩みがある」、「過去に悩みがあった」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３－５－２－２ 悩みのなかで最も悩んでいること（中学生・高校生） 

＜「悩みがある」、「過去に悩みがあった」と回答した人＞ 
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③ 最も悩んでいることの相談相手（問 18－２） 
 

最も悩んでいることの相談相手は、中学生は「母親に相談した」が 49.2％で最も多く、次

いで「友人に相談した」が 45.6％となっている。高校生は「友人に相談した」が 48.6％で最

も多く、次いで「母親に相談した」が 47.7％となっている。一方、「だれにも相談できなか

った・相談していない」は、中学生は 20.6％、高校生は 21.5％となっている（図表３－５－

３）。 
 

図表３－５－３ 最も悩んでいることの相談相手（中学生・高校生、学年別：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

④ あればよいと思う相談先（問 19） 
 

あればよいと思う相談先は、「曜日や時間を問わず、いつでも相談にのってくれるところ」

が中学生は 46.0％、高校生は 38.5％であり、中学生、高校生ともに最も多くなっている（図

表３－５－４）。 
 

図表３－５－４ あればよいと思う相談先（中学生・高校生、学年別：複数回答） 
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（６）地域生活 

 

① 友人とおしゃべりしたりする場所（問 20） 

 
友人とおしゃべりしたりする場所は、中学生、高校生ともに「学校」が最も多く、中学生

は 79.5％、高校生は 78.3％となっている。次いで、中学生は「道ばた」が 31.5％、「友達の

家」が 28.9％となっており、高校生は「ファーストフード店」が 41.2％、「道ばた」が 22.1％

となっている（図表３－６－１）。 

 

図表３－６－１ 友人とおしゃべりしたりする場所（中学生・高校生：複数回答） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 近所の人へのあいさつの有無（問 21） 

 
近所の人へのあいさつの有無は、中学生では「よくある」が 61.4％で、「ときどきある」

の 28.3％と合計すると 89.7％となっている。高校生も「よくある」が 52.2％で、「ときどき

ある」の 37.2％と合計すると 89.4％となっている（図表３－６－２）。 

 

図表３－６－２ 近所の人へのあいさつの有無（中学生・高校生） 
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③ 近所の人からほめられたり注意されることの有無（問 22） 

 
近所の人からほめられたり注意されることの有無は、中学生は「あまりない」が 36.5％で

最も多く、「ない」の 20.7％と合計すると 57.2％となっている。高校生も「あまりない」が

35.4％で最も多く、「ない」の 33.6％と合計すると 69.0％で、中学生よりも高くなっている

（図表３－６－３－１）。 

近所の人からほめてもらったり注意された経験について、地区別にみると、「よくある」は

第一地区が 10.2％、第五地区が 12.9％、第六地区が 11.4％で 10％を超えている。一方、「な

い」は第四地区が 35.1％で他の地区に比べて高くなっている（図表３－６－３－２）。 

 

図表３－６－３－１ 近所の人からほめられたり注意されることの有無（中学生・高校生） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
図表３－６－３－２ 近所の人からほめられたり注意されることの有無（地区別） 
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④ 地域での活動の参加状況（問 23） 

 
地域での活動の参加状況は、中学生は「昔からの遊び、お祭りなど」が 41.2％で最も多く、

次いで「公園や道路の清掃、リサイクル活動など自然環境を守る活動」が 34.2％となってい

る。高校生は「公園や道路の清掃、リサイクル活動など自然環境を守る活動」が 36.7％で最

も多く、次いで「昔からの遊び、お祭りなど」が 33.2％となっている。一方で「参加したこ

とがない」は、中学生は 31.0％、高校生は 34.1％となっている（図表３－６－４）。 
 

図表３－６－４ 地域での活動の参加状況（中学生・高校生：複数回答） 
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⑤ 地域での活動の参加意向（問 24） 
 

地域での活動の参加意向は、中学生は「昔からの遊び、お祭りなど」が 29.2％で最も多く、

次いで「公園や道路の清掃、リサイクル活動など自然環境を守る活動」が 28.3％となってい

る。高校生は「公園や道路の清掃、リサイクル活動など自然環境を守る活動」が 20.8％で最

も多く、次いで「子どもたちにスポーツやレクリエーションなどを教えること」が 19.9％と

なっている。「参加する気はない」は中学生 29.2％、高校生 35.8％となっている（図表３－

６－５－１）。 

 
図表３－６－５－１ 地域での活動の参加意向（中学生・高校生：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動への参加意向について地区別にみたところ、第三地区では「子どもたちにスポー

ツやレクリエーションなどを教えること」が 31.7％、第四地区では「昔からの遊び、お祭り

など」が 30.9％、第五地区では「自分の知識を生かして、他の人の学習や活動を助けること」

が 21.6％で、他の地区に比べて高くなっている。また、第六地区では、「参加する気はない」

が 37.9％となっている（図表３－６－５－２）。 

 
図表３－６－５－２ 地域での活動の参加意向（地区別：複数回答） 
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（７）いじめ 

 

① 学校や地域におけるいじめや差別の有無（問 25） 

 
学校や地域におけるいじめや差別の有無は、中学生では「ある」が 54.4％、高校生では「あ

る」が 46.0％となっている。学年別にみると、中学生では中学１年生から中学３年生まで「あ

る」が 54％台であり学年による差はみられない。高校生の「ある」の割合は、学年が上がる

にしたがって高くなり、高校１年生は 35.6％だが、高校３年生は 53.3％となっている（図表

３－７－１）。 

図表３－７－１ 学校や地域におけるいじめや差別の有無（中学生・高校生、学年別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答ある わからないない

54.1

54.7

54.4

35.6

44.9

53.3

13.3

13.4

17.3

31.1

23.6

24.4

30.4

30.3

27.8

33.3

31.5

20.0

2.2

1.5

0.0

0.0

2.2

0.4

 中学１年生(n=181)

 中学２年生(n=201)

 中学３年生(n=237)

 高校１年生(n= 45)

 高校２年生(n= 89)

 高校３年生(n= 90)

(%)
54.4

46.0

14.9 29.4 1.3

26.1 27.0 0.9

 中  学  生(n=619)

 高  校  生(n=226)

（学年別）



第２章 各調査の結果                                   

 

- 192 - 

② いじめや差別の内容（問 25－１） 

 
いじめや差別の内容は、中学生、高校生ともに、１位は「性格や考え方でのいじめや差別」

で中学生は 65.9％、高校生は 72.1％、２位は「顔やからだつきでのいじめや差別」で中学生

は 52.5％、高校生は 48.1％、３位は「理由のわからないいじめや差別」で中学生は 44.5％、

高校生は 46.2％となっている。学年別にみると、「性格や考え方でのいじめや差別」は中学

３年生で 72.1％、高校３年生で 79.2％と他の学年に比べて高くなっている（図表３－７－２）。 

 

図表３－７－２ いじめや差別の内容（中学生・高校生、学年別：複数回答） 
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③ いじめや差別を受けたときの望ましい行動（問 26） 

 
いじめや差別を受けたときの望ましい行動は、中学生、高校生ともに「家族や友人に相談

したほうがよい」が中学生は 72.1％、高校生は 65.9％で最も多くなっている。次いで中学生

は「学校に相談したほうがよい」が 47.3％となっており、高校生は「相手に抗議したほうが

よい」が 41.2％となっている。学年別にみると、中学１年生では「学校に相談したほうがよ

い」が 60.8％で他の学年に比べてくなっている。また高校３年生では「警察に相談したほう

がよい」が 13.3％となっている（図表３－７－３）。 

 

図表３－７－３ いじめや差別を受けたときの望ましい行動（中学生・高校生、学年別：複数回答） 
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（８）自分にとって大切だと思うこと 

 

① 大切だと思うこと（問 27） 

 

自分にとって大切だと思うことは、中学生、高校生ともに「子どもが家族と仲良く一緒の

すごす時間を持っていること｣が最も多くなっており、中学生は 77.1％、高校生は 70.4％と

なっている。中学生、高校生ともに 50％を超える項目が８項目となっている（図表３－８－

１）。 

 

図表３－８－１ 大切だと思うこと（中学生・高校生：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 親や保護者に望むこと（問 28） 

 
親や保護者に望むことは、中学生、高校生ともに「自分のことをうるさく言わないでほし

い」が最も多くなっており、中学生は 42.3％、高校生は 38.9％となっている。次いで、中学

生は「友だちやきょうだいと比べないでほしい」が 31.2％、「自分の事は自分で決めさせて

ほしい」が 29.4％となっており、高校生は「自分の事は自分で決めさせてほしい」が 26.5％、

「決まりごとや約束ごとを一方的におしつけないでほしい」が 20.8％となっている（図表３

－８－２）。 
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図表３－８－２ 親や保護者に望むこと（中学生・高校生：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）市に実施してほしいこと 

 

① 市に実施してほしいこと（問 29） 
 

市に実施してほしいことは、中学生、高校生ともに１位は「子どもが安心して遊べる遊び

場・施設をふやす」で、中学生は 50.9％、高校生は 35.0％となっている。２位は「子どもた

ちの居場所（集まったり、宿泊したりできるスペース）をつくる」で、中学生は 43.3％、高

校生は 29.6％となっている。３位は中学生は「図書館の本や資料を充実する」で 21.8％、高

校生は「図書館や児童館などを夜間も開館する」で 27.4％となっている（図表３－９－１）。 

 
図表３－９－１ 市に実施してほしいこと（中学生・高校生：複数回答） 
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（10）市やおとなに対する意見や要望（問 30） 

 
市やおとなに対する意見、要望などについて、自由記述形式でたずねたところ、全体で 257

件の回答があった。内容と件数は以下の通りである。 

 

内容 件数 

住環境、道路環境、交通等について 48 件

遊べる施設・スポーツのできる施設の充実に対する要望 41 件

おとなは子どもの声を聞くべきである 19 件

市の政策に対する要望 16 件

おとなの子どもに対する決めつけ・押し付け・干渉等に対する不満 14 件

治安対策について 14 件

図書館に対する要望 10 件

おとなの行動に対しての不満 9 件

タバコのマナーについて 8 件

学校の設備や教材等に対する要望 8 件

勉強をする環境について 7 件

市内のお店を増やして欲しい 5 件

子どもへの教育、接し方について 5 件

不登校・いじめ等について 5 件

感謝・満足・励まし 17 件

アンケートについて 8 件

その他 23 件
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(%)
4.6 94.7 0.7全　　体（N=303)

男性 無回答女性

４ ひとり親家庭調査 
 

（１）基本属性 

 
① 回答者の性別（Ｆ１） 
 

回答者の性別は、男性が 4.6％、女性が 94.7％となっている（図表４－１－１）。 

 

図表４－１－１ 回答者の性別（全体） 

 

 

 

 

 

② 回答者の年齢（Ｆ２） 
 

回答者の年齢は、「40歳代」が 39.3％で最も多く、次いで「30 歳代」が 37.3％となってい

る。平均年齢は 39.4 歳となっている（図表４－１－２）。 

 
図表４－１－２ 回答者の年齢（全体） 

 
 
 
 
 

 

 

③ 同居する家族（Ｆ３） 
 

同居する家族は、「子ども」が 97.4％で最も多く、「母」が 21.5％、「父」が 15.2％となっ

ている（図表４－１－３）。 

 
図表４－１－３ 同居する家族（全体） 
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④ 子どもの人数（Ｆ４） 

 

子どもの人数は、「１人」が 46.5％で最も多く、次いで「２人」が 36.6％となっている。

「３人」も 13.2％となっている（図表４－１－４）。 

 

図表４－１－４ 子どもの人数（全体） 

 

 
 
 

 

 

⑤ 子どもの成長段階（Ｆ５） 
 

すべてのお子さんについての成長段階は、「小学校４～６年生」が 31.0％で最も多く、次

いで「高校生」が 29.0％、「中学生」が 28.7％となっている（図表４－１－５）。 

 

図表４－１－５ 子どもの成長段階（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ひとり親になった理由（Ｆ６） 
 

ひとり親になった理由は、「離婚」が 79.5％となっており、「死別」が 10.6％、「未婚」が

9.9％となっている（図表４－１－６）。 

 

図表４－１－６ ひとり親になった理由（全体） 
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⑦ ひとり親になったときの末子の年齢（Ｆ７） 
 

ひとり親になったときの末子の年齢は、多い順に、「０歳」が 20.1％、「３～４歳」が 19.8％、

「１～２歳」が 17.8％となっており、「０歳」から「５～６歳」までの未就学児が 70.6％と

なっている。平均年齢は、4.4 歳となっている（図表４－１－７）。 

 

図表４－１－７ ひとり親になったときの末子の年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

 
⑧ ひとり親になってからの年数（Ｆ８） 
 

ひとり親になってからの年数は、「５～10 年未満」が 32.0％で最も多く、次いで「１～３

年未満」が 21.8％、「３～５年未満」が 19.5％となっている（図表４－１－８）。 

 

図表４－１－８ ひとり親になってからの年数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 住居形態（Ｆ９） 
 

住居形態は、「民間賃貸の集合住宅」が 38.0％で最も多く、次いで「公的賃貸住宅」が 22.1％、

「持ち家の一戸建て」が 15.2％となっている。「持ち家一戸建て」と「持ち家の集合住宅」

をあわせた持ち家率は 25.8％となっている（図表４－１－９）。 

 

図表４－１－９ 住居形態（全体） 
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⑩ 居住地区（Ｆ10） 
 

居住地区は、「第六地区」が 18.2％で最も多く、次いで「第一地区」が 17.5％、「第三地区」

と「第五地区」が 16.5％となっている（図表４－１－10）。 

 

図表４－１－10 居住地区（全体） 

 

 

 

 
 

（２）仕事 

 
① 就労の有無（問１） 
 

就労の有無は、「働いている」が 87.5％、「働いていない」が 12.2％となっている（図表４

－２－１）。 

 

図表４－２－１ 就労の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 就労形態（問１－１） 
 

就労形態は、「パート・アルバイト」が 44.5％で最も多く、次いで「常勤の勤め人（正社

員・正規職員）」が 30.9％となっている。「パート・アルバイト」の 44.5％、「契約社員」の

11.7％、「派遣社員」の 7.5％を合計した非正規雇用が 63.7％となる（図表４－２－２－１）。 

就労形態について、ひとり親本人の就労収入別にみたところ、収入が高いほど「常勤の勤

め人」の割合が高く、逆に「パート・アルバイト」の割合が低くなる傾向がみられる（図表

４－２－２－２）。 

 

図表４－２－２－１ 就労形態（全体） 

＜「働いている」と回答した人＞ 
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図表４－２－２－２ 就労形態（全体、就労収入別） 

＜「働いている」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 職種（問１－２） 
 

職種は、「事務をする仕事」が 30.2％で最も多く、次いで「専門知識・技術を生かした仕

事」が 23.4％、「サービスをする仕事」が 14.7％となっている（図表４－２－３－１）。 

職種についてひとり親本人の就労収入別にみると、収入が高いほど「専門知識・技術を生

かした仕事」の割合が高くなる傾向がみられる。100 万円以下では｢サービスをする仕事｣が

30.3％となっている（図表４－２－３－２）。 

 

図表４－２－３－１ 職種（全体） 

＜「働いている」と回答した人＞ 
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遣
社
員

▼
自
営
業
・
家
族
従
業

▼
在
宅
勤
務
・
内
職

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

 (n=265) 30.9 44.5 11.7 7.5 4.5 0.4 0.4 0.0

100万円以下  (n= 66) 6.1 77.3 0.0 6.1 9.1 1.5 0.0 0.0

100万超～
200万円以下

 (n= 79) 12.7 62.0 17.7 5.1 2.5 0.0 0.0 0.0

200万超～
300万円以下

 (n= 66) 43.9 16.7 18.2 16.7 3.0 0.0 1.5 0.0

300万超～
400万円以下

 (n= 28) 71.4 3.6 14.3 3.6 7.1 0.0 0.0 0.0

400万円超  (n= 17) 94.1 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

 全              体

ひ
と
り
親
の
就
労
収
入
別

無回答

専門知識・技
術を生かした
仕事

事務をする
仕事

サービスを
する仕事

営業や販売
をする仕事

製造（組立・加工・
修理）などの仕事

運輸・通信などの仕事

その他

(%)
23.4 30.2 12.1 14.7 3.4

1.1

14.0 1.1 全　　体（n=265)
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図表４－２－３－２ 職種（全体、就労収入別） 

＜「働いている」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 働いていない理由（問１－３） 
 

働いていない理由は、「自分が働ける健康状態ではない」が 29.7％で最も多く、次いで「曜

日や時間について条件のあう仕事がない」が 21.6％、「子どもが病気などで世話をしなけれ

ばならない」が 16.2％となっている。また、「子どもの保育の手立てがない」も 8.1％となっ

ている。なお、「その他」の 35.1％の具体的な記載をみると、「求職中である」、「子どもに障

害等がある」、「仕事先の事情で仕事がない」といった内容になっている（図表４－２－４）。 

 

図表４－２－４ 働いていない理由（全体：複数回答） 

＜「働いていない」と回答した人＞ 
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自
分
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働
け
る
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康
状
態

で
は
な
い

▼
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時
間
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て
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▼
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病
気
な
ど
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世
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を
し
な
け
れ
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な
ら
な
い
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他
の
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の
世
話
を
し
な

け
れ
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な
ら
な
い

▼
子
ど
も
の
保
育
の
手
立
て

が
な
い

▼
仕
事
に
必
要
な
専
門
知
識

が
な
い

▼
通
学
中
で
あ
る

▼
仕
事
を
す
る
気
持
ち
に
な

れ
な
い

▼
働
く
必
要
が
な
い

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体（n=37)29.7

21.6

16.2

10.8
8.1

5.4 5.4
2.7

0.0

35.1

2.7

0

20

40
(%)

(%)
▼
専
門
知
識
・
技
術
を
生

か
し
た
仕
事

▼
事
務
を
す
る
仕
事

▼
営
業
や
販
売
を
す
る
仕

事 ▼
サ
ー

ビ
ス
を
す
る
仕
事

▼
製
造

（
組
立
・
加
工
・

修
理

）
な
ど
の
仕
事

▼
運
輸
・
通
信
な
ど
の
仕

事 ▼
そ
の
他

▼
無
回
答

 (n=265) 23.4 30.2 12.1 14.7 3.4 1.1 14.0 1.1

100万円以下  (n= 66) 10.6 16.7 13.6 30.3 3.0 0.0 24.2 1.5

100万超～
200万円以下

 (n= 79) 20.3 35.4 13.9 10.1 5.1 0.0 13.9 1.3

200万超～
300万円以下

 (n= 66) 30.3 37.9 13.6 6.1 0.0 3.0 9.1 0.0

300万超～
400万円以下

 (n= 28) 28.6 32.1 7.1 14.3 0.0 3.6 14.3 0.0

400万円超  (n= 17) 52.9 29.4 0.0 5.9 11.8 0.0 0.0 0.0

 全              体

ひ
と
り
親
の
就
労
収
入
別
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⑤ ひとり親になる前となった後での仕事上の変化（問２） 
 

ひとり親になる前となった後での仕事上の変化は、「新たに仕事についた」が 42.6％で最

も多く、次いで「転職をした」が 21.8％となっており、これらを合計すると 64.4％がひとり

親になったことで就職、転職している。なお「前と同じ仕事を続けている」は 20.1％となっ

ている（図表４－２－５－１）。 

ひとり親になる前となった後での仕事上の変化について、ひとり親本人の就労収入別にみ

ると、収入 300 万円以下は「新たに仕事についた」割合が全体に比べて高くなっている。ま

た、400 万超では「前と同じ仕事を続けている」人が 58.8％となっている（図表４－２－５

－２）。 

 

図表４－２－５－１ ひとり親になる前となった後での仕事上の変化（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４－２－５－２ ひとり親になる前となった後での仕事上の変化（全体、就労収入別） 

＜「働いている」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答  2.0
新たに仕事についた

無職のままである

仕事をやめてしまった  1.3

前と同じ仕事
を続けている転職をした

いままでの仕事のほ
かに、新たな仕事を
追加した

その他  3.0

(%)
42.6 21.8 20.1 6.3

3.0

 全　　体（N=303)

(%)
▼
新
た
に
仕
事
に
つ
い
た

▼
転
職
を
し
た

▼
い
ま
ま
で
の
仕
事
の
ほ
か
に

、

あ
た
ら
な
仕
事
を
追
加
し
た

▼
前
と
同
じ
仕
事
を
続
け
て
い
る

▼
無
職
の
ま
ま
で
あ
る

▼
仕
事
を
や
め
て
し
ま

っ
た

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

 (n=265) 45.7 23.8 3.4 23.0 0.0 0.8 2.6 0.8

100万円以下  (n=66) 47.0 25.8 1.5 15.2 0.0 3.0 4.5 3.0

100万超～
200万円以下

 (n= 79) 53.2 13.9 10.1 21.5 0.0 0.0 1.3 0.0

200万超～
300万円以下

 (n=66) 48.5 28.8 0.0 19.7 0.0 0.0 3.0 0.0

300万超～
400万円以下

 (n=28) 39.3 35.7 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

400万円超  (n= 17) 17.6 17.6 0.0 58.8 0.0 0.0 5.9 0.0

 全              体

ひ
と
り
親
の
就
労
収
入
別
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⑥ 求職活動の方法（問２－１） 
 

ひとり親になった後で「新たに仕事についた」と「転職をした」と回答した人の求職活動

で仕事をみつけた方法は、「新聞・チラシなどでみつけた」が 26.7％で最も多く、次いで「友

人・知人などの紹介」が 23.1％となっている（図表４－２－６）。 

 

図表４－２－６ 求職活動の方法（全体） 

＜ひとり親になった後で「新たに仕事についた」、「転職をした」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 仕事を探しているときの問題点（問２－２） 
 

ひとり親になった後で「新たに仕事についた」と「転職をした」と回答した人の仕事を探

しているときの問題点については、「子どもが小さいことが問題にされた」が 34.4％で最も

多く、次いで「年齢制限があった」が 23.6％、「求人が少なかった」が 21.5％、「職業経験が

少なかった」が 21.5％、「求職中の子どものあずけ先がなかった」が 20.5％となっている。

なお「問題はなかった」も 19.5％となっている（図表４－２－７）。 

 

図表４－２－７ 仕事を探しているときの問題点（全体：複数回答） 

＜ひとり親になった後で「新たに仕事についた」、「転職をした」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼
子
ど
も
が
小
さ
い
こ
と
が

問
題
に
さ
れ
た

▼
年
齢
制
限
が
あ

っ
た

▼
求
人
が
少
な
か

っ
た

▼
職
業
経
験
が
少
な
か

っ
た

▼
求
職
中
の
子
ど
も
の
あ
ず

け
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っ
た
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に
向
い
て
い
る
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が
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か

っ
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と
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庭
で
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る
こ

と
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題
に
さ
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▼
相
談
先
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情
報
入
手
先
が
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っ
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、
わ
か
ら
な
か

っ

た ▼
そ
の
他

▼
問
題
は
な
か

っ
た

▼
無
回
答

全　体（n=195)

34.4

23.6
21.5 21.5 20.5

14.9 14.9

6.2
8.2

19.5

3.1

0

20

40
(%)

無回答

新聞・チラシな
どでみつけた

親や兄弟、親
戚などの紹介

友人・知人
などの紹介

求人情報
誌でみつ
けた

公共職業
安定所の
紹介

その他

(%)
26.7 14.4 13.3 23.1 5.6 14.9 2.1 全　　体（n=195)
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⑧ 資格や免許（問３） 
 

現在取得している資格や免許は、「運転免許」が 66.0％で最も多く、次いで「ヘルパー・

介護などの資格」が 13.9％、「簿記」が 13.5％、「パソコン・ワープロ」が 12.2％となって

いる。現在取得している資格や免許のうち役にたっているのは、「看護師」が 77.8％で最も

多く、次いで「調理師」が 66.7％、「ヘルパー・介護などの資格」が 59.5％となっている。 

今後取得したい資格や免許は、「パソコン・ワープロ」が 22.1％で最も多く、次いで「医

療事務」が 11.9％、「ヘルパー・介護などの資格」が 9.2％となっている（図表４－２－８）。 

 

図表４－２－８ 資格や免許（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

(%)

66.0

13.9

13.5

12.2

6.6

5.6

5.0

4.0

3.6

3.3

3.0

1.7

1.0

0.0

11.2

17.5

0 20 40 60 80

全体（N=303)

運転免許

ヘルパー・介護などの資格

簿記

パソコン・ワープロ

教員免許

茶道・華道・書道

医療事務

保育士

語学

理容師・美容師

看護師

栄養士

調理師

保健師

その他

無回答

【現在取得している】

(%)

4.6

9.2

6.6

22.1

1.0

1.7

11.9

2.3

7.9

0.7

3.0

2.6

5.6

0.7

5.3

54.8

0 20 40 60 80

全体（N=303)

【今後取得したい】

運転免許 (n=200) 29.0% 語学 (n=11) 9.1%

ヘルパー・介護などの資格 (n=42) 59.5% 理容師・美容師 (n=10) 40.0%

簿記 (n=41) 19.5% 看護師 (n=9) 77.8%

パソコン・ワープロ (n=37) 45.9% 栄養士 (n=5) 0.0%

教員免許 (n=20) 20.0% 調理師 (n=3) 66.7%

茶道・華道・書道 (n=17) 5.9% 保健師 - -

医療事務 (n=15) 26.7% その他 (n=34) 67.6%

保育士 (n=12) 50.0%

【役にたっている】
＜「現在取得している」と回答した人＞
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⑨ 資格や免許を取得する際に気がかりなこと（問４） 
 

資格や免許を取得する際に気がかりなことは、「資格や免許を取得するための費用がかか

ること」が 77.6％で最も多く、次いで「資格や免許を取得するための講習会などに行く時間

がないこと」が 53.5％、「資格や免許の取得中に収入が減ること」が 46.9％となっている。

また、「資格や免許を取得するにあたってどこで情報を入手してよいかわからないこと」が

11.6％となっている（図表４－２－９）。 
 

図表４－２－９ 資格や免許を取得する際に気がかりなこと（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

⑩ 新しく仕事を始めようとするときにあったらよいと思うこと（問５） 
 

新しく仕事を始めようとするときにあったらよいと思うことは、「条件に合う仕事のあっ

せん」が 58.1％で最も多く、次いで「職業・技能講習会などへの経済的支援」が 48.5％とな

っている。また、「資格や免許についての相談や情報提供」が 11.6％となっている（図表４

－２－10）。 
 

図表４－２－10 新しく仕事を始めようとするときにあったらよいと思うこと（全体：複数回答） 

▼
資
格
や
免
許
を
取
得
す
る
た

め
の
費
用
が
か
か
る
こ
と

▼
資
格
や
免
許
の
取
得
の
た
め

の
講
習
会
な
ど
に
行
く
時
間
が

な
い
こ
と

▼
資
格
や
免
許
の
取
得
中
に
収

入
が
減
る
こ
と

▼
家
事
や
子
ど
も
と
す
ご
す
時

間
が
少
な
く
な
る
こ
と

▼
資
格
や
免
許
取
得
中
の
子
ど

も
の
あ
ず
け
先
が
な
い
こ
と

▼
資
格
や
免
許
を
取
得
す
る
に

あ
た

っ
て
ど
こ
で
情
報
を
入
手

し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
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58.1

48.5
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（３）暮らし向き 

 
① 世帯収入の内訳（問６） 
 

世帯収入の内訳は、「自分の就労収入」が 85.5％で最も多く、次いで「児童扶養手当など

の公的手当て」が 79.2％となっている。また、「生活保護費」が 7.9％となっている（図表４

－３－１）。 
 

図表４－３－１ 世帯収入の内訳（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年間の世帯収入（問７） 
 

年間の世帯収入は、「200 万１円～250 万円」が 18.5％で最も多く、次いで「250 万１円～

300 万円」が 14.9％、「100 万１円～150 万円」が 13.5％となっている。なお、100 万円以下

の 9.6％を含め 250 万円以下が 52.8％となっている（図表４－３－２）。 

 

図表４－３－２ 年間の世帯収入（全体） 
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③ ひとり親の就労収入（問８） 
 

ひとり親の就労収入は、「50 万１円～100 万円」と「200 万１円～250 万円」が 18.1％で最

も多く、次いで「100 万１円～150 万円」が 15.8％、「150 万１円～200 万円」が 14.0％とな

っている。100 万円以下の 24.9％を含め、200 万円以下が 54.7％となっている（図表４－３

－３）。 

 

図表４－３－３ ひとり親の就労収入（全体） 

＜「働いている」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 育児費・教育費の家計への圧迫（問９） 
 

育児費・教育費の家計への圧迫は、「どちらかというと圧迫している」の 41.9％と「とて

も圧迫している」の 31.4％を合計すると 73.3％となっている（図表４－３－４）。 

 

図表４－３－４ 育児費・教育費の家計への圧迫（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答
とても圧迫し
ている

どちらかというと
圧迫している

どちらかとい
うと圧迫して
いない

ほとんど圧迫し
ていない

(%)
31.4 41.9 19.1 5.6 2.0 全　　体（N=303)
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18.1
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18.1
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3.4

1.9

1.1

3.4

0 5 10 15 20 (%) 全　体(n=265)

500，000円以下

500,001～1,000,000円

1,000,001～1,500,000円

1,500,001～2,000,000円

2,000,001～2,500,000円

2,500,001～3,000,000円

3,000,001～3,500,000円

3,500,001～4,000,000円

4,000,001～4,500,000円

4,500,001～5,000,000円

5,000,001円以上

無回答
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⑤ 育児費・教育費の中で最も負担の大きい支出（問９－１） 
 

育児費・教育費の中で最も負担の大きい支出は、「学費（幼稚園・学校など）」が 35.1％で

最も多く、次いで「塾」が 27.9％、「お稽古ごと」が 13.1％となっている（図表４－３－５）。 
 
 

図表４－３－５ 育児費・教育費の中で最も負担の大きい支出（全体） 

＜育児費・教育費が家計を「とても圧迫している」、「どちらかというと圧迫している」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

（４）日ごろの子育て 

 
① 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無（問 10） 
 

日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無は、緊急時もしくは用事の際には祖父母など

の親族にあずかってもらえる」が 40.9％で最も多く、次いで「日常的に祖父母などの親族に

あずかってもらえる」が 21.8％となっている。一方で「いずれもいない」は 24.4％となって

いる。 

同居家族の有無別にみると、「日常的に祖父母などの親族にあずかってもらえる」と答えた

人は、同居者ありの家庭では 59.3％だが、母子・父子のみの家庭は 8.1％となっている。母

子・父子のみの家庭は「いずれもない」が 31.7％となっている（図表４－４－１）。 

 

図表４－４－１ 日ごろ、子どもをあずかってくれる人の有無 

（全体、同居家族の有無別:複数回答） 
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(%)
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友
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答
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 全              体
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② 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識（問 10－１） 
 

祖父母に子どもをあずけていることに関する意識は、「祖父母が孫をあずかることについ

ては、特に問題はない」が 38.5％で最も多く、次いで「自分たちの子どものことで、負担を

かけていることが心苦しい」が 38.0％、「祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配

である」が 36.4％となっている（図表４－４－２）。 

 

図表４－４－２ 祖父母に子どもをあずけていることに関する意識（全体：複数回答） 

＜日ごろ祖父母に子どもをあずけることができる人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

③ 友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識（問 10－２） 
 

友人・知人に子どもをあずけていることに関する意識は、「友人・知人にあずかってもらう

ことについては、特に問題はない」と「自分たちの子どものことで、負担をかけていること

が心苦しい」がどちらも 44.2％で最も多くなっている（図表４－４－３）。 

 

図表４－４－３ 友人・知人に子どもあずけていることに関する意識（全体：複数回答） 

＜日ごろ友人・知人に子どもをあずけることができる人＞ 
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④ 子育てが楽しいと感じる程度（問 11） 
 

子育てが楽しいと感じる程度は、「楽しいと感じることの方が多い」が 43.6％、「楽しいと

感じることと、つらいと感じることが同じくらい」が 42.6％となっている（図表４－４－４）。 

 

図表４－４－４ 子育てが楽しいと感じる程度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤ 子育てをする中で有効な支援・対策（問 11－１） 
 

子育てが「楽しいと感じることの方が多い」人が子育てをする中で有効だと考える支援・

対策は、「仕事と家庭生活の両立」が 59.1％で最も多く、次いで「子どもの教育環境」が 42.4％、

「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」が 37.1％となっている（図表４－４－５）。 

 

図表４－４－５ 子育てをする中で有効な支援・対策（全体：複数回答（３つまで）） 

＜子育てが「楽しいと感じることの方が多い」と回答した人＞ 
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⑥ 子育ての辛さを解消するために必要なこと（問 11－２） 
 

子育てが「楽しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい」または「つらいと

感じることの方が多い」と答えた人が、子育ての辛さを解消するために必要だと考えること

は、「仕事と家庭生活の両立」が 63.8％で最も多く、次いで「子どもの教育環境」が 34.9％、

「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」が 26.8％となっている（図表４－４－６）。 

 

図表４－４－６ 子育ての辛さを解消するために必要なこと（全体：複数回答（３つまで）） 

＜子育てが「楽しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい」、 

「つらいと感じることの方が多い」と回答した人＞ 
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⑦ 日ごろの子育てについて感じていること（問 12） 
 
◇子どもの成長について 

子どもの成長については、「楽しみ」の 76.2％と「どちらかといえば楽しみ」の 18.5％

を合計すると 94.7％となる（図表４－４－７－１）。 

 

図表４－４－７－１ 子どもの成長について（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇子育てに自信がもてなくなること 

子育てに自信がもてなくなることは、「ときどきある」の 50.5％と「よくある」の 16.2％

を合計すると 66.7％となる（図表４－４－７－２）。 

 

図表４－４－７－２ 子育てに自信が持てなくなること（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

◇子育てが嫌になること 

子育てが嫌になることは、「ときどきある」の 34.0％と「よくある」の 5.0％を合計する

と 39.0％となる（図表４－４－７－３）。 

 

図表４－４－７－３ 子育てが嫌になること（全体） 
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(%)
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◇ゆったりした気分で子どもとすごしているか 

ゆったりした気分で子どもとすごしているかについては、「どちらかというとすごして

いない」の 26.7％と「すごしていない」の 5.9％を合計すると 32.6％となる（図表４－４

－７－４）。 

 

図表４－４－７－４ ゆったりとした気分で子どもとすごしているか（全体） 

 

 

 

 

 

 

◇イライラして子どもをたたいてしまうこと 

イライラして子どもをたたいてしまうことは、「ときどきある」の 24.4％と「よくある」

の 3.0％を合計すると 27.4％となる（図表４－４－７－５）。 

 

図表４－４－７－５ イライラして子どもをたたいてしまうこと（全体） 

 

 

 

 

 

◇しつけのために子どもを厳しくしかること 

しつけのために子どもを厳しくしかることは、「ときどきある」の 62.0％と「よくある」

の 15.2％を合計すると 77.2％となる（図表４－４－７－６）。 

 

図表４－４－７－６ しつけのために子どもを厳しくしかること（全体） 

 

 

 

 

 

◇子どもの面倒をみないこと 

子どもに食事を与えない、風呂に入れないなど子どもの面倒をみないことは、「まったく

ない」が 85.1％となっているが、「ときどきある」が 2.0％（6人）であり、少数ながら回

答した人もいる（図表４－４－７－７）。 

 

図表４－４－７－７ 子どもの面倒をみないこと（全体） 
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日ごろの子育てについて感じることのうち、以下の４項目について、「よくある」を３点、

「ときどきある」を２点、「あまりない」を１点、「ない」・「無回答」を０点として点数化し

合計した。母子・父子のみの家庭は６点以上が 25.4％となっているが、同居者のある家庭で

は６点以上は 17.3％となっている。また母子・父子のみの家庭は９点以上が 2.8％となって

いるが、同居者のある家庭では９点以上はいない（図表４－４－７－８）。 

 

対象の項目：「子育てが嫌になること」 

「イライラして子どもをたたいてしまうこと」 

「しつけのために子どもを厳しくしかること」 

「子どもに食事を与えない、風呂に入れないなど子どもの面倒をみないこと」 

 

図表４－４－７－８ 日ごろの子育てについて（全体：同居家族の有無別） 
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（５）日ごろの子どものすごし方 

 

① 就学前の子どものすごし方（問 13） 

 
就学前の子どものすごし方は、「認可保育所を利用している」が 70.0％で最も多く、次い

で「親・祖父母などの親族が世話をしている」が 23.8％となっている（図表４－５－１）。 

 

図表４－５－１ 就学前の子どものすごし方（全体：複数回答） 

＜就学前の子どもがいる人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 病気やケガで保育サービスを利用できなかったり、学校を休まなければならなか

ったことの有無（問 14） 

 
この１年間に子どもが病気やケガで通常の保育サービスを利用できなかったり学校を休ま

なかったりしなければならなかったことの有無は、「あった」が 56.4％、「なかった」が

39.3％となっている（図表４－５－２）。 

 

図表４－５－２ この１年間に病気やケガで保育サービスを利用できなかったり、 

学校を休まなければならなかったことの有無（全体） 
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③ 病気やケガで保育サービスを利用できなかったり、学校を休まなければならなか

ったときの対処方法と日数（問 14－1－①） 
 

この１年間に子どもが病気やケガで通常の保育サービスを利用できなかったり、学校を休

まなかったりしなければならなかったときの対処方法は、「仕事を休んで自分で世話をした」

が 64.9％で最も多く、次いで「親族・知人にあずけた」が 33.9％、「子どもだけで留守番さ

せた」が 32.2％となっている。 

それぞれの平均日数は、「日ごろ自宅にいるので、自分で世話をした」が 11.1 日で最も多

く、次いで「病院や診療所の病児・病後児保育を利用した」が 9.2 日となっている。対処方

法で最も多かった「仕事を休んで自分で世話をした」の平均日数は 6.4 日となっている（図

表４－５－３）。 

 
図表４－５－３ 病気やケガで保育サービスを利用できなかったり、 

学校を休まなければならなかったときの対処方法と対処した平均日数（全体：複数回答） 

＜この１年間に病気やケガで保育サービスを利用できなかったり 

学校を休まなければならなかったことが｢あった｣と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 仕事を休むことの困難さ（問 14－1－②） 
 

この１年間に子どもが病気やケガで通常の保育サービスを利用できなかったり、学校を休

まなかったりしなければならなかったときの対処方法として、「仕事を休んで自分で世話をし

た」と回答した人の仕事を休むことの困難さは、「どちらかというと困難」が 58.6％であり、

「非常に困難」の 18.9％を合計すると困難と答えた人は 77.5％となる（図表４－５－４）。 

 

図表４－５－４ 仕事を休むことの困難さ（全体） 

＜対処方法として「仕事を休んで自分で世話をした」と回答した人＞ 

 

 

 

無回答非常に困難 どちらかというと困難
特に困難で
はない

(%)
18.9 58.6 18.9 3.6 全　　体（n=111)

（n=171）

対処方法
割合
（％）

平均日数
（日）

仕事を休んで自分で世話をした 64.9 6.4

親族・知人（同居者を含む）にあずけた 33.9 6.5

子どもだけで留守番させた 32.2 3.3

日ごろ自宅にいるので、自分で世話をした 10.5 11.1

子連れで仕事をした（出勤・在宅とも） 5.3 6.0

病院や診療所の病児・病後児保育を利用した 2.9 9.2

ベビーシッターを利用した 1.2 8.5

認可保育所の病後児保育を利用した 0.6 3.0

ファミリーサポートセンターを利用した 0.6 1.0

子ども家庭支援センター「しらとり」の病後児保育を利用した 0.0 -

非営利組織（NPOなど）による子育て支援サービスを利用した 0.0 -

その他 3.5 3.4

無回答 0.6
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⑤ できれば施設にあずけたいと思った日数（問 14－1－③） 

 
この１年間に子どもが病気やケガで通常の保育サービスを利用できなかったり、学校を休

まなかったりしなければならなかったときに、「仕事を休んで自分で世話をした」、「親族・

知人にあずけた」、「子連れで仕事をした」、「子どもだけで留守番をさせた」と回答した人の、

できれば施設にあずけたいと思われた日数は、最も多いのは「０日」の 45.4％で、次いで「２

～３日」の 11.2％となっている。平均日数は 3.2 日となっている（図表４－５－５）。 

 

図表４－５－５ できれば施設にあずけたかった日数【病児・病後児保育の利用希望】（全体） 
＜「仕事を休んで自分で世話をした」、「親族・知人にあずけた」、 

「子連れで仕事をした」、「子どもだけで留守番をさせた」と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 自分が病気のときの子どもの世話（問 15） 

 
就学前または小学校１～３年生の子どもがいる人に、自分が病気のときの子どもの世話に

ついてたずねたところ、「自分で面倒をみる」が 66.9％で最も多く、次いで「親・祖父母な

ど親族に頼む」が 52.8％、「保育所、幼稚園、小学校など、通常と同じすごし方をする」が

31.5％となっている（図表４－５－６）。 

 

図表４－５－６ 自分が病気のときの子どもの世話（全体：複数回答） 
＜就学前または小学校１～３年生の子どもがいる人＞ 
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⑦ 小学生の子どもの放課後のすごし方（問 16） 

 
小学生の子どもがいる人に、子どもの放課後のすごし方をたずねたところ、「友人や兄弟

姉妹と公園など外で遊ぶ」が 51.9％で最も多くなっている。また、公の施設を利用したり友

達とすごすの他に、「自宅でひとりですごす」が 23.0％となっている（図表４－５－７）。 

 

図表４－５－７ 小学生の子どもの放課後のすごし方（全体：複数回答（３つまで）） 
＜小学生の子どもがいる人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
⑧ 小学生の子どもの学校が長期休業中のすごし方（問 17） 

 
小学生の子どもがいる人に、学校が長期休業中の子どものすごし方をたずねたところ、「自

宅で子どもだけですごす」が 46.7％で最も多く、次いで「自宅で親・祖父母など親族とすご

す」が 35.6％、「学童クラブや放課後子ども教室ですごす」が 34.1％となっている（図表４

－５－８）。 

 

図表４－５－８ 小学生の子どもの学校が長期休業中のすごし方（全体：複数回答（３つまで）） 
＜小学生の子どもがいる人＞ 
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⑨ 泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったことの有無（問 18） 

 
この１年間に泊りがけの外出の際に子どもを連れて行くことが困難であったことの有無

は、「あった」が 21.1％、「なかった」が 75.6％となっている（図表４－５－９）。 

 

図表４－５－９ 

この１年間に泊りがけの外出の際、子どもを連れて行くことが困難であったことの有無（全体） 
 

 

 
 
 
 
 

⑩ 泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法と泊数（問 18－1） 

 
この１年間に泊りがけの外出の際に子どもを連れて行くことが困難であった際の対処の方

法は、「親族・知人にあずけた」が 62.5％で最も多く、次いで「子どもだけで留守番させた」

が 26.6％となっている。なお、「子どもだけで留守番させた」家庭は全 17 件で、子どもの成

長段階別に子どもの年齢をみると、長子の年齢が、「その他」が４人、「高校生」が５人、「中

学生」が６人、「小学校高学年」が２人となっている。 

対処方法で最も多い「親族・知人にあずけた」の平均泊数は 6.2 泊となっている（図表４

－５－10）。 

 

図表４－５－10 泊りがけで子どもを連れて行くことが困難であった際の対処方法と泊数 

（全体：複数回答） 

＜この１年間に泊りがけの外出の際、子どもの同伴が困難なことが「あった」と回答した人＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

あった 無回答なかった

(%)

21.1 75.6 3.3 全　　体（N=303)

（n=64）

対処方法
割合
（％）

平均泊数
（泊）

親族・知人（同居者を含む）にあずけた 62.5 6.2

子どもだけで留守番させた 26.6 2.4

子どもも連れて行った 9.4 2.2

保育サービスを利用した 4.7 3.7

その他 4.7 22.0

無回答 1.6
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⑪ 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ（問 18－2） 

 
泊りがけの外出の際、子どもを親族・知人にあずける困難さは、「どちらかというと困難」

の 52.5％と「非常に困難」の 5.0％を合計すると困難と答えた人は 57.5％となる。なお、「特

に困難ではない」も 40.0％となっている（図表４－５－11）。 

 

図表４－５－11 子どもを親族・知人にあずけることの困難さ（全体） 

＜泊りがけの外出の際に子どもを「親族・知人にあずけた」と回答した人＞ 

 
 
 
 
 
 
 
⑫ ショートステイの利用意向（問 19） 

 
ショートステイの利用意向は、「いつも利用したい」の 3.0％と「ときどき利用したい」の

17.2％を合計すると 20.2％となる（図表４－５－12）。 

 

図表４－５－12 ショートステイの利用意向（全体） 

 
 
 
 
 
 

非常に困難 無回答特に困難ではない
どちらかという
と困難

(%)

5.0 52.5 2.540.0 全　　体（n=  40)

いつも利用
したい 無回答

あまり利用したいと
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ときどき利用したい

利用したくない

(%)

3.0 17.2 22.4 13.543.9 全　　体（N=303)



第２章 各調査の結果                                   

 

- 222 - 

⑬ 子育てに関してあったらよいと思うこと（問 20） 

 
子育てに関してあったらよいと思うことは、「認可保育園の待機がなくなるよう保育所の数

を増やす」が 37.0％で最も多く、次いで「求職中でも保育所に入れるようにする」が 27.1％

となっている（図表４－５－13）。 

 

図表４－５－13 子育てに関してあったらよいと思うこと（全体：複数回答（３つまで）） 
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（６）生活や子育ての心配ごと 

 

① 生活をしていくにあたって心配なこと（問 21） 

 
生活をしていくにあたって心配なことは、「生活費のこと」が 84.2％で最も多く、次いで

「仕事のこと」が 61.1％、「自分の健康のこと」が 55.1％となっている。 

同居家族の有無別でみると、母子・父子のみの家庭は同居者ありの家庭に比べて、「自分の

健康のこと」を心配する人の割合が高くなっている。また、就労の有無別でみると、働いて

いない人は働いている人に比べて「生活費のこと」、「自分の健康のこと」、「子どもの健康の

こと」などを心配する人の割合がやや高くなっている（図表４－６－１）。 

 

図表４－６－１ 生活をしていくにあたって心配なこと 

（全体、同居家族の有無別、就労の有無別：複数回答） 
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② 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること（問 22） 

 
子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になることは、「学費など子どもにかかるお金のこ

と」が 73.9％で最も多く、次いで「子どもの教育・塾、進路に関すること」が 50.8％、「子

どもとの時間を十分にとれないこと」が 30.7％となっている。 

同居家族の有無別にみると、母子・父子のみの家庭は同居者ありの家庭に比べて、「子ども

との接し方に自信が持てないこと」、「子どものほめ方、しかり方がよくわからないこと」、「友

だちづきあいなど対人関係に関すること」、「子どものことに関する話し相手や相談相手がい

ないこと」の割合がやや高くなっている。一方、同居者ありの家庭は母子・父子のみの家庭

に比べて、「発育・発達に関すること」、「食事や栄養に関すること」、「子どもに落ち着きのな

いこと」の割合が高くなっている。 

就労の有無別にみると、働いていない人は働いている人に比べて、「病気に関すること」や

「発育・発達に関すること」、「子育ての方法がよくわからないこと」など 11 項目において割

合が高くなっている。一方、働いている人は働いていない人に比べて、「子どもとの時間を十

分にとれないこと」の割合が高くなっている（図表４－６－２）。 

 

図表４－６－２ 子育ての中で日ごろ悩んでいること、気になること 

（全体、同居家族の有無別、就労の有無別：複数回答） 
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③ 子育てについて気軽に相談できる人の有無（問 23） 

 
子育てについて気軽に相談できる人の有無は、「いる」が 78.2％となっている（図表４－

６－３）。 

 

図表４－６－３ 子育てについて気軽に相談できる人の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 
④ 子育てについて気軽に相談できる人（問 23－１） 

 
子育てについて気軽に相談できる人は、「友人・知人」が 80.2％で最も多く、次いで「親

兄弟」が 73.0％、「職場の人」が 39.2％となっている（図表４－６－４）。 

 

図表４－６－４ 子育てについて気軽に相談できる人（全体：複数回答） 

＜子育てについて気軽に相談できる人が「いる」と回答した人＞ 
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⑤ 子育て相談施設等の利用状況（問 24） 

 
子育て相談施設等の利用状況は、「利用している」と「利用したことがある」を合計した割

合は、「児童館」が 17.5％で最も多く、次いで「子ども家庭支援センター「たっち」」が 14.8％、

「育児相談」が 14.5％となっているが、いずれも 10％台である。一方「知らない」の割合は

「東京ウィメンズプラザ」が 60.1％で最も多く、次いで「家庭教育に関する学級・講座」が

53.1％、「東京都教育相談センター」が 52.1％、「子育て支援情報誌（「子育てのたまて箱」

など）」が 51.2％となっている（図表４－６－５）。 

 

図表４－６－５ 子育て相談施設等の利用状況（全体） 

 

 
全　　体（N=303)

利用し
ている

利用したこ
とがある 知らない 無回答

知っているが利用
していない

児童相談所

育児相談（保育所・保育園）

子ども家庭支援センター「たっち」

子ども家庭支援センター「しらとり」

女性センター

子育て相談室（保健センター）

教育・就学相談（教育センター）

東京都教育相談センター

民生委員・児童委員

母親学級、両親学級、育児学級

保健センターの情報・相談サービ
ス

家庭教育に関する学級・講座

保育所や幼稚園の園庭などの開
放

児童館

子育て支援情報誌（「子育てのた
まて箱」など）

母子・女性相談（母子自立支援
員・婦人相談員）

東京ウィメンズプラザ

ひとり親家庭電話相談

東京都母子家庭等就業自立支援
センター

(%)
1.7

4.3

2.6

1.3

2.3

3.6

12.2

11.9

65.7

50.2

49.8

34.0

47.2

31.4

22.4

33.7

36.6

12.9

21.5

23.1

29.0

31.0

37.3

42.6

52.1

36.0

30.7

47.9

53.1

28.7

25.1

51.2

42.2

60.1

48.5

46.2

11.2

13.9

12.2

13.5

13.9

14.2

13.5

13.5

14.5

14.9

14.9

14.9

14.9

13.5

14.2

14.5

14.2

14.9

14.2

0.3

0.3

0.3

0.0

0.7

2.6

0.3

1.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

8.6

15.2

7.9

2.3

3.0

13.2

3.0

2.0

5.6

4.3

8.6

10.2

8.6

3.0

5.9

3.0

3.0

22.4

43.9

29.7

41.3

45.5

32.0

50.8

35.6

43.9

46.2



                                  ４ ひとり親家庭調査 

- 227 - 

（７）子育て支援サービスに関する情報 

 

① 子育て情報入手のためのインターネット利用状況（問 25） 

 
子育てに関する情報を入手する手段としてのインターネットの利用の状況は、「まったく利

用していない」が 58.4％、「あまり利用していない」が 15.5％であり、合計すると利用して

いない人は 73.9％となる（図表４－７－１）。 

 

図表４－７－１ 子育て情報入手のためのインターネット利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの（問 26） 

 
子育て支援サービスに関する情報源としてよいと思うものは、「広報ふちゅう」が 59.7％

で最も多く、次いで「市のホームページ」が 42.6％となっている（図表４－７－２）。 

 

図表４－７－２ 子育て支援サービスの情報源としてよいと思うもの（全体：複数回答） 
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（８）児童虐待防止 

 

① 児童虐待に関する認知状況（問 27） 

 

児童虐待に関する認知状況は、「「児童虐待の防止などに関する法律」（児童虐待防止法）が

あるのを知っていますか」では「はい」が 82.2％となっているが、「児童虐待と思われるこ

とがおきた場合に相談や通報する施設を知っていますか」では「はい」が 42.9％となってい

る。また、「ご近所などで児童虐待と思われることを見たり聞いたりしたことがありますか」

では「はい」が 11.2％（34 人）となっている（図表４－８－１）。 

 

図表４－８－１ 児童虐待について（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 児童虐待の通報先（問 28） 

 
児童虐待を見聞きしたときに通報する場所は、「児童相談所」が 52.8％で最も多く、次い

で「警察署」が 23.8％となっている（図表４－８－２）。 

 

図表４－８－２ 児童虐待の通報先（全体） 
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（９）地域とのかかわり 

 

① 近所づきあいの状況（問 29） 

 
近所づきあいの状況は、「道で会えば、あいさつをする程度の人ならいる」が 43.6％で最

も多く、次いで「さしさわりのないことなら、話せる相手がいる」が 28.4％となっている（図

表４－９－１）。 

 

図表４－９－１ 近所づきあいの状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 近所づきあいの相手（問 29－１） 

 
近所づきあいの相手は、「子どもの学校や幼稚園の人」が 72.3％で最も多く、次いで「地

域の自治会の人」が 40.3％となっている（図表４－９－２）。 

 

 

図表４－９－２ 隣近所でつきあいのある相手（全体：複数回答） 
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③ 近所づきあいが希薄な理由（問 29－２） 

 
近所づきあいが希薄な理由は、「普段つきあう機会がないから」が 74.9％で最も多く、次

いで「仕事や家事・育児などで忙しく時間がないから」が 56.1％となっている（図表４－９

－３）。 

 

図表４－９－３ 近所づきあいが希薄な理由（全体：複数回答） 

＜近所に「道で会えば、あいさつをする程度の人ならいる」、 

「ほとんど近所づきあいをしない」と回答した人＞ 
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（10）子育てと仕事の両立 

 

① 男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望するこ

と（問 30） 

 
男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望することは、「子

どもが病気やけがのときなどに休暇がとれる制度」が 52.1％で最も多く、次いで「子どもの

行事に参加するための休暇制度」が 29.4％、「就業時間をある程度自由に融通できる制度」

が 27.1％となっている（図表４－10－１）。 

 

図表４－10－１ 

男女とも子育てと仕事の両立を図りやすくするために企業（職場）に希望すること 

（全体：複数回答（３つまで）） 
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）
か
ら
の
助
成

▼
妊
娠
中
の
通
勤
・
就
労
な
ど
に
配
慮
し
た
各
種
制
度

（
時
差
出
勤
制
度
な
ど

）

▼
企
業

（
職
場

）
内
に
託
児
所
を
設
け
る
こ
と

▼
育
児
休
業
期
間
が
１
年
を
超
え
て
と
れ
る
制
度

▼
特
に
希
望
す
る
こ
と
は
な
い

▼
そ
の
他

▼
無
回
答

全　体（N=303）

52.1

29.4 27.1

19.5 19.5 18.2 16.8 15.5 12.9 12.9 11.9 11.2
5.0 3.3 1.3
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0

20

40

60
(%)
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（11）ひとり親への支援制度 

 

① ひとり親家庭への支援制度の利用状況、利用意向（問 31） 

 
ひとり親家庭への支援制度の利用状況について、「利用している」と回答した割合は、「児

童育成手当」が 85.8％、「児童扶養手当」が 71.6％、「ひとり親医療費助成」が 70.6％であ

り、３つの項目で７割を超えている。なお「知らない」の割合が最も多いのは、「母子自立支

援プログラム策定」の 64.4％である（図表４－11－１－１）。 

 

図表４－11－１－１ ひとり親家庭への支援制度の利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母子自立支援の相談

ひとり親ホームヘルプサービス

母子家庭自立支援教育訓練給付金

母子家庭高等技能訓練促進費支給

市営住宅優遇入居

児童扶養手当

児童育成手当

ひとり親医療費助成

健康診査費助成

休養ホーム利用交通費助成

福祉資金（母子・女性）の貸付

母子自立支援プログラム策定

全　　体（N=303)

利用し
ている

知っているが利
用していない 知らない 無回答

利用したこ
とがある

(%)

85.8

70.6

7.3

5.9

3.0

48.2

37.3

58.7

43.9

32.7

49.2

26.7

38.9

23.8
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42.2
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10.6
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10.9
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0.3

1.3
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7.9
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2.0
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21.5

8.6

47.9

1.3

11.2
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ひとり親家庭への支援制度の利用意向について、「利用したい」と回答した割合は、利用状

況と同じく、「児童育成手当」が 67.3％、「児童扶養手当」が 65.3％、「ひとり親医療費助成」

が 68.0％で上位である。また、「健康診査費助成」が 61.4％であり、60％を超えている（図

表４－11－１－２）。 

 

図表４－11－１－２ ひとり親家庭への支援制度の利用意向（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母子自立支援の相談

ひとり親ホームヘルプサービス

母子家庭自立支援教育訓練給付金

母子家庭高等技能訓練促進費支給

市営住宅優遇入居

児童扶養手当

児童育成手当

ひとり親医療費助成

健康診査費助成

休養ホーム利用交通費助成

福祉資金（母子・女性）の貸付

母子自立支援プログラム策定

全　　体（N=303)
利用したくない わからない 無回答利用したい

(%)
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（12）悩みや不安、必要と感じる支援（問 32） 

 

悩みや不安、必要と感じる支援などについて、自由記述形式でたずねたところ、全体で 103

件の回答があった。主な内容と件数は以下の通りである。 

 

内容 件数 

各種手当て、教育費など経済的負担について 33 件

育児、子育て、仕事と家庭の両立について 24 件

公共住宅、家賃など住宅について 12 件

仕事について 9 件

情報・相談について 9 件

ひとり親家庭を対象にした支援制度について 8 件

親同士の交流の場について 3 件

その他 5 件

 



 

 

 

 

 

 

 

資料編 調査票及び調査結果 

 










































































































